
鬼無藤井遺跡の木材 Ⅵ

横明面      :0.5mm
16.Ⅷ区 piⅢR 建築部材 |杭(支柱)マツ属複維管束亜属

横断面      :o.5mm
17.Ⅷ区 piⅢI 建築部材 柱

放射断面      :0 05HIn
マツ属複維管束亜属

接線断面

横断面      :o.5mm
18.Ⅷ区 SK07 建築部材 板材

放射断面      :o.1■m
マツ属複維管束亜属

接線断面

接線断面
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鬼無藤井遺跡の木材 ⅥI

横断面      :0.5HIIn
19.IIItt SD301 履物 下駄 サ

放射断面      :0.05mm
ワラ

横断面      :0.SEIIn   放射断面      :0.05Hlm
20。 Ⅷ区 SK01 生活用具 桶 側板 スギ

横断面      :o.5alm   放射断面
21 Ⅷ区 SK01 加工木 マツ属複維管束亜属

接線断面      :02-

横断面      :o.5■m
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魂
越
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鬼無藤井遺跡の木材 ⅦI

横断面      :0.2-
22.Ⅷ区 SK01 生活用具 膳

放射断面      :0.05HIFn
底板 ヒノキ

横断面      :0 51xlm
23.Ⅷ区 SK01 加工本 板材

放射断面      :0.1巨皿
マツ属複維管束亜属

横断面      :o2軍 m
24.Ⅷ区 SK01 建築部材

放射断面      :o,o5nlm
ヒノキ科

接線断面      :0.2mm

接線断面      :o.2Hlm

接線断面      :o.2-
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鬼無藤井遺跡の木材 Ⅸ

横断面      :0.5■m
25。 Ⅷ区 SK01 生活用具 桶

放射断面      :0.05HIn
all板 サフラ

接線断面      :0.2nm

放射断面      :0.05Elm 接線断面      :0.2-

横断面      :o.5Hlm   放射断面      :0.lalm
27.Ⅷ区 SK01 加工木 マツ属複維管束亜属

接線断面      :0.2■m
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鬼無藤井遺跡の木材 X

横断面      :0.5■m
28 Ⅷ区 SKC11 加工木 サフラ

横断面      :0。2-
29.Ⅷ区 SK01 生活用具 曲物

放射断面      :0,05alm
ヒノキ

接線断面

横断面      :o.2xxlm   放射断面      :o.o541m
30.Ⅷ区 SK01 建築部材 マツ属複維管束亜属

:0,05alm 接線断面      :0.2■m
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鬼無藤井遺跡の木材 XI

横断面      :0.2-
31.Ⅷ区 SK06 加工木 モミ属

32.Ⅷ区 SK01 加工木 マツ属複維管束亜属

横断面      :o.5alm
33.Ⅷ区 SK01 生活用具 桶

放射断面      :0.05Hlm
側板 マツ属複維管束亜属

接線断面放射断面      :0.05Hlm

横断面      :0.5alm 放射断面      :0.05nlm 接線断面      :0.2■m

接線断面      :0.2-
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鬼無藤井遺跡の木材 X‖

横断面      :0.5Elm   放射断面      :0.lnln
34.Ⅷ区 SK01 建築部材 マツ属複維管束亜属

積町由      :0.2-   放射断面
35.Ⅷ区 SK01 カH工木 マツ属複維管束亜属

横断面      :o.5-   放射断面      :o生 Hm
36.Ⅷ区 SK01 建築部材 杭(支柱)マツ属複維管束亜属

∈醸罐
圃

に

け

横断面      :0.2- :0.5Hun
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鬼無藤井遺跡の木材  X III

37.Ⅷ区 SK01 加工木 マツ属複維管束亜属

横断面      :0.5alm
38.Ⅷ区 SK01 生活用具 桶

放射断面      :0,lmrn
側板 スギ

横断面      :0.5Elm   放射断面      :0.l―
39.Ⅷ区 SK01 建築部材 杭(支柱)マツ属複維管束亜属

横断面      :0.5Hlrn

接線断面      :0。 2-
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鬼無藤井遺跡の木材 XⅣ

横断面      :0.5Hm   放射断面      :0.2-
40,Ⅷ区 SK01 加工木 ハンノキ属ハンノキ節
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き なしふじ しゝ

高松市鬼無藤井遺跡出上の中世人骨

土井ケ浜遺跡 。人類学ミュージアム館長,医学博士 松下孝幸*

【キーワード】:香川県,中世人骨,保存不良,柱状大1退骨

はじどゆに

香川県高松市鬼無町藤井に所在する鬼無藤井遺跡の1998年 (平成10年)の発掘調査で人骨が 2体出土

した。この遺跡は縄文時代から江戸時代までの遺跡であるが,弥生時代前期の遺構が主体をなしている

遺跡である。今回検出された 2体の人骨は室町時代に属する中世人骨で,2体の人骨はお互いに近接した

場所から発見されており,頭位も埋葬姿勢も同じであつた。

四国から出上した中世人骨の例は,愛媛県人幡浜市ウラショウジ遺跡 (松下,1999),同県松山市の古

照遺跡 (松下,1998b),七 反地遺跡 (松下,印刷中)の例があり,ま た,香川県円通寺遺跡 (松下,印

刷中)か らも中世の火葬骨が出土している。ウラショウジ遺跡からは 2体,古照遺跡からは 1体 ,七反

地遺跡からは 5体の中世人骨が,円通寺遺跡からは 1体分の火葬骨が出上している。

ウラショウジ遺跡から出土した男女 2体の中世人骨は備前焼の大奏から検出されたが,人骨の量が少

なく,ま た残り方が不自然なことから改葬された可能性がある。この中世人は男女とも頭蓋の特徴はわ

からなかったが,四肢骨はともに細く, きゃしゃな傾向が認められた。

筆者は香川県での中世人骨の出土例を円通寺遺跡から出土した火葬骨以外知らないので,今回の人骨

に期待していたが,人骨が出上してから期間がたちすぎており,人骨の保存状態が著しく悪くなってい

た。人骨は埋葬状態のまま土ごと取 り上げられていたが,骨表面が痛みすぎており,大部分の骨はボロ

ボロ,パラパラ状態であった。保存処理を施しながら人骨を土から慎重に取り上げ,人類学的観察や計

測をおこない,計測ができた人骨については周辺地域の資料と比較し,特徴をできるだけ明らかにしよ

うと努めた。その結果を報告しておきたい。

資 料

今回の発掘調査で出土した人骨は2体で,いずれも埋葬状態の姿勢を保った状態で検出された。埋葬

姿勢は仰臥屈葬で,下肢骨を強く曲げていた。2体 とも頭位は北。人骨の残りは一見良さそうであるが,筆

者が人骨の調査・鑑定依頼を受けた時点では,骨の表面がかなり痛んでおり,取 り上げることができる

人骨は多くはなかった。実測図や写真を見る限り,埋葬姿勢に乱れはないようで,ほぼ全身の骨が残っ

ていた。しかし,前述しているように,観察や計測ができたのはごく一部の骨に限られていた。

今回出土した2体の人骨は表 1に示すように,男性が 1体と女性が 1体である。年齢区分については

表 2の とおりである。

計測方法は,Marin―Saller(1957)に よった。

*Takayuki MATSUSHITA
The Doigallama Site Anthropologttal Museum〔 土井ケ浜遺跡・人類学ミュージアム〕
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この 2本の人骨は考古学的所見から,中世 (室町)に所属する人骨と推定されている。

表 1 出土人骨一覧 (TaЫ e l.回 st of skeletons)

人骨番号 性別  年齢 備考 (頭型 、推定身長値など)

1号人骨 男性  壮年 仰臥屈葬

2号人骨 女性  不明 仰臥屈葬

表 2 年齢区分 (Table 2.D� iSon of age)

年齢区分 齢年

未成人 乳児 1歳未満

幼児 1歳～ 5歳 (第一大臼歯萌出直前まで)

小児 6歳～15歳 (第一大臼歯萌出から第二大臼歯歯根完成まで)

成年 16歳～20歳 (蝶後頭軟骨結合癒合まで)

成人 壮年 21歳～39歳 (40歳未満)

熟年 40歳～59歳 (60歳未満)

老年 60歳以上

注)成年という用語については土井ケ浜遺跡第14次発掘調査報告書 (1996)を参照されたい。

なお,本人骨の考察にあたっては,比較資料として山口県の土井ケ浜 (松下,1996),吉母浜 (中橋 ,
1985),高野 (松下,1999),瑠璃光寺 (松下 。他,1988),大分県の立石 (内藤,1974),愛媛県の七反

地 (松下,2001),ウ ラショウジ (松下,1999),広 島県の月見城 (松下,1987b),寄倉 (池田,1980),

助平 (松下・他,1992),中筋古墓 (松下,未刊行),北九州市の御普請所跡 (松下,印刷中),鎌倉材木

座 (香原,1956)の 各遺跡から出土した中世人骨を用いた。

所 見

1号人骨も2号人骨もほぼ全身の骨が残っていたが,取 り上げて,観察や計測ができた骨は著しく少

なかった。以下,取 り上げることができた人骨や復元ができて計測や観察ができた人骨について記載し

ていくことにする。なお,計測できた人骨については計測値を文末に掲載している。

1号人骨 (男性i壮年)

1.頭蓋

脳頭蓋を取り上げることができた。前頭部と後頭骨を観察することが可能で,いずれも頭蓋壁はかな

り厚い。とくに外後頭隆起部はかなり厚 く,18剛 もある。外後頭隆起の比較的発達は良好で,上項線も

明瞭である。縫合は冠状縫合,矢イ犬縫合,ラ ムダ縫合のそれぞれ一部が観察できた。冠状縫合の一部は

内外両板が癒合しているが,矢状縫合やラムダ縫合の一部はおそらく両板ともまだ開離していたものと

思われる。外耳道の観察はできない。前頭部は眉間から後方へ傾斜しており,男性頭蓋の特徴を示して

いる。眉上弓は失われており,正確には観察できないが,残存部分から推測すれば,かなり隆起してい

たようである。

下顎骨も残っていたが,取 り上げることができなかった。右側下顎枝が観察できたが,径はやや大き

く,下顎枝の高径も高そうである。
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2.歯

歯は下顎の右側部分に釘植 していたにすぎない。残存歯を歯式を示す次のとおりである。

。・ ・543// 1 ////////

〔● :歯槽閉鎖 〇 :歯槽開存 /:不 明,番号は歯種〕

〔1:中切歯,2:側切歯,3:犬歯,4:第一小臼歯,5:第二小臼歯,6:第一大国歯,7:第二大臼歯 ,

8:第三大臼歯〕以下同じ

咬耗度は BrOcaの 3度である。また,歯の咬合形式は不明である。

3.四肢骨

(1)上肢骨

左右の上腕骨を取り上げることができたが,ほ とんど復元できない。観察したところでは,径はそれ

ほど小さいものではなさそうである。三角筋祖面などの筋付着部の観察はできなかった。

携骨と尺骨が残存していたが, ともに取り上 tデることができなかった。観察したとことではその径は

やや大きい。

(2)下肢骨

①大腿骨

左右とも残っていたが,取 り上げて復元が可能だったのは左狽1骨体のみである。骨体の径はやや小さ

く,粗線そのものは明瞭であるが,骨体両側面の後方への発達は悪い。

計測値は,骨体中央矢状径が25mm(左),横径は27mm(左 )で,骨体中央断面示数は92.59(左 )と な

り,粗線や骨体両側面の後方への発達はきわめて悪い。骨体中央周は814m(左 )で,骨体は細い。骨体

上部の計測はできない。

4.性別 。年令

性別は,外後頭隆起が強く隆起していることから,男性と推定した。年令は,冠状縫合の一部には内

外両板に癒合がみられるが,矢状縫合とラムダ縫合は内タト両板とも開離していたようなので,壮年とし

ておきたい。

2号人骨 (女性1年齢不明)

1.頭蓋

頭蓋は取り上げることができなかった。従って,頭型や顔面の形態を知ることはできなかった。

2.歯

上顎骨の歯槽突起の一部には歯が釘植していた。また下顎骨の前部の歯槽部が観察できた。遊離歯や

歯槽の状態を歯式で示すと次のとおりである。

7654321 1234567

7654・ ・ ユ 12//4567

も未萌出である。咬耗度は BrOcaの 1～ 2度である。また,歯の咬合形式は不明第三大臼歯は 4本 と

である。

3.四肢骨

(1)上肢骨

①上腕骨

右側が原形を保つており,なんとか取り上げることができた。骨体の径は細いが,扁平である。三角

筋粗面の様態は不明である。
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計測値は,中央最大径が19nlm(右 ),中央最小径は15nm(右)で,骨体断面示数は78.95(右 )と なり,

骨体の扁平性は弱い。骨体最小周は5311nl(右),中央周は56nlal(右 )で,骨合は細い。

②撓骨

右側を取り上げることができた。骨体はかなり細いが,骨間縁はよく発達している。

(2)下肢骨

①大腿骨

かろうじて右側を取り上げ,復元することができた。骨体は細いが,粗線の発達は良好である。また,

骨体上部には扁平性は認められない。

計測値は,骨体中央矢状径が2541m(右 ),横径は21Hal(右 )で,骨体中央断面示数は119.05(右 )と な

り,粗線や骨体両側面の後方への発達は良好である。骨体中央周は72alll(右 )で,骨体は細い。また,

上骨体断面示数は87.50(右 )と なり,骨体上部には扁平性は認められない。

4.性別・年齢

性別は,大腿骨など四肢骨の径がかなり小さいことから,女性と推定した。年齢は縫合を観察するこ

とができなかったので,不明である。

考 察

計測が可能だった女性の上腕骨と男女の大腿骨について,周辺地域の中世人と比較してみた。

1.上顎骨

表 3は女性上顎骨の比較表である。中央周で,骨体の大きさを比較してみると,本例は56mmし かない

が,こ の値は愛媛県松山市の七反地よりも大きく,山口県の吉母浜よりもわずかに小さい。骨体最小周

も七反地よりも小さく,吉母浜よりもわずか小さく,大分県の立石に一致する。骨体断面示数は七反地

よりはやや小さいが,吉母浜,立石よりも大きく,骨体の扁平性はあまり強くないことがわかる。

表3 上腕骨計測値(女性,右i mm)(TaЫe 3.Companson Of measurements and indЮ es offemtte nght humen)
鬼無藤井

中世人

香川県

七反地

中世人

愛媛県

(松下 )

吉母浜

中世人

山口県

(中橋・他 )

立 石
中世人

大分県

(内藤 )

5  中央 最 大 径

6  中央 最 小 径

7. 骨 体 最小 周

7(a)。 中 央  周

6/5  骨体断面示数

18.00(左 )

14.50(左 )

51.50(左 )

54.50(左 )

80.56(左 )

28     200

28     145

28     540

28     57.4

28     73.0

2

2

2

20.00(左 )

13.00 (アこ)

5300 (アこ)

6500(左 )

2.大 1退骨

表 4は男性大腿骨の計測値の比較表である。骨体の大きさを骨体中央周の計測値で比較してみると,

この値が9041mを超える大分県の立石,広島県の寄倉,助平よりは小さく,ま た北九州市の御普請所跡 ,

山口県の吉母浜,高野,瑠璃光寺,愛媛県の七反地,広島県の中筋,月 見城,神奈川県の材木座よりも

小さく,土井ケ浜の7911alや愛媛県のウラシヨウジの8041mに近い。表 4をみてみると骨体の大きさから,

19

15

53

56

78.95

-254-



骨体が著しく大きい集団とかなり小さい集団とその両者の中間的大きさを示す 3つのグループに分ける

ことができる。かなり大きな集団は,骨体中央周が90Hmを 超えるもので,今のところ大分県の立石,広

島県の寄倉と助平であるが,いずれもこの中世人がどのような職業に就いていたかなど詳しいことはわ

かっていないので,なぜ彼らがこのように大きな大腿骨を持っていたかは,ま だよくわからない。一方,径

がかなり小さな大腿骨なのは,本例の鬼無藤井,山 口県の土井ケ浜,愛媛県のウラショウジである。もっ

とも数が多いのは,両者の中間の大きさで,中央周が8511ull前 後を示すものである。

中央断面示数は92.59で ,こ の示数値は土井ケ浜の92.31と ほとんど大差なく,高野よりもわずかに大き

く,その他の資料よりは小さい。

このように,本大1退骨はサイズ的にも形態的にも土井ケ浜中世人の大腿骨にきわめて近い大腿骨であ

る。

表 5は女性大1退骨の比較表である。骨体の大きさを骨体中央周で比較してみると,本例の計測値は72

‖mで ,こ の値は愛媛県の古照よりもわずかに大きいが,吉母浜よりはかなり小さく,ま た鎌倉材木座よ

りもやや小さく,七反地の値に一致し,ウ ラショウジ,土井ヶ浜,立石とも大差ない。骨体中央断面示

数は,本例は119.05も あり,こ の示数値はかなり大きい値で,縄文人の値に匹敵する。表 5では最大値

を示し,中世人としては珍しく,ま た女性としても珍しく大腿骨が柱状性を呈している。また,上骨体

断面示数は87.50と なり,こ の示数値も表 5では最大値となり,骨体上部には扁平性がみられない。

要 約

香川県高松市鬼無町藤井に位置する鬼無藤井遺跡の1998年 (平成10年)の発掘調査で中世人骨が 2体

出上した。 2体 ともほぼ全身の骨が検出されたが,人骨の保存状態は必ずしも良好なものではなく,取

り上げることが著しく困難な人骨であった。取り上げて,復元することができたものもあり,計測も可

能なものがあったので,人類学的所見を得ることができた。その結果は次のとおりである。

1.検出された人骨は2体で,埋葬された状況で検出された。 2体とも仰臥屈葬である。

2.本人骨は考古学的所見から,中世 (室町)に属する人骨と推定されている。

3.2体のうち 1体は男性骨, もう1体は女性骨であった。

4.頭蓋の保存状態は著しく悪く,取 り上げて復元することは 2体ともできなかった。男性の頭蓋壁は者

しく厚かったが,こ れほど厚い中世人骨は珍しい。頭型や顔面の形態は2体とも不明である。

5。 女性の四肢骨は,計測や観察ができた上腕骨,撓骨,大腿骨ではいずれも骨体の径が細かった。また,

上腕骨には扁平性は認められなかったが,大腿骨には中世人としては珍しく強い柱状性が認められた。

男性の四肢骨は大腿骨のみしか所見が得られなかったが,骨体の径は細く,柱状性はまったく認められ

ない大腿骨であつた。

6.本遺跡から検出された中世人骨はほぼ全身骨が残ってはいたが,保存状態は必ずしも良好なものでは

なかったので,得 られた所見はあまり多くない。従って,中世人骨の特徴といわれている「長頭性」「鼻

根部の扁平性」「歯槽性突顎」の有無やその程度を知ることはできなかった。しかし,中世人としては珍

しい所見が得られた。それは男性の頭蓋壁が者しく厚いことと女性大腿骨にみられた柱状性である。女

性大腿骨の柱状
′
性についていえば,同 じ四国の愛媛県の古照遺跡とウラショウジ遺跡出上の女性大腿骨

の骨徳中央断面示数がいずれも100.00を超えており,本例の大腿骨はこれらとの共通性がみられる。こ

れが何を意味しているのかは今は理解できないが,今後注意しておきたい。

-255-



表
4  
大
1退
骨
言
十
測
値
 (男
‖ 生
1 
右
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径
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径
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径
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表 6 上腕骨計測値 (mm)(Humerus)
鬼無藤井
2号人骨
右側
女性

1.  上腕骨最大長
2.  上腕骨全長
3. 上 端 幅
3(1).横 上 径
4.下 端 幅

5.  中央最大径
0.  中央最小径
7.  骨体最小周
7(a)・ 中 央 周

8. 頭   周
9.  頭最大横径
10,  頭最大矢状径
■,  滑 車 幅
12.  小 頭 幅
12(a). 滑車幅および小頭幅
13.  滑 車 深
14.  肘頭寄幅
15。   肘頭寓深
6/5  骨体断面示数
7/1  長厚示数

表7 犠骨計測値 (mm)(Raduさ )
鬼無藤井
2号人骨
右側
女性

1.

lb.

2.

3.

4.

.4 a.

4(1).

4(2)。

5.

5a.

5(1),

5(2).

5(3)。

5(4).

5(5)。

5(6)。

3/2

5/4

5a/4a

最大長

平行長

機能長

最小周

骨体積径

骨体中央横径

小頭横径

頚横径

骨体矢状径

骨体中央矢状径

小頭矢状径

頚矢状径

小頭周

頭 周
骨体中央周

骨下端幅

長厚示数

骨体断面示数

中央断面示数

13

13

9

9

38

0923

69.23

表 8 大腿骨計測値 (mm)(Femur)
鬼無藤井  鬼無藤井
ユ号人骨  2号人骨
左側    右側
男性    女性

５９

一

一

一

一

一

‐９

‐５

弱

弱

一

一

一

一

一

一

一

一

一

絡

一

1.

2.

3.

4.

6.

7.

8.

9.

10.

15.

16.

17.

18.

19.

201

21.

8/2

6/7

10/9

最 大 長
自然位全長

最大転子長

自然位転子長

骨体中央矢状径

骨体中央横径

骨体中央周

骨体上横径

骨体上矢状径

頚垂直径

頚矢状径

頚  周
頭垂直径

頭横径

頭  周
上顆幅

長厚示数

骨体中央断面示数

上骨体断面示数

25

27

31

92.59

25

21

72

24

21

119.05

87.50

一
　

一
　

一
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(左
上
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骨
・
左
大
腿
骨
)(The limb bones,left humerus and leftfemur)

鬼
無
藤
井
1号
人
骨
(男
性
,壮
年
)(The Kinasi―

Fttii

頭
蓋
(The skull)

Skeleton No
.1,young aduh male)



四肢骨 (上腕骨 。大腿骨)(The limb bones,� ght humerus and ttghtfemur)
鬼無藤井 2号人骨 (女性,年齢不明)(The Kinasi― Fttii Skeleton No.2,female)
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鬼無藤井遺跡の花粉化石

鈴木 茂 (パ レオ・ラボ)

高松港頭地区再開発事業にともない鬼無町藤井に所在する鬼無藤井遺跡において行われた発掘調査で,

旧河道とその上位の水田層とみられる畦畔をともなった遺構が検出された。この水田層 ?を主体に下位

層にかけて土壊試料が採取されプラント・オパール分析が行われている。以下には柱状で採取された土

壌について実験室内で分割採取した12試料について行った花粉分析の結果・考察を示し,稲作を含めた

遺跡周辺の古植生について検討した。

1.試料と分析方法

試料は調査区東壁の14ラ インより柱状で採取・分割された12試料である。この地質柱状図および試料

採取層準については花粉分布図 (図 1)の左側に示してある。各試料について簡単に記すと,試料 1, 2

(7a層 :水田層 ?)は黒褐色のシルト質極細砂,3,4(A-1層 )は淡黄色シルト,5,6(A-2層 )

は浅責色シルト,7,8(B層 )は黒色シルト,9,10(H層 )は褐色シルト,11(G層 )は砂や灰黄褐色

シルト混じりの褐色シルト,12(I層 )は灰白色細砂混じりの褐色シルトである。なお,7a層 からは10

～12世紀を中心とした遣物が,A～ B層からは弥生時代前期の土器片が,B層からは縄文時代晩期の土

器片が出土している。また,試料9,10は プラント・オパール分析の13-1に ,11は 14-1に ,12は15-

1にそれぞれ対応している。花粉分析はこれら12試料について以下のような手順にしたがつて行った。

試料 (湿重約 4～ 5g)を遠沈管にとり,10%水酸化力1,ウ ム溶液を加え20分間湯煎する。水洗後0.5

1111a目 の舗にて植物遺体などを取り除き,傾斜法を用いて粗粒砂などを除去する。次に46%フ ッ化水素酸

溶液を加え30分間放置する。水洗後,重液分離 (臭化亜鉛溶液 :比重2.1を加え遠心分離)を行い,浮遊

物を回収し水洗する。次に,酢酸処理,続けてアセトリシス処理 (無水酢酸 9:1濃硫酸の混酸を加え

3分間湯煎)を行う。水洗後,残澄にグリセリンを滴下し保存用とする。検鏡はこの残澄より適宜プレ

パラートを作成して行い,その際サフラニンにて染色を施した。また,花粉化石の単体標本を適宜作成

し,各々にPLC.SS番号を付し形態観察用および保存用とした。

2.分析結果

検出された花粉・胞子の分類群数は樹木花粉26,草本花粉21,形態分類を含むシダ植物胞子 3の総計

50である。これら花粉・胞子の一覧を表 1に ,ま たこれらの分布を図 1に示したが,試料 6お よび下部

の 4試料においては検出できた樹木花粉数が少ないため分布図として示すことができなかった。なお,

分布図について,樹木花粉は樹木花粉総数を,草本花粉 。シダ植物は全花粉胞子総数を基数として百分

率で示してある。また,図および表においてハイフンで結んだ分類群はそれら分類群間の区別が困難な

ものを示し,ク ワ科・バラ科・マメ科の花粉は樹木起源と草本起源のものとがあるが,各々に分けるこ

とが困難なため便宜的に草本花粉に一括して入れてある。

検鏡の結果,樹木類ではコナラ属アカガシ亜属,コ ナラ属コナラ亜属,シ イノキ属―マテバシイ属

(以後シイ類と略す)の優占で特徴づけられる。そのうちコナラ亜属とシイ類は上部において減少傾向

を示している。スギは上部で増加する傾向が認められ,イ チイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科 (以後ヒノキ

類と略す)に も同様の傾向が認められる。またマツ属複維管束亜属 (ア カマツ,ク ロマツなどのいわゆ

るニヨウマツ類)も 最上部試料でやや出現率を上げている。その他,コ ウヤマキ属,ク マシデ属―アサ
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表  ■ 産 出 花 粉 イL石 ―一覧 表

和 名 学 名

11 12

樹 木

モ ミ属
ツガ属
マ ツ届 単維 管束亜属
マ ツ属襖維 管束亜属
マ ツ属 (不 明 )
コ ウヤマキ属
スギ

イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科
ヤマモモ属
サ ワグル ミ属―クル ミ属
クマシデ属―アサダ属
カパノキ属
ハ ンノキ属
ブナ
コナラ属コナラ亜属
コナラ属アカガシ亜属
ク リ属
シイノキ属 ―マテバシイ属
ニ レ属 ―ケヤキ属
エ ノキ属 ―ムクノキ属
ヤ トリギ属
アカメガシヮ属
カエデ属
ハイノキ属
イボタノキ属
テ ィカカズラ属

Abtt es

T'V」 a

Pゴ⊇口s subgen rap′ ο/7ヱ 0ゆ
P,コα, subge■  ,,P′ 0/yヱοゅ
P,⊇ LIs (UnknoWn)
dcア tldopl tys

σryptor2er,a 」aPο盪立C, D  Don
T― C
V7/す ca
,ter9car7a― 」口す立っas
θarpゴ rlコ。 - Ostrya
Bctyヱa

Aゴ J2Ys

Fag口 s crer2ata Bl■ me
C口 erCWS Subgen  とeP,」 。か,支 araコ s

911erCtIS Subgen  cyc′ οわ,」 anOps,s
σagι Eコ ea
θadtaコ 9pstt g ― Padan,a
J支〃口∂ ― ιeヱオ07a
θeヱ ιtt s,lpね 9r2antね 9
7,scurtl

Maヱ 立oと口s
/tcor

dyrllp支っcOs
とすすWStrurll

Tr acねっヱοsperr4翅 P

1

1

1

1

7

9

2

1

8

4

草本

ガマ属

サ ジオモ ダカ属
オモダカ属
イネ科
カヤツリグサ科
クワ科
サナエタデ節―ウナギツカ ミ節
ソバ属
アカザ科―ヒユ科
ナデシヨ科
カラマツソウ属
他のキンポウゲ科
アプラナ科
バラ科
マメ科
ミツハギ属
セ リ科
オ ミナエシ属
ヨモギ属

他のキク亜科
タンポポ亜科

T7Pha
スプ,arPa

」ゝgiι tar,,
Gramineae
Cyperaceae
Moraccae

Pつ望アすοttIVPI SeCt Persicaria― Echinocaulon
Faす9pyrWll
Chenopodiaceae ― Amaranthaceac
Caryophyllaceac
Trla"ctrvfff

other Ranunculact・ ae
Cruc■ ferae
Rosaceae
Logunlnosac
L′モねr口″

Umbolliferac
P9tr=n,a
4r七 9fff,s,a

other Tubuliflorae
Li3■ 1lflorae

1

143
34
2

4

LycttOtt tvll

Monolcte sPore
Trilete spore

シダ植物
ヒカゲノカズラ属
単条型胞子
三条型胞子

樹 木花粉

草本花粉

シダ植 物胞子

花粉 ,胞 子総数

不 明花粉

77  148
66  142
17   20
160  310

Arboreal p01len
Nonarboreal p。 llen
spOres
Total Pollen & spores

Unknown pollen

129   24   16
211   14   12
22   14   11
862   52   39

―C.は Taxaceae― cepha10taxaccao Cupresaceaeを 示す
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ダ属,ニ レ属―ケヤキ属などが 5%前後の出現率を示している。

草本類はイネ科が出現率20～ 30%を示して最も多く,試料 2や 8では40%を越えている。他はいずれ

も低率で,そのなかではカヤツリグサ科・ヨモギ属が 5～ 10%を示しやや目立って検出されている。ま

たアブラナ科,ヨ モギ属を除くキク亜科,タ ンポポ亜科が低率ながら多くの試料より検出されている。

その他では試料 8よ リソバ属が得られ,水生植物 (抽水植物)のサジオモダカ属,オ モダカ属が若千検

出されている。

3.鬼無藤井遺跡の古植生

遺跡周辺丘陵の稜線部や微高地ではアカガシ正属やシイ類を主体とした照葉樹林が優勢であったが ,

シイ類においては上部試料で明瞭に減少傾向が認められるように,こ れら照葉樹林は次第に分布を狭め

たようである。また,丘陵斜面部や旧河道周辺にはコナラ亜属が多く生育していたとみられるが,やは

り上部では減少している。これは水田層と判断される上部 7a層 と深く関係していると考えられる。す

なわち水田稲作にともなう農耕具としての木材利用や薪炭材としての木材利用などの結果,こ れらの森

林が破壊されたことを示していると推察される。それにともない植林の可能性もあるがこの跡地にスギ

やヒノキ類が侵入し分布を拡大した。また,試料 1においてマツ属複維管束亜属がやや出現率を上げて

おり,二次林要素と考えられるニヨウマツ類も生育地を広げ始める様相がうかがわれる。

その他,針葉樹のツガ属,コ ウヤマキ属,落葉広葉樹のクマシデ属―アサダ属,エ レ属―ケヤキ属な

ども周辺丘陵部に生育していたであろう。また,本地点のプラント・オパール分析結果をみるとネザサ

節型が非常に多く,ク マザサ属型も次いで多く検出されている。このことから丘陵部斜面の一部や林縁

部などにはネザサ節型のササ類 (ケ ネザサなど)や ウシクサ族 (ス スキ・チガヤなど)が群落を形成し

ていた所も存在していたと推測される。また,落葉広葉樹林下にはクマザサ属型のササ類 (ミ ヤコザサ,ス

ズダケなど)が生育していた。なお,下位層においては得られた樹木花粉化石数が非常に少なく植生に

ついては考察し難いが,少ないなかでアカガシ亜属やコナラ亜属が目立って検出されている。よって下

位層の堆積期においても丘陵部では照葉樹林が,旧 1可道周辺を中心にコナラ亜属を主体とした林が成立

していたとtt測 される。

低地部においては河川の影響が少なくなるにつれヨンやツルヨシといつたヨシ属が生育地を広げ,土

手部にはカヤツリグサ科やヨモギ属がみられ,ス スキやチガヤなどのウンクサ族も生育していたと推測

される。プラント・オパール分析結果をみると,B層試料において一部イネが検出されている。花粉分

析においてはB層試料7,8でイネ科は30～40%と 高い出現率を示し,水生植物のオモダカ属が試料 7よ

り検出されている。このオモダカ属は現在の水田において水田雑草として普通にみられるオモダカを含

む分類群である。このB層 は旧河道の埋積層であることから本地点 (14ラ イン)における水田稲作は考

えられないが,周辺部において水田稲作が行われていた可能性を示す結果と思われる。これは上位のA

-1層 についても同様であり,こ れらの堆積期における水田稲作についてはさらなる検討が期待される。

なお,B層試料 8か らはソバ属も検出されており,周辺部において水田稲作とともにソバの栽培も予想

される。

本地点における水田稲作は旧河道埋積層を覆う7a層堆積期 (10～ 12世紀頃 ?)と 考えられ,畦畔を

ともなう遺構の検出とともにプラント・オパール分析においてもこれを支持する結果が得られている。

また花粉分析結果においてもイネ科花粉は比較的高い出現率を示し,水田雑草を含む分類群であるサジ

オモダカ属も検出されており,こ れらは7a層 における水田稲作を支持していると考える。
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輯1穆難境

1～ 4,6:

5:

6-a            6-1

図版 1 鬼無藤井遺跡の花粉化石 (sctte bar:20μ m)
1:マ ツ属複維管束亜属 HッC.SS 2924 No.2  2:ス ギ PLC SS 2920 No.1
3:コ ナ ラ属 コナ ラ亜属 PLC SS 2927 No.5  4:コ ナラ属 アカガシ亜属  PLC.SS 2929 No.15

5:シ イノキ属 ―マテバ シイ属  PLC.SS 2926 No.5  6:ソ バ属  PLC.SS 2931 No.8

6-b
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―華lillll

藤∈≧

7-a

7-b

7 :イ ネ季I PLC SS2928 No 7
9:サ ジオモダカ属 PLC,SS 2921 No.1
Hiア ブラナ科  PLC,SS2930 No 7

―b

図版 2 鬼無藤井遺跡の花粉化石 (sctte bari 20 μ m)

8-a

7,10:

8,9,11,12:

8:オ モダカ属 PLC SS2923 No.2
10:カ ヤツリグサ科 PLC SS2925 No 5
12:ヨ モギ属 PLC SS2922 No l
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鬼無藤井遺跡のプラント・オパール

鈴木 茂 (パ レオ・ラボ)

イネ科植物は別名珪酸植物とも呼ばれ,大量の珪酸分を吸収することが知られている。この吸収され

た珪酸分が葉や茎の細胞内に沈積・形成されたものを植物珪酸体 (機動細胞珪酸体や単細胞珪酸体など)

と言い,植物珪酸体が植物が枯れるなどして土壌中に混入して土粒子となったものをプラント・オパー

ルと呼んでいる。そのうち機動細胞珪酸体については藤原 (1976)や藤原・佐々木 (1978)な ど,イ ネ

を中心としたイネ科植物の形態分類の研究が進められている。また土壊中より検出されるイネのプラン

ト・オパール個数から稲作の有無についての検討も行われており (藤原 1984),こ のような研究成果か

ら近年プラント・オパール分析を用いて稲作の検討が各地・各遺跡で行われている。鬼無藤井遺跡にお

いても土層断面より採取された試料についてプラント・オパール分析を行い,水田層の確認などについ

て機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパールから検討した。

1.試料と分析方法

分析用試料は調査区東壁の,5ラ イン地点の北側 。南側,17-18ラ イン間地点の北側・南側と14ラ イン

地点の計 5地点より採取された24試料である。以下に試料を採取した層について簡単に記すと,7a層 は

黒掲色のシルト質極細砂で,本層が検出水田層である (試料 1-1,1-2,8-1,8-2,9-1,9-2)。

A-1層 (2-1,2-2)は 淡責色,A-2層 (3-1,3-2)は 浅黄色のシルト層,B層 (4-1,4
-2,5-1,5-2,10-1,11-1)は 黒色のシルトで,埋没流路のA～ B層からは弥生時代前期の土器

片が,B層からは縄文時代晩期の土器片が出土している。D層 (6-1,6-2)は 黒褐色シルト,F層

(7-1,7-2)は 灰白色粗砂混じりの灰責褐色のシルトで,5ラ イン地点の最下部 8層 (地山)は黄橙

色シルトである。 G層 (14-1)は砂や灰責褐色シルト混じりの褐色シルト,H層 (12-1,13-1)は

褐色ンルト, I層 (15-1)は 灰白色細砂混じりの褐色シルトである。なお,土層断面図や各層の詳し

い記載については別章を参照して頂きたい。プラント・オパール分析はこれら24試料について以下のよ

うな手順にしたがって行った。

秤量した試料を乾燥後再び秤量する (絶対乾燥重量測定)。 別に試料約 lg(秤量)を トールビーカー

にとり,約0.02gの ガラスビーズ (直径約40μ m)を 加える。これに30%の過酸化水素水を約20～ 30cc

加え,脱有機物処理を行う。処理後,水を加え,超音波ホモジナイザーによる試料の分散後,沈降法に

より10μ m以下の粒子を除去する。この残澄よリグリセリンを用いて適宜プレパラートを作成し,検鏡

した。同定および計数はガラスビーズが300イ固に達するまで行った。

2.分析結果

同定・計数された各植物のプラント・オパール個数とガラスビーズ個数の比率から試料 lg当 りの各

プラント・オパール個数を求め (表 1),それらの分布を図 1(5ラ イン北側地点),図 2(5ラ イン南

狽1地点),図 3(17-18ラ イン北側地点),図 4(17-18ラ イン南側地点),図 5(14ラ イン地点)に示し

た。以下に示す各分類群のプラント・オパール個数は試料 lg当 りの検出個数である。

検境の結果,上部の 7a層およびA-1層 より大量のイネのプラント・オパールが検出されており,

下位のA-2層 (試料 3-1)や B層 (4-2,10-1)か らも若千検出されている。全体に保存状態は

悪く,特にA-2層 やB層 は悪い。地点別にみると,5ラ イン北側地点 (試料 1-1～ 7-1)で は上部
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表 1 試料 19当たりのプラント・オパール個数

試料番号
イネ

(イ回/g)
ネザサ節型
(イ国/g)

クマザサ属型

(イ回/g)
他のタケ亜科

(イ回/g)
サヤヌカグサ属

(イ国/g)
ヨン属

(イ回/g)
シバ属

(イ回/g)
キビ族

(1回 /g)
ウシクサ族

(イ回/g)
ジュズダマ属

(個/g)
不明

(イ回/g)

1-1 29、 100 476400 47400 10700 0 7,700 0 49,400 64,900

2-1 17.100 470,300 63,800 12,400 0 10500 0 46,600 56,200

3-1 1,000 456.400 48,100 1,000 11、 300 1、000 54,200 60,400

4-1 0 560,900 70,100 14,400 0 16、 500 1,000 50、500 53,600

5--1 0 390.600 12000 1,000 13,100 0 0 32,100 38,200

6-1 0 95,000 13,700 0 10800 0 3,900 31,300 38,200

7-1 593,300 95、400 9,300 2.100 10,400 0 2、 100 42500 43,600

1-2 468,200 1,000 22300 1,000 4,800 49,400 51.400

2-2 19,400 521、 600 9、200 0 10,100 0 2,800 39,600 40,600

3-2 0 261,300 36.500 10,300 0 0 34,700

4-2 1,000 452,200 8,600 0 8,600 3、800 36.500

5-2 0 409,700 64,300 11900 1,000 12,900 0 2,000 26,700 29、700

6-2 588,600 61.400 2100 13,500 0 1,000 35,400 38,500

7-2 0 311,700 40,600 1.000 8、 900 0 21,800

3-1 22,100 385,100 44,300 10,600 1,000 9,600 0 と,000 47.200 47200

9-1 565.800 7,500 0 11,300 0 6,600 60,200

10--1 5、300 437.500 64、500 0 18,000 0 51,800 37,000

11--1 0 277,900 15、 700 0 0 41200 21,600

12--1 516,600 47,200 1,000 13,300 0 1,000 39.000 22600

8-2 456700 68100 4,100 0 7,100 0 2,000 54,900

9-2 34,700 400.100 7,500 0 3,800 39,400

13--1 0 564,900 74,600 7.900 0 18,100 0 1.100 47_500

14-1 175,000 24000 2,100 2,100 9,400 0 0 16、 700 12500

15--1 0 113300 0 0 7,600 0 0 17,300 12,900
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図 1 5ラ イン北側地点のプラン ト・ オパール分布図
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図 2 5ラ イン南側地点のプラント・オパール分布図
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図 3 17-18ラ イン北側地点のプラント・オパール分布図
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図 4 17-18ラ イン南側地点のプラント。オパール分布図

ネ

ザ

サ
節

型

ウ

シ
ク

サ

族

キ

ビ
族

ヨ
シ
属

サ

ヤ

ヌ
カ

グ

サ

属

他

の
タ

ケ
亜

科

ク

マ
ザ

サ
属

型

6a

・ 8-2

。9-2

A-2

ノ
ｔ
不

ウ

シ

ク

サ

族

キ

ビ

族

ヨ

シ

属

サ

ヤ

ヌ

カ

グ

サ

属

他
の
タ
ケ
亜
科

ク
マ
ザ
サ
属
型

ネ
ザ
サ
節
型

(xJ。
4個
/ど )

-271-



一７ａ
一Ａ．‐一足
一
Ｂ
一
Ｈ
一Ｇ一‐

ネ
ザ
サ
節
型

ウ
シ
ク
サ
族

キ
ビ
族

ヨ
シ
属

サ
ヤ

ヌ
カ
グ
サ
属

他

の
タ
ケ
亜
科

ク

マ
ザ
サ
属
型

。13-1

・ 14-1
。 15-1

0         2
0              20

図 5 14ラ イン地点のプラント・オパール分布図

2試料でイネが多産しており,最上部試料 1-1(7a層 )では30,000個弱に達している。また,3-1
(A-2層 )か らも保存状態が非常に悪いイネが得られている。最も多く検出されているのはネザサ節
型で,約400,000イ固～600,000イ固を示している。次いでクマザサ属型,ウ シクサ族となっており,ヨ シ属も

ほぼ全試料10,000イ固を越え,生産量の少ないヨン属としては多く検出されている。キビ族も多くの試料
より得られており,その他,サヤヌカグサ属やシバ属などが若千検出されている。

同じく5ラ インの南側地点 (試料 1-2～ 7-2)で も上部 2試料において20,000個前後と多産して
おり,試料 4-2(B層 上部)か らもボロボロのイネが得られている。最も多く検出されているのはや
はリネザサ節型で,次いでクマザサ属型,ウ ンクサ族となっている。ヨシ属はやはり多く産出しており,最

上部では20,000個 を越えている。その他,キ ビ族,サヤヌカグサ属,シバ属などが検出されている。
17-18ラ イン間の北側地′点 (試料 8-1～ 12-1)で も上部試料 (7a層 )で多産しており,7a層下
部試料 (9-1)で は約35,000個 に達している。また,試料10-1(B層 上部)か らも比較的多くのイ
ネが検出されているが,いずれもボロボロで保存状態は非常に悪い。イネ以外について,やはリネザサ

節型が最も多く,次いでクマザサ属型,ウ ンクサ族となっている。ヨシ属も多く,最上部試料を除き10,000

個を越え,その他キビ族やサヤヌカグサ属などが検出されている。

17-18ラ イン間の南側地点 (試料 8-2,9-2)に おいては上部 2試料 (7a層 )のみの分析である
が,イ ネについては北側とほぼ同様の産出個数を示している。最も多く検出されているのはやはリネザ

サ節型で,次いでクマザサ属型,ウ シクサ族となっている。ヨシ属も多く約7,000個 を示し,その他キビ

族やサヤヌカグサ属などが得られている。

14ラ イン地点 (試料13-1～ 15-1)においては下位層試料のみの分析でイネは検出されていない。
最も多く検出されているのはやはリネザサ節型で,試料13-1(H層 )では約560,000個 を示しているが ,
その直下では激減している。次いで多いクマザサ属型やウンクサ族も同様の傾向を示しており,や はり

多産しているヨシ属も同様である。その他キビ族,サヤヌカグサ属が若千検出されている。

3.稲作について

上記したように,各地点とも上部試料においてイネのプラント・オパールが多産している。検出個数
の目安として,イ ネのプラント・オパールが試料 lg当 り5,000イ固以上検出された地点から推定された水
田址の分布範囲と,実際の発掘調査とよく対応する結果が得られている (藤原 1984)。 こうしたことか

ら,稲作の検証としてこの5,000個 を目安に,プラント・オパールの産出状態や遺構の状況をふまえて判

断されている。鬼無藤井遺跡の 7a層 においては条里方向に区画された畦畔が検出され,こ の 7a層 は

水田層と考えられている。先にも記したがこの 7a層試料からはほぼ20,000イ回を越えるイネのプラント・

一　鶉
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オパールが検出されており,7a層 についてプラント・オパール分析からは稲作が行われていた可能性は

高いと判断される。また,その直下のA-1層 (2-1,2-2)か らも20,000個弱と多くのイネが検出

されており,検出個数のみからは本層においても稲作の可能性が示されている。しかしながらA-1層

は旧河道の埋積層と考えられており,よ つてこのイネは周辺部からの流れ込みによりもたらされたこと

が推察される。また直上の 7a層 (水田層)か ら動植物の撹乱により混入したことも考えられる。これ

はさらに下位のB層 についても同様で,17-18ラ イン間北側地点では上記5,000イ固を越えるイネがボロボ

ロであるが検出されている。このB層の時代については不明であるが遺物としては縄文時代晩期の土器

片が出土している。また14ラ イン地点で行われた花粉分析結果をみると,B層試料 (No.8)よ リソバ属

が検出されている。ソバが伝わつた年代について遅くとも8世紀には伝わっていたらしい (倶野 1995)

が,詳 しい年代については不明である。詳しい年代は不明であるが出土土器で示される年代よりはかな

り新しいように思われるものの,こ の年代を含め稲作については今後の課題である。

以上のように,水田層と考えられている7a層からは大量のイネのプラント・オパールが検出されて

おり,水田層を支持する結果が得られた。また,さ らに下位のA-1層 やB層 についても同様の結果が

得られているが,こ れらは旧河道の埋積土と考えられていることから稲作については年代を含めさらに

検討が必要であろう。

4.遺跡周辺のイネ科植物

ネザサ節型が最も多く検出されており,旧河道周辺の上手や微高地などにネザサ節型のササ類 (ケ ネ

ザサ,ゴキダケなど)が多く生育しており,ウ シクサ族 (ス スキ,チガヤなど)と ともに草地的景観を

みせていたとみられる。そのうちケネザサ (ミ ヤコネザサ)は関西の山麓や丘陵地に最も普通にみられ

るササで (北村・村田 1984),ケ ネザサーススキ群落といった植生が遺跡周辺に成立していたものと推

測される。またクマザサ属型も比較的多く検出されており,遺跡周辺に成立していた森林の下草的存在

でクマザサ属型のササ類 (スズダケ, ミヤコザサなど)は分布を広げていたとみられる。

一方,旧河道部にはヨシやツルヨシといったヨシ属が群落を形成しており,一部にサヤヌカグサ属

(ア シカキなど)な どが生育していたと推測される。その後旧河道部は埋積され,水田稲作が行われる

ようになってヨン属はこの稲作地や周辺水路などで生育していたのであろう。

なお多くの試料で観察されるキビ族について,その形態からアワ,ヒエ,キ ビといった栽培種による

ものか,エノコログサ,スズメノヒエ,イ ヌビエなどの雑草類によるものかについて現時点においては

分類できず不明である。しかしながら,イ ネのプラント・オパールが検出される試料において増加する

傾向がみられる,すなわちイネと呼応するかのように出現していることから水田雑草として普通にみら

れるタイヌビエなどの雑草類の可能性が高いと推察される。
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2-b

図版 鬼無藤井遺跡のプラン ト・ オパール
1～ 4:イ ネ (ai断面, b:側面)
111-1, 2:2-1, 3:8-1, 4:9-1

5:ネ ザサ節型 (a:断面, bi側面)10-1
6:その他のタケ亜科 (a:断面, bi裏面)3-1
7:ヨ シ属 (断面)10-1
8:ク マザサ族型 (a:断面, b:側面)9-1
9:ウ シクサ族 (a:断面, b:側面)10-1
10:キ ビ族 (側面)10-1

(scale bari 30 μ m)
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第 9図  SR― A-01出土遺物

器極
径

ｍ，

日

＜ｃ
睫
鰤
絲
鰤

形態 手法の特徴 色 vil 胎土 備考

1 縄文上器 i莞鉢 (37)
外面 :ナ デ

内而 :ナ デ

外両 :にぶい黄植色 (10YR72)
内面 :に ぶい黄橙色 (10YRη2)

やや粗    lmmの 石英,長 石
チャートを多く含む

2 純文lEtttt割ヽ
面

面

外

内
ナデ
ナデ

画

面

外

内
灰黄褐色10YR5姥 )

黒色 (N2労

やや粗     lnlnの 石英 ,長 石
チャー トを多く含む

3 継文土器深鉢 (35)
面

面

外

内
ナデ

チデ

面

面

外

内
暗
'天

色 (N3/)

暗灰色 (N3/)

ややttt    lmmの 石英,長石
チャートを多く含む

4 軋文上器深鉢 (61)
痕

デ

条

ナ

画

面

外

内
外面 :暗灰色 (NV)
内面 :にぶい黄橙色 (10YR″2)

やや粗    lmmの 石英,長石
チャー トを多く含む

5 電文土器 i支鉢 (72)
外繭 :不明

外面 :ナ デ

外面 :褐灰色 (10YR6/1)

内前 :灰色 (N4/)

やや粗    1lnの 石英,長石
チャー トを多く含む

6 縄文上器浅鉢
外面 :条痕

内面 :ケ ズリ

外面 :褐灰色 (10YR6/1)

内面 :褐灰色 (10YR,1)
やや14    1malの 石英 ,長 石
チャー トを多く含む

紀文土器浅鉢 (44)
外面 :ナデ

内面 :ナ デ

面

画

外

内

にぶい費橙色 (10YR‐T2)

灰白色 (10YR71)
やや粗    lmmの 石英,長石
チャートを多く含む

8 縄文土器浅鉢
面

面

外

内
条痕
ナデ

面

面

外

内
灰黄褐色 (10YR62)
掲灰色 (10YRVl)

やや粗    lmmの 石英,長石
チャー トを多く含む

縄文上器 i寛鉢
十岡

立山

外

内

ケスリ

ナデ

面

面

にぶい貨橙色 (10YR72)
褐灰色 (10YR6/1)

やや省    1lШ の石英,長石
チャートを多く含む

第21図  SD一 Al-02出土遺物

器種
径

市

日

ぐｃ

径

ｍ，

底

くｃ
絲
鰤

形態 手法の特徴 色調 胎上 備考

1 弥生土器重 (37)
外面 :ヘ ラ磨き

外面 :ナ デ

外面 :灰 白色 (7 5YR871)

内面 :灰 白色 (75YR8/1)

やや密     1～ 3alnの 石芙
長石 チヤー トを含む 日縁fh内 面に箆枯沈線

2 弥生土器壺 130 (70)
両

面

外

内
ナデ

ナデ

画

面

外

内

にぶい橙色 (7 5YR713)

にぶい橙色 (7 5YRη 3)

粗    1～ 5mmの 石英,長 石
チャー トを含む

3 赤生七器斐
画

面

外

内
ナデ

ナデ
外面 :灰 白色 (2 5YRη l)

内面 :褐灰色 (ЮYR4/1)

やや密     1ヽ 2n」 の石英 ,

長石,チ ヤー トを含む

旅生土器発
デ

デ

ナ

ナ

面

面

外

内

夕【面 :灰 白色 (7 5YR8/1)

内面 :灰 自色 (10YR8/1)

lll    とヽ 4n411の 石英,長石
チャートを含む

5 称上士器発 200
タト面 :ナ デ

内面 :ナ デ
外面 :明褐灰色 (75YR‐/49)
内面 :明 lP9灰 色 (7 5YR7,1)

やや密    1～ 3mmの 石英 ,

長石,チ ヤー トを含む

6 ,ホ生土器高lTN
外面 :ヘ ラ磨き

外面 :ヘ ラ磨き

色

色

自

白

灰

灰

画

面

外

内

(10YR8/1)

(10YR8/1)

やや密    1-3mmの 石英 ,

長石 ,チ ヤー トを含む

7 弥生
=L器

41・ (74)
外面 :ハケ

内面 :ナ デ

面

面

外

内
明掲灰色 (7 5YR7/1)

掲灰色 (7 5YR4/1)

やや密    1～ 2111iの 石央 ,

長石,チ ヤー トを含む

8 弥生土器発 (145)
面

面

外

内
ナデ

ナデ

面

而

外

内
灰白色 (7 5YR8/1)

灰白色 (7 5YRV2)

やや密    1～ 3mmの 石英 ,
長石.チ ヤー トを含む

9 弥生」i器器種不明 (45)
面

南

外

内
板ナデ+ナ デ
ナデ

7卜面 :1き 灰色 (N3/)

勺面 :ワ〔色 (N4/)

やや密    1-3mmの 石英 ,

長石,チ ヤー トを含む
先用の盗の可能性がある

10 弥ナと上器壺 (26)
面

面

外

内
不明

十テ '卜

面 :浅黄橙色 (7 5YR8た )

A面 :浅 黄憶色 (7 5YRV3)
やや密    1～ 5mの 石英 ,

授石,チ ヤー トを含む

11 林生土器重
商

面

外

内
不明

不り]

外面 :黒 褐色

内面 :灰 白色

10YR3/1)

10YR871)

やや粗    1～ 3mmの 4i英 ,

長石 チヤー トを含む

12 弥生上器黄 70 (31)
夕1面

肉面

明

明

不

不

外面 :灰 白色 (10YR8/1)

内面 :灰 白色 (10YR8/1)

やや粗    1ヽ 3m側 の石英 ,

長石,チ ヤー トを含む

13 弥生土器壺 72 (35)
面

面

外

内
ナデ
ナデ

外前 :灰 白色 (25Yyl)
内面 :暗灰色 (N3/)

粗
　
，

や

石

や

長

1ヽ 3allの 石英 ,

チャートを含む

弥生土器壷
明

明

不

不

面

面

外

内

面

面

外

内
愉色 (5YRη 6)

灰自色 (10YRS/2)

ややlL    l～ 4mmの 石英 ,
長石,チ ヤー トを含む

祢■上器五 (33)
画

面

外

内

ナデ

ナデ
外面 :灰 白色 (10YRVl)
内商 :灰 亡1色 (10YR8/1)

やや粗    1～ 4ntの 石英 ,

長石,チ ヤー トを含む

称生土器壺 (52)
画

面

外

内
不明

不明

面

前

外

内

にぶい粒色 (5YR″3)

にぶい黄橙色 (10YRη2)

やや粗    1～ 4剛 の石英 ,
長石,チ ヤー トを含む

ホ生上器竜 (67)
面

面

ナデ

ナデ
タト面 :にぶい黄橙色 (10YRη l)

内面 :にぶい黄衿色 (10YR‐/3)

やや密    1～ 4mmの 石英 ,
長石 ,チ ヤー トを含む

弥Ji土器0
面

面

外

内
ナデ

ナデ
外面 :にぶい黄橙色 (10YRη4)

内面 :灰 白色 (10YR″ 1)

やや密    l～ 4mmの 石英 ,

長石,チ ヤー トを合む

19 弥生上器発 (51)
外面

内面

明

明

不

不

外面 :灰 白色 (10YR872)

内面 :灰 白色 (10YRb11)

やや密    1～ 3anlの 石英 ,
長石,チ ヤー トを含む

弥生土器発 (71)
デ

明

ナ

不

一囲
面

外

内

画

面

外

内
にがい栓色 (2 5YR6/3)

明FtPJ灰色 (5YR″ 1)

やや粗    1～ 3mmの 石英 ,

授石,チ ヤー トを含む

Jホ生土器斐 (62)
面

面

外

内
板ナデ

ナデ

タト面 :灰自色 (10YRyl)
内面 :灰ド1色 (10YR‐ /1)

やや密    1～ 3硼1の石英 ,

長石,チ ヤー トを含む
内面にコゲ付着

殊生土器壺 (42)
而

面

外

内
ナデ

ナデ
ホ面 :灰 白色 (10Y郎2)
対面 :灰色 (N4/)

やや密    1ヽ 3mmの 石英 ,
長石,チ ヤー トを含む

ホ生上器市
タト面 :ヘ ラ砦き

内面 :ナ デ '卜

面 :灰 白色 (7 5YR8/1)

A面 :灰 白色 (10YR82)
やや密    1ヽ 3mnの 石英 ,

長石,チ ヤー トを含む

第22図  SD― A2-07出土遺物

器fを
|~十イヨ會
(cm)
購
くｃｎ‐，
絲
てｃｍ，

形態 手法の特徴 色 調 備考

1 弥生上器と と50 (76)
面

面

外

内

ヘラ磨き
ヘラ階き

面

而

外

内
灰白色

灰白色

10YRVl
10YR,1

密    1～ 3mlの 石央,長■i
芸母を含む

削出突帯 +箆抽沈線

2 )ホ生上器五 118 (42)
画

面

外

内

ヘラ磨き
ヘラ磨き

面

面

外

内
灰向色

灰白色
瑚
瑚

術    1～ 2tllll石 央,長石 ,
チャー トを多く含む

3 な生土器壷 (41)
画

面

外

内
llkナ デ十ナデ

仮ナデ十ナデ

画

面

外

内
灰Fl色 (10YR811)

淡赤椅色 (2 5YRη 3)

密    1～ 3州 の石英,長石
チャー トを含む

削出突帯 +免描沈線
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ザオたL上器発 (73)
クト
「
i:ナデ
内hi:ナ デ

外 lli:lL」 灰色 (7 5YR6rl)

内面 :灰褐也 (7 5YR52)

やや柘     1～ 2mmの 石英 ,

長石.チ ヤー トを多く含む
i_II Iを l lt+半依 4ち 管紋

5 弥

`LIPrl(
(72)
タト面i:玲＼ラ博警き

内百i:ナ デ
外に,:灰 とI色 (10YR8/1)
内ni:灰白色 (2 5YVl)

やや竹    1～ 2alllの 石英 ,
長石,チ ヤー トを多く含も

〕訂】犬‡巴手

6 Jホ生 卜器鉢 (37)
一‐‐ｔ十

一Ⅲ

外

内

ナデ

ナデ
'卜

面 :灰 白色 (10YR8/1)

勺m~:灰 亡1色 (10YR勘 り
1～ 2anlの 石英,長石,チ ヤート
を多く含む

7 弥生上器鉢 210
一Ⅲ

テ山

外

内

ヘラ聴 き
ヘラ磨 き

ントi面 :にぶい貨怜色

付面 :に ぶい責橙色
″
″

省    1～ 5酬1のイ「英,長イ「
チャートを多く含む

8 」れヽ■上器五 76 (55)
タト耐|:ハ ケ
内Ftti:ナ デ

面

南

にぶい文俺色 (10YR7/4)

灰白色 (25Y8/1)

やや41H    l～ 3mmの 石英,
l‐k石 ,チ ヤートを多く含む

9 駒(生土器壺 (28)
外面 :ナ デ

内耐 :ナ デ
外而 :i莞 丈橙色 (75YR″4)
内π :灰 と1色 (10YR8/1)

やや竹    1～ 3alnの 石丈,

長石,チ ヤートを多く含む

10 拘ヽ■上器五
画

面
l●Aナデ

ナデ
外苗f:にぶい忙色 (7 5YR7た )

内面 :灰 白色 (10YRV2)
やや密    1-3mmの 石英 ,
長石,チ ヤー トを多く含む

11 弥生」t器蕊 (42)
7卜山|:板ナデ
勺前 :ナ デ

外面 :黒褐色

内in:灰 白色

Ｖ

Ｖ

やや粗    1-5mmの 石英 ,

長石,チ ヤートを多く含む

12 ザちヽ⊃i土器生
面

面

ナデ

ナデ
外面 :灰 Fu色

内面 :灰 白色

やや密    1～ 3mmの 石英,

長石,チ ャートを多く含む

13 弥Ji土器斐 (52)
外面 :板 ナデ

内面 :ナ デ

画

面

外

内
灰白色

褐灰色

η

伊

やや判    1～ 3側1の 石英 ,

長石,チ ヤー トを多 く含む

14 弥上上器尭
外面 :仮ナデ

内面 :ナデ

一Ⅲ

一山

外

内

にぶい貰橙色 (10YR,9
にぶい黄オ登色 (10YRク2)

や

石

や

長

1～ 3mmの 不「央
,

チャー トを多く含む

第23図  SD― A5-06出 土遺物
径

浦

日

イｃ

径

ｍ，

底

イｃ
絲
てｃｍ，

形態 手法の41徴 色 1)1 ‖台ニヒ 術考

ホ生上器高イ (56)
面

面

外

内
ナデ

ナデ

色

色

椅

橙

赤

赤

而

而

外

内
やや密     1ヽ 5mmの 石芙
長石,チ ヤー トを多く含む

2 林生Jt器■ (63)
而
早
田

外

内
ナデ+ヘ ラ麻き
ナデ十ヘラ磨 き

外商 :灰 白色

内面 1灰 有色

10YRVl)
10YR8/1)

やや猜    1～ 2mmの F「英 ,

長石,チ ヤー トを多く含む
有段る

3 林生■イ1発
面

前

外

内
ナテ

ナテ
外Tli

十/Nl ill

色

色

灰

灰

10YRVl)
10VR8/1)

やや竹    1～ 21nlの 石ウ【,
長石,チ ャートを多く含む

第24図  SD― A6-01出 土遺物

7r種
径

田，

日

＜ｃ
聴
くｃ‐ｎ，
絲
くｃｍ，

形態 手法の特徴 色調 常i考

1 弥■■器範 (15)
一ＩⅢ
面

外

内
ナデ
ナデ

一闘
面

外

内
淡赤栓色 (2 5YR7お )

にぶい士椅色 (10YR7′ 3)

やや竹     1～ 21nの 石英 ,

長石,チ ヤー トを多く含む

2 弥Лi土洛こ 148
クト1衛 :′ ラヽlrfき

内面 :ナ デ
タト面 :淡 Fl色 (2 5YR8お )
1勺面 :淡 Jt色 (2 5YR8r3)

やや侑    1～ 2mmの 石
'こ

,

k石 .'ヤ ー トを多く含む

3 」lN生■/.■ 152 (73)
タト砥i:ヘ ラ膳き
内面 :ヘ ラ磨き

外而 :,党責椅色 (75YR,3)
内 F何 :浅黄粒色 (10YR8/3)

ややl11    1～ 2m‖の石英 ,

It石 ,チ ヤートを多く含む
肖1出 突杵十免la泥線

4 〕4ヽ■J:器光 (55)
クトlli!ハ ケ

内面 :ハ ケ
外に
「:灰 白色 (25Y8/2)

内面 :灰 白色 (25Y82)
やや符    1ヽ 2mmの 石)と ,
長石,チ ヤートを多く含む

+ltk竹管紋十列点紋

第25図  SD― A4-02出土遺物

器Tl
径

雨

日

に

径

↓

底

＜ｃ
絲
鰤

形態 手法の4手徴 色 Il 備考

1 ザホJi■ 7fと 410 (66)
面

而

外

内

ヘラ磨 き
ヘラ磨 き

'卜

H:に ぶい文脩色 (10YR73)
村ll:に ぶい女椅色 (10YR03)

密    1～ 5mmの イi英 ,長 イ〒
芸母,チ ヤー トを含む

有段訂

2 休生土器五 (44)
面

商

外

内
ナデ

ナデ
ホ面 i灰 白色 (10YR″ 1)

勺面 :灰白色 (10YR82)
やや判1    1～ 3mmの 石英 ,

長石 チヤー トを含む

3 ホ生土器壺 (76)
面

面

外

内

ヘラ感き

ナデ
外面

内面

ぶいIBJ色 (7 5YRor3)

がい貫橙色 (10YR~2)
ややホ&    1～ 5mmの 石英 ,

k石,角 閃イfを含む
角閃石制米1を 多そに含む

素地粘 にを採川

4 |ふ生上粋発 外 Rl:ナ デ

内面 :ナデ
外面

内面

ぶい貨橙色

ぶい文橙色

幣
ψ

やや密    1-3mmの石央 ,
長石を多量に含む

弥生上ri斑 (34)
面

面
lFAナ デ

ナデ
外 ilH

内 rl

がい fL‐ 橙色

がい女橙色

10YR7β )
10YRη8)

やや密    1ヽ 3mmの 石央 ,

長石を多呈に含も

6 休生 ■器こ 70 (77)
画

面

外

内
ナデ
ナデ

外面

内面

ぶい丈橙色 (10YR73)
ぶいJt権色 (10YR73)

やや宙    1ヽ 3nnの 石共 ,

に石を多世に含む

7 弥■ L器益 (49)
外面 :ナ デ

内面 :ナ デ

外面 :に ぶい貰俺色

内南 :にぶい黄椅色

10YR73)
10YR73)

やや密    1ヽ 3mmの 石災,

長石を多そに含む

第26図  SD― A5-05出 土遺物

器fT
径

耐

日

イｃ

経

ｍナ

底

ｔｃ

一出

ｎ，

器

てｃ‐
形態 手法の特徴 色調 lB土 備考

1 Jちミ生土器菫 外市F:ナデ
内rl iナ デ

タト面 :灰十ヨ色 (10YR871)

内市F:灰 FI色 (10YRη l)
やや術    1～ 4mmの石堤 ,
長石を多rlに 含む

2 仏封i上器重 132 (52)
外‖i

内而

明

明

クトHi:灰 白色 (25Y勘勿
内面 :淡黄色 (2 5YV3)

粗    1～ 3miの 石英,長石
を多丘に含む

有段五

3 よ生上器壷 外 三十

内面

明

デ

不

ナ

タト而 :灰 白色 (10YR82)
内面 :灰白色 (10YR8/1)

lL    l～ 2耐mの 4f英 ,長石
を多世に含む

ll出突1,+竹 管烈点紋

ホ上十器■
外面 :ナ デ

内面 :ナデ
外面 :灰白色 (25Y8/1)

内面 :に ぶい fll栓 色 (Ю YR94)
粗    1ヽ 3mmの 石英,長 石
を多与:に 含む

旅/■ i器ヽ
一Ｔ
デ

ナ

ナ

面

面

外

内

面

面

外

内
淡」(色 (2 5YS_R)

り1黄掲色 (10YR和 5)

■1    1ヽ 2硼‖のイ「英, It石
を多呈に含む

6 称生士器壺 (79)
タト正「:ナデ

内面 :ナ テ
外而 :灰 白色 (2 5YVl)

内血 :灰 白色 (25Y7/1)

やや密    1-5酬 Jの 石英 ,

長石を多よに含む
半ltk竹管紋十掟ll沈線

7 弥上土器0 (71)
外

内

ヘラ啓 き

ナデ +ヘ ラ磨 き
クトIFu:'天白色 (25Y82)
内面 :淡 A色 (25Y84)

密    1ヽ 3mmの 石英,長 石
を多■に含む

8 弥そし上器兜 270 (49)
�

而

外

内
ナデ+ヘ ラ態き
ナデ

クトlli:灰 白色 (2 5YV2)

内Tli:コ勒〔色 (2 5YVl)

やや省    1-3硼 nのイf英 ,

長石を多子に含む
肖‖出突→∫+比描 |を報
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9 休4L土 器尭 (n4)
外In iナ デ

内 ll:ナ デ

色

色

灰

灰

外

内
(10YRも,か

(10YR871)

やや密    1～ 4mmの 石英 ,

長石,チ ヤー トを多く含む
rri戸内型■

拗ヽ生 に器発 236 (32)
一ＩШ

， 山

外

内
ナデ

ナデ

而

面
灰 1ヨ 色 (10YR82)
灰卜I色 (10YRVl)

やや刑1    1～ 2mlの 石英,

長石,チ ヤートを多く含む
半I14x4均 管紋

11 弥
`L「
器鉢 (81)

面

而

外

内

ナデ

ナデ
外商 :に ぶい貰橙色 (10YR7/4)

内面 :灰 白色 (2 5YV2)

やや粗    1-2mmの イ〒英 ,

長石,チ ヤートを多く含む

12 弥生上器鉢 9 1)
デ

デ

ナ

ナ

外

内

クト而 :灰 白色

内面 :ナ天白色

10YR81_2

10YR8尼

やや北1    1～ 3n alの 石英 ,

長石,チ ヤー トを多く含む

泳4L上 朴 1本
クトhi:ナ デ+ヘ ラ磨き
内hi:ナ デ

面

面

外

内

1/kに 1位

灰白色
Ｍ
Ｍ

やや粗    1～ 4耐側の石英 ,
長石,チ ヤートを多く含む

14 な引
=に
Pr然

面

面

外

内

ヘラ磨き
ヘラ庵き

外而 :灰大色 (25Y‐ 7/)

内面 :灰 貨協色 (10YR62)
猪    1～ 3mmの 石英,長石
チャートを多く含む

15 称上土器i (24)
外

内

ナデ

ナデ
外hi:灰 白色 (10YR872)
内 rl:灰 白色 (10YR,1)

やや密    1-3硼 iの石共 ,
長石,チ ヤートを多く含む

弥/L上 器市 (61)
恢ナデ

ナデ

繭

而

外

内
淡責色 (25Y874)

明どt褐色 (10YR616)

やや密    1-3mmの 石哄 ,

k石 ,チ ヤートを多く含む

17 」水Ai li器荷 (60)
外「S:板ナデ
内薇i:ナ デ

色

色

☆

廿
＾

淡

灰

一Ｉｔｌｌ
両

外

内
(2 5YV3)

(25Y92)

やや密    1ヽ 3側1の石英 ,

長石,チ ヤートを多く含む

18 」な生上器|こ
外面 :4kナ デ

内両 :ナ デ

外面 :橙色 (7 5YR6/6)
内面 :灰白色 (10YRb12)

符
　
，

や

石

や

長

1～ 3mmの 石英 ,

チャートを多く含む

弥生上器ti 44
クト而 :IIxナデ

内lFH:ナデ

而

商

明黄掲色 (10YR‐ 61

淡黄色 (25Y8/4)

やや
‐r    l-3mmのイi英 ,

長石.チ ヤートを多く含む

駒「生 LttA (75)
外

内
板ナデ

ナデ
外 lli:灰 白色 (25Y872)

1勺�i:椅色 (7 5YR6お )

やや管    1～ 3mmの 石英 ,

長石,チ ヤートを多く含む

第27図  SD― Al-03(A2区 )出土遺物

P‐・ft
径

ｍ，

口

くｃ
購
くｃｍ，
杯
飾

形態 手法の特徴 色調 lH考

I ,1ミ生上P.■ 16ワ (57)
外面 :ヘ ラ麻き

内hi:ヘ ラ磨き
外面 :にぶい黄牲色 (10YRη2)

内面 :灰 止I色 (10YRV2)

楕

，

や

石

や

長

1～ 3anlの 石英 ,
チャー トを含む

沖↓出突帯 +免描沈線

2 な生: !7r釧 ( (56)
一――――
面

外

内

ナデ

ナデ

タト■i:,天 白色 (10YR811)

内IS i灰 白色 (10YRS/1)

やや I11    1-2mmの 石英 ,
長石,チ ヤー トを含む

3 称■ 上器li (84)
外「H:ナ デ
内ni:ヘ ラ勝き十ナテ

クト市
「
:灰 白色 (10YRV2)

内血i:にぶい黄橙色 (10YRη 勢
やや密    1～ 3mmの 石英 ,

長石 チヤー トを含む
底をケズリ調整を施して

いる

1 Jホ FLI 1/市 , (34)
′卜■「Iナ デ

勺�「:ナ デ 底面 :ケ ズリ
外面 :灰 市1色 (10YR9り

内而 :灰 白色 (10YRy2)
やや41    1～ 3mmの 石ウこ,
艮イ〒,チ ャートを含む

弥 4卜■ Fri
外面 :ナ デ

内前 :ナ デ

外面 :灰 白色 (10YR8尼 )

内面 :にぶい貰怜色 (10YR73)
ややホR    l-3rnlの 石英 ,

長石,チ ヤートを含む

6 弥生 IiFrと
外而 :ナ デ

内 T∬ :ナ デ

外 lli:灰に色 (10YR812)

内面 :にぶい大椅色 (10YR,3)
ll    l～ 4nlnの 石英,長石
チャー トを含む

第28図  SD― Al-03(Al区 )出土遺物

器 ll
行

ｍ，

日

に

径

耐

氏

ぐｃ
絲
鰤

形態 手法の4手徴 色刊H 肝,J二 ‖i考

1 Jち ■ヽ■器斐
外面 :ナ デ

内而 :ナ デ

外 T■ :灰 Jt褐 色 (10YRfo12)

内■i:灰 黄lLJ色 (10YR62)
やや術    1ヽ 4mぃの石英 ,

長石,チ ヤー トを含む
掟‖i沈線十ケ1点紋

2 弥 1,L器斐
デ
　
デ

ナ

ナ

面

面

外

内

雨

耐

外

内
灰にI色 (10YR82)
灰白色 (10YRV2)

lH    l～ 3mmの 石英,It石
チャー トを含む

3 弥生土器発
夕村耐:ナ デ

内 I∬ :ナ デ

タト正i:灰 |¬色 (10YR8/2)
内面 :)天 Iヨ色 (10YR8/1)

やや密    1～ 4剛 の石英 ,

長石,チ ヤー トを含む
‖筑卜
'付
オ世yこ

4 駒ヽ上上器 i・
jlTN 153

商

耐

外

内
ナデ

ナデ

面

面

外

内

にぶい黄栓色 (10YRη 2)

にぶい黄椅色 (10YRη舛

ややl1    1ヽ 3mmの 石英 ,
長石チヤー トを含む

二日月,杉透 しを穿丁し

5 旅生■器高 )イミ 220 (57)
面

面

外

内
ナデ

ナデ
クトi“ :灰 白色 (2 5YVl)

内π「:灰 白色 (25Y811)

やや粗    1ヽ 3mlの 石英 ,

健石 チヤー トを含む

6 ,ホ生上器市
而

面

外

内

ヘラ磨き
ヘラ麻き

面

而

外

内
灰白色 (10YR8/1)

浅黄栓色 (10YR8お )

やや対1    1～ 3nltlの 石英 ,

長石,チ ヤー トを含む
削出突村

弥生上Pi鉢 (18)
′卜面 :ナ デ

有ln iヘ ラ磨 き

外面 :灰 白色 (25Y8/1)

内� :灰 白色 (2 5YV2)

帝    1～ 2mmの 石英,長石
チャー トを含む

弥生土器発 (96)
外面 :ナ デ

内両 :ナ デ

外面 :灰 白色

山面 :灰 白色

2 5Yi11)

25Y8/1)

粗    1～ 4alnの 石英,長石
チャー トを含む

9 弥生土器弛
タト面 :ナ デ

内面 :ナ デ

面

面

外

内
灰十」色 (25Y871)

灰白色 (2 5YVl)

やや竹    1ヽ 3mmの 石英 ,
長石,チ ヤー トを含む

10 Jホ生土器壺 (36)
面

面

外

内
板ナデ

ナデ

両

面

灰白色 (5Y8/1)

にぶい黄橙色 (10YR,3)

1～ 3mmの 石英,長石,チ ヤー ト
を含む

11 洵ヽ生土器爺
一聞
十ｍ

外

内
ナデ
ナデ

外商 :灰 白色 (25Y3/1

内面 :黄灰色 (25Y6/1

1-3mmの 石英,長 石,チ ヤー ト
を含む

休化止器0
面

面

外

内
ナデ

ナデ
外面 :灰 白色 (2 5YS/1

内面 :灰 白色 (2 5Yηユ

1-3硼 の石英,長石,チ ヤー Ⅲ
を含む

13 弥生 Ji器と 72
タトlL:ヘ ラ膳き

内雨 :ナ デ
外正i:にぶい黄橙色 (10YR,2)
内面 :灰 白色 (10γR872)

1～ 3mmの 石英,長石,チ ヤー ト
を含む

〕ホ生上器壺
面

面

外

内 ナ デ

面

面

外

内
灰黄褐色 (10YR92)
オリーブ黒色 (5Y3/1)

やや密    1-3mmの 石英 ,

li石 ,チ ヤー トを含む

旅′L土器発 70
面

而

外

内
llkナ デ

ナデ
外面 :灰 ヨ色 (10YR8/1)

内面 :灰 白色 (10YRVl)

1ヽ 3nnlの 石英,長石,チ ヤート
を含む

第29図  SD一 A2-06出土遺物

器 ll
径

ｍ，

日

イｃ
酢
てｃｍ，
絲
鰤

形態 手法の特徴 色調 備考

1 弥生 Ji器―P
廃

磨
ヘ

ヘ

面

而
外面 :淡黄色 (25Y8p
内面 :灰 白色 (2 5YV2)

やや密    1-2mmの 石英 ,

長石,チ ヤートを多く含む

2 弥生 LFit 外而 :ヘ ラ磨き

内rEI:ヘ ラ鳴 き

外面 :明褐色 (7 5YRV6)

内面 :にぶい黄栓色 (10YRη3)

やや宿    1～ 2alnlの 石英 ,

長石.角門石を多ξ:に 含む
角囚石刑1粒を含む素地粘

上を採用
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3 Jホ生Ji/1塩 (53)
外�i lヘ ラ時 き

1勺 hiヤ ラヽど下さ
外

内
灰r色
〃(白 色

2 5YVl)

2 5YV2)
やや川1    1-5mmの 4「 文 ,

1モ 石,雲 けを多■に含む

4 弥」i■ 器と (46)
明

デ

不

ナ

両

面

外

内

外

内
灰F色
灰白色

25Y92)
25Y812)

やや密    1～ 2削1の石うと,
長イiを 多量に含む

段 +掩精沈線

5 休生上器光 (76)
面

両

外

内
ナデ

ナデ

而

耐

外

内

にぶい II栓 色 (loYR93)
ll〕t褐色 (10YR6お )

やや川1    1～ 3mmの イf英 ,

長石を含む
削出突 fJ+飽柿沈l lt

6 弥生上器発 220 (129)
面

面

外

内
ナデ

ナデ

外

内
明褐色 (76YRM)
にぶい黄性色 (10YR7β )

やや竹    1-3硼 1の石英 ,

長石, lCu閃石を多丘に含む
角閃石細粒を多く含む紫
地‖irを採用

7 」ホ生土器益 60 (64)
デ

デ

ナ

ナ

画

面

外

内
色

色

椅

灰

淡

褐

外

内
(5YRV3)
(10YR4/1)

やや竹    1-3mmの 石英 ,

長石を多呈に含む
発用益

8 サホJi土器十歳 (71)
面

面

外

内
ナデ

ナテ

而

而

外

内
淡赤椅色 (2 5YRち 4)

灰白色 (10YRVl)
やや第    1～ 3mmの 石央,

長石を多量に含む

9 協,4ヒ土器と (27)
一ア
デ

ナ

ナ

面

而

外

内
面

面

外

内
褐灰色 (5YR1/1)
灰イB色 (5YR,2)

やや密    1～ 3mmの イイ英,
長石を多量に含む

10 林上上器√
画

面

外

内

ヘラlFき

ナデ
外面 :にぶい赤橙色 (10YR94)
内而i:にぶい /11N橙 色 (loYR614)

やや密    1ヽ 3mmの 石英 ,
長4fを 多 iiに 含む

11 旅生上器市
面

面

外

内

ヘラ)を き
ナデ

面

面

舛

内
淡赤橙色 (2 5YRη 4)

赤灰色 (2 5YRVl)

やや密    1～ 3,mの 石英 ,

長石を多是に含む

12 林生土器発
外面 :ハ ケ

内面 :ナ デ

′卜面 I)天 とI色 (10YR91)
lNl■i:灰 白色 (10YR841)

やや行    1～ 3mmの イi英 ,

長石を多呈に含む

13 林生土齢発 (61)
商

面

外

内
ナデ
ナデ

′l�F:舅賞褐色 (10YR,6)
勺面 :灰 白色 (25Y8/1)

やや審     1ヽ 3ぃmの 石英 ,
長石を多子に含む

第40図  SD― A2-18出 土遺物

第43図  SK― A2-03出 土遺物

第45図  SK― A2-05出 土遺物

器ft
符

耐

日

化
唯
鰤
絲
鰤

形態 手法の特徴 色 al 備老

1 弥生土朴発 (23)
而

面

外

内
ナ デ 面

面

外

内
橙色 (7 5YR76)

にぶい栓色 (7 5YR94)

やや密    1～ 2mmの I―I英 ,

長石.チ ヤー トを含む

2 弥
`L上
器壺 (30)

面

面

外

内
ナデ

ナデ

′卜拍F:にぶい柿色 (5YR,4)
勺 lti:に ぶい椅色 (5YR74)

やや密    1～ 2omの 石英 ,

k石 ,チ ャー トを含む

器種
径

ｍ，

日

くｃ
離
ぐｃｍ，
柿
くｃｍ，

形態 手法のlJ徴 色 n 胎 土 lI考

1 ザな生Ji器 :こ (127)
耐

面

ヘラ磨き
ヘラ麻き

一ｍ
面

外

内
浅黄橙色 (75YRV4
浅貨橙色 (7 5YR8お

密    1-2出 Jの 石英,長 石
チヤー トを含む

2 ザな生土器と (47)
クト群百:ヘ ラ磨き

内面F:ヘ ラ感き '1面
:,支黄1,色 (7 5YR8お

勺面 :浅黄 1を色 (7 5YR8/3

やや密     1ヽ 3mmの 41共 ,

It石 ,チ ヤー トを含む

3 弥■上器光 (32)
卜面 : ナデ

ナデ一Ш

外商 :i圭黄橙色 (10YRV3)

llkl而 :イ党貨椅色 (10YR8 3)

密    1ヽ 2 1nlの 石央,長石
チャートを含む

4 弥生止器亮
面

而

ナデ

ナデ
外rt i褐 灰色

内hi:lLD灰 色

10YR,
10YR,

やや密    1ヽ 3嗣mの 石英 ,

長石,チ ヤー トを含む

5 弥■上器ヽ (21)
而
〓
田

外

内
ナデ

ナデ
外 lu:褐 灰色
内 L「 i ll」 灰色

10YR4/〕

10YR4/]

やや竹    1～ 3mmの 石文 ,

長石,チ ヤー トを含む
小▲」
『

器範
経

ｍヴ
離
てｅｎ，

一凸

ｎ，

器

くｃ‐
形態 手法の ll徴 色 ll 胎 土 研,考

1 弥生上器発 (116,
外 i「 :ナ デ

内面 :ナ デ
タト面 :橙色 (2 5YR7お )
内而 :i克 」t橙色 (10YR8B)

やや密    1ヽ 3mmの 石英,

長石,チ ヤー トを多く含む
段発

2 弥生 に器発 222 (171)
外面 :ナ デ

内 hl:ナ デ
外面 :淡赤栓色 (2 5YR7/4)
内 lH:淡 赤橙色 (2 5YR‐ 4)

やや41    1～ 3mmの 石文 ,

長石,チ ヤー トを多く含も
允IF沈線 +狛 管ケJメ i殺

3 弥生 i器斐
画

面

本

勺
ナデ

ナデ

クト商 :灰 白色 (10YR8/1)

内面 :灰白色 (loYR8/1)

やや密     1～ 3maの 石英 ,

長石,チ ヤー トを多 く含む

4 〕な生土器発 156 (78)
外 m~:ナ デ
内面 :ナ デ

外 lm:椅 色 (2 5YR76)
内面 :i寛 黄 4金色 (10YR8お )

やや密    1～ 3mぃ の石共 ,

長石を多く含む

5 な生土器鉢 (65)
夕1面 :ヘ ラ磨 き

内面i:ナデ
外面 :淡黄色

内面 :灰白色

5Yb/3)

5Y82)
ややILN    lヽ 2mmの 石共 ,

長石,チ ヤー トを多く含む

6 ム生!ti/i ll (75)
クト
「
i:´＼ラ

'蓉

き

内而 |ハ ケ+ナ デ
外面

内 IH

色

色

灰

賛

大

淡
2 5YR5rl)

2 5YR873)
称    1～ 2mmの 石英,長 石
チャー トを多 く含む

7 妹生上祭鉢
外而 :ナ デ

内 Fもi:ナ デ
外 i∬ :灰 白色

内rl:灰 白色
25Y82)
2 5YS穆 )

やや密    1ヽ 3mmの 石英
,

長石,チ ヤー トを多く含む

8 な生上器鉢 (117)
タト面 !ナ デ

内商 :I「xナデ+ナデ
外面 :褐灰色 (10YR4/1)
内面 :i費黄精色 (10YR8 3)

猪    1-3mmの 石英,長石
チャー トを多く含む

9 旅■土器五 74 外面 :ナ デ

内面 :ナ デ
外面 :灰 白色

内面 :灰 白色

Ｖ

Ｖ

やや l■     1～ 31nlの 石英 ,

氏石,チ ャー トを多 く含む

拗ヽ生土器奄
外FII:4xナ デ

内面 :ナ デ
タト商 :灰 白色

内V∬ :灰 白色

10YRVl
10YRVl

やや管    1ヽ 3tlalの 石英 ,

長イf,チ ャー トを多 く含む

11 称生土器と (62)
外商 :llxナ デ +ナデ
内面 i llkナ デ +ナデ

外ril:灰 白色

内面 :灰 白色

Ｖ

絣

やや密    1ヽ 31nの ■,央
,

受石,チ ヤー トを多く含む

称生上器壺
外芭i:ハ ケ十ナデ
内面 :ハ ケ+ナ デ

外 hi:灰 白色
内面 :灰 白色

Ｖ

ｙ

やや密    1ヽ 31nの 石英 ,
長石,チ ヤー トを多く含も

称生土器0 (31)
外面 :ナ デ

内面 :ナデ
外面 :灰 白色

内行 :灰 白色

Ｖ

彫

やや密    1～ 3mmの 石た,
長石,チ ヤー トを多く含む

称生上器「こ 74 (112)
タト而 !ヘ ラ聴 き

内面 :ナデ
外而 :灰亡I色

勺lH:灰白色

Ｖ

舒

密
　
，

や

石

や

援
1-3naの イi文 ,

チャー トを多く含む

拘、生土器斐
タト而 |ナデ

内 r「 :ナデ

而

面

外

内
灰白色

灰白色

Ｖ

Ｖ

やや密    1～ 3mmの 石英 ,

k石 ,チ ヤートを多く含む

称生土器発 (51)
外面 :板ナデ

内面 :ナデ
外 I~:灰白色
付止i:1天 ヨ色

やや密    1～ 3mmの 石英 ,

長イT,チ ャー トを多く含む
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第48図  SK― A2-08出 土遺物

器極
径

ｎｌ，

日

くｃ

径

ｍ，

底

くｃ

前

ｃｍ，
形態 手法の特徴 色訓 胎 J llf考

1 弥J=L器発 (40)
外面 :ナ デ

内面 :ナ デ

外面 :橙色 (2 5YR,6)

内市 :灰 白色 (5YRyl)

やや密    1～ 3岬1の石英 ,

とこ石,チ ヤートを含む

第49図  SP― A2-07出土遺物

器種
径

ｍ，

日

てｃ

径

ｍ，

底

ｔｃ
納
鰤

形態 手法の4寺徴 色調 胎土 柿考

1 称生土器五
テ

デ

ナ

ナ

面

面

外

内

面

蘭

外

内

にぶい橙色 (7 5YR64)

にぶい褐色 (75YRV4)
やや密    1-2m耐 の石英 ,

長有,チ ヤー トを含む
有政五

2 拘,生土器無顕荒
一呵
面

外

内

ヘラ磨き

ナデ

色

色

掲

灰

黒

褐

一回
オ山

外

内
(10YR3/1)

(10YRα l)

やや
‐
F‐     1～ 2mlの 石英 ,

長イf,チ ャー トを含む
有段無叛 :千租穴

3 弥
FL■
器壺 (27)

而

イ

Щ

外

内
ナデ

ナデ

一阿

一則

外

内

にぶい性色 (7 5YR,4)

,隻 rl椅色 (10YR8お )

やや密    1～ 2mmの 石英 ,

長石,チ A― 卜を含む

弥4L上 器0 (31)
面

面

外

十六‐

ナデ

ナデ

面

�

外

内

にぶい橙色 (75R7れ ,

褐灰色 (10YR4/1)

やや密    1～ 2mmの 石 )と ,

艮石,チ ヤー トを含む

第50図 A2区 出土遣物

器極
日径

(cm)
暉
くｃｍ，
絲
鰤

形態 手法の特徴 色調 胎土 備考

1 弥生上器こ (101)
外面 :ナ デ

内面 :ナ デ

外面 1灰 白色 (7 5YR92)

内面 :灰 白色 (10YR8/1)

やや II1    1～ 411nの石英 ,
長石,チ ヤー トを含む

有F比れ

2 弥生 i器発 (22)
一ｌｕＩ
面

外

内
ナデ

ナデ

画

面

外

内
灰白色

灰白色

10YRVl)
10YR7/1)

密    1-2削 れの石英 ,長 石
チャー トを含む

3 沐生上器鉢 70 (33)
デ

デ

ナ

ナ

面

面

外

内
外面 :灰 白色

内面 :灰 白色

10YRVl)
25Y8/1)

ややl1    1ヽ 2剛 の石英 ,
長石,チ ヤー トを含む

ミニチュア rt品

林生上器■ (20)
�

面

外

内

ナ デ 商

而

外

内
灰白色

灰白色

10YRV2)
25Y8′ 1)

やや刑1    1～ 2田mの 石英 ,
長な チャー トを含む

ホ生上器主
画

面

外

内
ナデ

ナデ
外面 :'天 白色

内面 :灰 白色

10YR8/1)

10YRη l)

やや密    1～ 2Ⅲmの 石英 ,

長石,チ ヤー トを含む

6 弥生上Fi責 (73)
面

面

外

内

ヘラ麻き

ナデ

画

面

外

内

にぶい女橙色 (10YR72)
掲灰色 (10YR6/1)

やや密     1ヽ 5mmの 石 jJt,

長石,チ ヤー トを含む
肖1出突帯 +箆拙沈線

7 弥4L上 器布 (21)
デ

明

ナ

不

面

面

外

内
外而 :灰 白色 (10YR8/2)

内正i:灰 白色 (2 5YVl)

やや密     1～ 2mmの 石うこ,
k石  チヤー トを含む

弥1に li器こ (59)
一ア
デ

ナ

ナ

画

面
外 l~:灰 Iヨ 色

内�「:灰 白色

25YVl)
10YR8,1)

やや密    1～ 3111の 石英 ,

長石,チ ヤー トを含む

9 弥」i上器範
デ

デ

ナ

ナ

画

面

外

内
外商 :灰 十ヨ色 (2 5YV2)

内融i:灰 |ヨ 色 (10YR92)
やや術    1ヽ 31nの 石英 ,
艮石,チ ヤー トを含む

10 Jホ■上器拠 1)
外面 :ナ デ

内面 :ナ デ

外 hi:に ぶい咎色 (7 5YR6 1)
内「R:俺 色 (7 5YR6r。 )

やや竹    1～ 3mmの 石英 ,

長石 チヤー トを含む

第54図 Al区 水田土壊化層直上部出土遺物

器極
径

耐

日

に 購てｃｍぅ
綿
てｃｍ，

形態 手法の特徴 色詞H 雁,L 捕考

1 須志器平瓶日縁部 78 (45)
一耐
而

外

内
回転ナデ

ロ:ほナデ

画

面

外

内
灰白色 (N7)
灰白色 (N7/)

やや緒    llnl以 下の石英,
民■iを 含む

2 須恵器14(「 1縁甜
`

(37)
外 LH:回 転ナデ

内面 :□ 1にサ デ

一ｌｕｌ
面

外

内
灰色 (Nrar)

灰色 (N6/)
密

3 須恵器郭日縁部 94 (26)

外面 :回 転ナデ

内面 :dilrナ デ

日縁部 :重ね tLき 痕

面

面

外

内
灰白色

灰白色

７

７
循

独忠器不
「
1縁部 (17)

外面 :「 転ナデ

に縁都 :立ね焼 き痕

一画
面

外

山
灰亡1色 (N~/)

灰白色 (Nη
竹

5
須恵器ナィ(日縁部 (高

味か )
(37)
タト面 id転ナデ
内而 :Jほナデ

クト砥i:青灰色 (5BVl)
内面 :青灰色 (5B6/1)

密

6 須忠器郭底部 (12)
クト面 :褐灰色 (10YR5/1)

内面 :赤灰色 (2 5YR5/1)
常

7 須恵器14N底 部 (15)
外面 :回 1呟ナデ

内而 :ナ デ

両

面

外

内

にぶい黄橙色 (10YR72)
にぶい丈性色 (10YRη3)

lmmtt Tの 石英 長イ〒を含む

8 須恵器郭底部 (19)
タト面 :ナ デ

内lI:ナ デ
外hi:灰色 (N6♪
内面 1灰 白色 (N7)

脩

9 須〕よ器イ
「
縁部 (20)

而

面

外

内
ほナデ
[Iilrナ デ

面

而

外

内
灰白色 (N7)
レ(|ヨ 色 (N2)

術

須 ,ょ Pfナ1(日 縁部
一１ｌＨ
而

外

内
に1転 ナデ

LI転ナデ

面

面

外

内

にぶいコ:11色 (10YR673)
にぶいfrt憶色 (10YR6/3)

常

須恵器舅くに1縁部 151 (32)
面

市

外

内
同ほナデ

L転 ナデ
外面 :灰色 (N6/)

内 lL・ :灰 白色 (N7/)
密

須恵器辱 IJ縁部 (42)
外面 :日 ほナデ

内商 :十」l‐ナデ

面

両

外

内
古灰色 (10BCVl)
青灰色 (Ю BC5/1)

循

13 上鰤資 i器 l lNナミ郡 114 (17)

外IF:ナ デ
勺m~:ナ デ
底都 :ヘ ラ切り→ナデ

面

面

外

内
灰白色

灰白色

７

″
やや
‐
lZ

14 須〕よ器l iNllk都 (16) 外面 :ヘ ラ財リ ナデ
外

内

〃(白色 (N8r)

灰白色 (NV)
密

15 オt忠 1/1tt rt部 84 (19)
′卜面 :ナデ

ム面 :け「tの為調幣イく明

画

面

外

内
淡1'色 (5YRy3)
淡責色 (2 5YV3)

3mm以 下の石英 長石を含む

16 須憩器 llN議 ツマ ミ¶ (21)
外而 :Fはナデ
内ln iナ デ

面

面

灰白色 (5Y71
灰ド1色 (5Y7/1

ややll    l山 ‖以 下のイT英 ,

長4fを 含む

17 須忠器幣 (14)
外面 :Jほナデ
内ri:ナ デ

タトi面 :古ナ天色 (5B6/1

内面 :青灰色 (5B6/1

やや】生1    lmm以 卜の石英 ,
長石を含む

18 須志器券 (1 1)
外正i:[」 怯ナデ

内ri!F‖なナデ
外 i「 :灰 白色 (Nη )

内「∬ :灰色 (N6/)
瞥
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19 須恵rT蕎 150 (27)
外面 :阿転ナデ、

「
十転ヘラケ

ズリ 内面 :回 転ナデ
外面 :灰色 (NO)

1有 雨i:灰 色 (NO)
やや密

須忠器蓋 (155)
外商 :」ほナデ

内面 :回転ナデ '卜

而 :灰色 (10Y6/1)

勺面 :灰 白色 (10Y‐ rl)
やや密

21 土llT器のJ4Nか Ⅲl
外面 :摩波の為訓坐不り]

内 l「 :板ナデ

底部 :接合皮

外面 :浅大色 (25Y73)
内面 :にぶい黄柿色 (10YR94)

1剛以 ドの■i英 、長石を含む

黒色上器椀底部 (155)
画

面

外

内
ナデ
ヘラ磨き

外面 :灰 白色 (25Y7/1)

内面 :黒色 (25Y2/1)
やや密

土師器羽釜EI縁部 (53)
外面 :ナ デ,ハ ケ
内而 :ナ デ

クト置ili支 黄色 (2 5Yη 3)

内面 :にぶい女橙色 (10YRα4)
lmm以 Fの石英 長石を含む

Jを師器疑日縁部 350 外面 :ナ デ,ハ ケ
内面 :ナ デ,ハ ケ

外止i:にぶい貰栓色 (loYR72)
内 ll:に ぶい黄1金色 (10YR7お )

lmm以 下の石英 ,長石を含む

上師器斐日縁部 (17)
外面 :ナ デ

内両 :ナ デ ハケ
面

面

外

内

にぶい黄橙色 (10YRη3)

灰白色 (10YR,1)
lmm以 下の石英 長石を含む

土 H市器発日縁部 276 (23)
外両 :ナ デ

内面 :ナ デ ハケ
而

面

外

内

にパい黄袴色 (10YRη3)

にぶい栓色 (7 5YR6μ )
lmm以 下の石英 ,長石を含む

し削
'器
塾日縁部

外而 :ナデ

内而 :日縁 Ft部 ハケ
外面 :浅貨色 (25Y73)
内 fl iに ぶい怜色 (7 5YR6μ )

2mm以 ドの石英 、lt石 を含む

土師器発日繰部 (19)

外面 :輩 Fkの為調幣不明
IA面 :|ヨ稼端刊

`ハ

ケ,指頭
圧痕

一Ｗ
而

外

内
明責褐色 (10YR6お )
明黄 t「J色 (10YR6お )

3mm以下の石英 長石を含む

土師器斐日縁剤
`

(48)
而

而

外

内

IF減の為訓整不明

摩波の為調整不明

外IH:に ぶい焚1,色 (10YR~3)
内面 :にぶい丈精色 (10YRη3)

3酬Ⅲ以下の石英 ,長石,角 閃石を

含む

上師器斐日縁都 (27)
外面 :ナ デ

内面 :ナ デ,ハ ケ
外面 :にぶい☆橙色 (10YR‐/4)

内lrl:浅 黄色 (25YR74)
lllnl以 下の石英 長石を含も

土白F器発日縁部
外面 :ナ デ

内面 :ナデ
外面 :に がい黄椅色 (10YR7/4)

内面 :明 IB色 (10YR6お )
5mm以 下の石英 ,長石を含む

上師質土FTh口縁部 (41)
面

面

外

内
ナデ

ナデ

面

而

外

内

にぶい橙色 (2 5YR6rl)

にぶい丈惟色 (10YR94)
以 ドの石英 、長石を含む

上師器発日縁部 280 (37)
外商 :ナ デ

内面 :ナ デ,ハ ケ
画

面

外

内
にぶい黄笹色 (10YR98)
にぶい橙色 (7 6YRη 4)

2mm以 下の石英 長石を含む

須恵器五日縁部 300 (13)
タト面 :回転ナデ

内面 1日 ltナデ
外面 :灰 向色 (5Y71)
内rll:灰 白色 (5Y7′ 1)

やや密

35 移動式七日縁部 (49)
商

面

外

内

ヨヨナデ,タ テハケ
ヨコハケ

面

面

外

内

にぶい貨犠色

にぶい黄栓色

10YR″ 3)

10YR″ 3)
lmm以 下の石英 ,長石を含む

第56図 A4区 土壌化層出土遺物

第58図  SD― Al-04検出時出土遺物

器lf
行

田，

日

くｃ

径

ｎ，

底

くｃ
絲
くｅｎ‐，

形態 手法の特徴 色調 胎土 何i考

ユ 須恵器不日縁部 134
外面 :に liナ デ

内面 :回転ナデ,火伴痕
7卜正i:灰色 (N4/)
AⅢF:灰色 (Nη

密

2 須|よ器郭底部 79
外面 :ナデ

内両 :ナデ,火袢項
面

面

灰白色 (Nη )

灰色 (Nの
lmm以下の石英,長石を含も

3 須恵器杯底部
外面 1回転ナデ

内面 :ほ 1転 ナデ

外lDl:青灰色 (5891)
内D~:青 灰色 (5PBVl)

脩

4 須志器皿かJI(の底剖
外面 i alほ ヘラ切り, 一剖
自然釉 内両 :F]単 iナデ

クト面 :灰 ¬色 (Np
内面 :灰 白色 (N7′ )

やや密

器極
径

ｍ，

日

ｔｃ
離
てｃｍ，
柿
鰤

形態 手法の特徴 色調 備考

1 !R色 上器 17L底耐
`

外面 :摩成の為ィ〕打整不明

内面 :嘩減の為

'∬

整不明

外面 :灰 白色 (10YR92)
内lrl:オ リーブ黒色 (5Y3/1)

やや密

第61図  SD― A2-01出 土遺物

器種
径

耐

日

化 醗
てｃｍ，
絲
てｃｍヴ

形態 手法の特徴 色調 ‖台■ 備考

1 上師質土器 mと
タトlai:同 ほナデ

内面 i回転ナデ
タトiれ F:イ樹ワく色 (10YR5/い

内而 !褐灰色 (10YR5/1)
tnal以 ドの石英,長石を含む

2 須恵器イ(日縁部 134 (19)
外面 :ナ デ

内面 :ナ デ
外面 :灰 白色 (5Y‐/1)

内にi:灰色 (5Yα l)
密

3 土術F質上器イ底都 (09,
外w~:灰 古色 (25Y8/1)
内面 :灰 白色 (2 5YS/1)

lmm以下の石英,長石 ,Fll閃 石を
含む

4 1獅器啄底言Ь 70 (12)
デ

デ

ナ

ナ

画

面

外

内

面

面

にぶい橙色 (7 5YR″ 4)

にぶい十今色 (7 5YR8μ )
1硼1以下の石英,長 石を含む

5 須恵器椀ビI縁部
外 面 摩減の為嗣 1古不明

摩減の為調整不明内 面

タト面 :″ (白色 (5Y8/1)

内i■ :灰 白色 (5Y91)
密

6 土 t市質 ittllNH縁 郡
外面 :ナ デ

内両 :ナデ,lTxナ デ
外面 :に ぶい1登色 (7 5YR,3)

|l lH:灰 白色 (10YR82)
lmm以 ドの石英 ,長石を含む 坪 ll

7 土師器イfI縁都 (20)
一四
面

外

内
ナデ

ナデ

商

面

外

内
i支黄橙色 (7 5YR871)

にバい費桁色 (7 5YR~/7)
lmm以 下の石英 長石を含む

上師質土器jlN底 部 75 (21)
外 Fr:ナ デ  内hi:ナ デ
底刊
`ibは
ヘラ切り後ナデ

面

而

外

内
灰白色 (10YRV2)
(こぶい情色 (75YR‐ l)

ユmm以 下の石英 ,k石 を含む

9 ti師 質上器イ底部 (23)
面

面

IHほナデ

巨1転 ナデ

面

面

外

内
にぶい1む色 (5YR7れ )

灰 与色 (10YR82)
以下の石英 ,長石を含む

10
上ll質 土器〕i寺詭 1同 llk

部
(140)

に1憶ナデ

「 1:ヒナデ
外面 :橙色 (5YRη8)

内【i:性色 (2 5YR,0
3m以 下の石丈 長

「

を含む

11 上師質 に器足釜脚訂!
外 hi:に ほナデ

内 TH:「 ll‐ナデ
外面 :栓色 (75R∽ ) 3mm以 ドのイf英 長石を含む

12 上師 jR!li器 lll 258 (42)
外而 :『 1転 ナデ

内Hi:」 1■ナデ

′卜而FIヽ ,色 (7 5YR6お )

勺面 :」1椅色 (7 5YR7お )

3mm以 下の石災 ,長石,角 問石を

含む

13 Ji師質 li器 鍋日縁部 (18)
外而 :ナ デ

内 i∬ :ナ デ

′卜面ili支貰怜色 (7 5YRV3)

勺ll i椅色 (7 5YR96)
2111以 ドのな「共 ,1こ イTを 含む 世切F
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14 L徹,!i十 淋 ll (126) 外Fi:ヘ ラ L/Jり ,ナ テ
外而 :に ぶい性色 (5YR93)
内蔵i:灰褐色 (75YR,2)

瓶 i以下の石英 長 4「を含む

15 上師質上器鍋に縁都
外面 :ナ デ

内面 :Fi波の /・J調整 4｀明

面

面

外

内
tDJ灰色 (10VR5/1)
にぶい黄椅色 (10YR6β )

lmm以 下の石英,長 石を含む

16 JilW ll土器釧 343 (72)
外面 1回 転ナデ

内而 :ナ デ

外面 :にぶい惟色 (7 5YRη 4)

内lll:に ぶい椅色 (5YR6μ )
lmm以 ドの石英,長石を含む

第63図  SD― A2-04出土遺物

第65図  SD― A2-02出土遺物

器極
径

ω

日

くｃ
離
くｃｍ，
絲
鰤

形態 手法の特徴 色訓 ,市考

1 上椰質土器イロ縁部 120 (19)
面

面

外

内
昨減の狗調整不明

い波の為調整不明

外面 :性色 (75YR,6)
内面 :i支 黄構色 (10YR騨 1)

lmatt Fの 石史,長石を含む

2 上曲「質土器lT
外面 :ナ デ

内HH:ナ デ

両

面

外

内
赤橙色 (10R6お )

i支黄笹色 (10YR8 1)
2 5mⅢ以下の石英 ,It石 を含む

3 瓦質土器捏 rFt 276 (52)
外面 :ナ デ,接 合痕
内面 :ナ デ

商

面

外

内
L4灰色 (N87)

陪灰色 (N8♪
0 5mm以 下の砂粒

瓦質上辮発底部 (70)
外 El iタ タキ,ヘ ラケスリ
内面 :指頭庄痕

留

α

色

色

灰

灰

面

面

外

内
やや密

器 lI
径

ｎ
口

に

径

ｍ，

底

に
絲
くｃｍ，

,レ態 手法の特徴 色訓 】台土 4怖考

1 須忠器 11くか恙
画

面

外

内
回転ナデ

回ilrナ デ

外面 :灰色 (N,)
内 百 :灰色 (NV)

宙

2 白l・ /枕
「
1縁部 (22)

断面 :灰 白色 (5YVl)

釉 :灰 白色 (5Y~/_2)
密

第67図  SD― A2-03出土遺物

淋種
径

耐

日

くＣ
離
くｃｍぅ
絲
ｍ

形態 手法の特徴 色rR 胎上 備考

1 上1師質Ji器 イ 74 36
′卜面 :同転ヘラ切り→ナデ

ム面 :回 ‖転ナデ
外商 :浅黄1全色

内Tl:浅☆栓色
7 5YR814)

7 5YR8お )

やや密

2 にh,質上器杯底都 75
外面 1接合皮

内� :摩減の為調整不 llJl
外面 :浅黄橙色

内面 :浅黄橙色

7 5YR873)

7 5YR8/1)
lmm以下の石え,長石を含む

第69図  SD― A2-05出土遺物

器極
径

市

日

化 離でｃｍ，
絲
イｃｍ，

形態 手法の4守徴 色 ll 胎土 備考

1 Ll ll質 上器
j/1(は
部 770 (11)

外而 :ナ デ

内両 :広部の内部に指頭庄戻

面

面

外

内
浅交栓色 (7 5YR96)

i支黄袴色 (7 5YR82)
常

2 it市 質上器 J4Ntt Hll
デ

テ

ナ

ナ

画

面

外

内
ホ面i:にが

｀
い黄栓色 (10YR,2)

A面 :灰 白色 (10γR8/2)
lmm以 下の I」l閃石を含む

3 ■1隠椀底部 48 (27)

外面 :摩減のん調整不明 ,

接合皮

内面 :∫

`減

の為Jl坐不明

外¬F:にぶい貰栓色 (10YRη 2)

内「II:に ぶい黄オζ色 (10YR72)
Iw‖以下の石英,長布を含む

第71図  SD― A2-16出土遺物

淋 Tl
径

ｎｌ，

日

イｃ

径

耐

底

化
絲
鰤

形態 手法の特徴 色 」l 】十,■ 備考

] 土師質上器辱日縁部 119
デ

デ

ナ

ナ

一Ⅲ
面

外

内
外面 1浅黄橙色 (7 5YR8β )

内面 :i莞コI椅色 (7 5YR8P4)
緒

2 土師質上器17(日 縁部 (22)
デ

デ

ナ

ナ

面

面

外而 :浅員橙色 (10YR8お )

内面 !灰 白色 (10YR82)
lnm以下の石英 長 I―lを 含む

3 黒色上器椀 lAI部 61
外 m~:ナ デ  内 llli:聴 激
の為訂‖整不明,按 合痕

タト面 :に ぶい貰1金色 (10YR‐ 2)

内而 :に ぶい貰椅色 (10YR7Z)
lmm以下の石英,長 石を含む

第72図 A2区 ピツト群等出土遺物

器frI
径

ｍ，

日

くｃ
鮒
鰤
柿
くｃｍ，

形態 手法の特徴 色調 胎 上 怖考

1 上側
'質

上器 ll 12
而

面

外

内
ナデ

ナデ
外面 :灰白色 (10YR82)
内商 :灰 白色 (10YR82)

lmm以 下の石英,長 石を合む

2 J:師 質土器
j4 外面 :[lrナ デ

内雨 :同 恢ナデ

ホ巨 :灰 白色

勺商 :灰 白色
Ｖ
Ｖ

やや循

3 須恵器不底都 (14)
面

両

外

内

ナ デ 色

色

黄

白

灰

灰

中団
言――――

外

内
(2 5Yη2)

(25Y7/1)
やや密

I隣 ,質 JittllN底 部 (13)
面

面

外

内
回転ヘラ切り

摩武の角調整不明

外 i籠 :)天 白色 (7 5YR82)

内面 li麦コイ性色 (7 5YR84)
密

5 fi師 質上器枕底都
外面 :ナ デ

内百「:ナ デ 底都 :抜合狼
外 nl

内面

比ど
'こ

橙色 (10YR,3)
莞女橙色 (10YR8お )

3al以 下の石英,長石,Il閃 石を

含む

6 七師質土器鍋日縁都 (19)
外面 :ナ デ,指弧FT痕 ,ハ ケ

内 i苛 :ナ デ, ヨコハケ

面

面

外

内
にぶい褐色 (7 5YRV4)

橙色 (75YR90
21 ol以 下の石英,長石を含む

7 Lll l器莞日縁
~ll

(33)
頸部夕師
「
:ナ デ,ハ ケ

H縁端部 :ナ デ,ハ ケ
面

面

外

内
明赤掲色 (5YR3r2)

赤褐色 (5YR4お )

2側 1以 下の石英 、長石,角円石を

含む

8 束藩系須恵器の埋鉢 (56)

外 0:ヨ コナデ,指頭TL痕
lrk合痕

内hi:ヨ コナデ,lkナ デ

外面 :灰 白色 (Nη )

内面 :灰 白色 (25Yη l)
)51n以下の砂 liを 含む

9 L血 ,質 t器釧日縁帝【 外 hi:ハ ケ,lL頭 圧 li
外両 :怜色 (5YR6お )

内面 :り 1赤褐色 (5YRV6)
3ml以 ドの石英 .長石を含む

第73図  SD― A3-01出土遺物

器 T爺
径

耐

径

‐ｎ，

底

に
絣
鰤

形態 手法の特徴 色調 】台:L lm考

1 ■h,質上器皿 75
外

内

〕す減のん調整不「Jl
■成の為訓堆/1N明

外面 :に ぶい橙色 (7 5YR~T4)

内hi:に ぶい14色 (75YR″4)
lmm以 下の石英 長イ「を含む
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2 litti器うと日縁部
デ

デ

ナ

ナ

外

内

ハケ

ハケ 接合|て
タト瞼i:に ぶい黄椅色 (10YR,3)
内正i:に ぶい貰椅色 (10YR,3)

lmm以 ドのff英 ,長石を含む

3 管】大J寸上 108
面

両

外

内
唯減のん調整不明

'T波
のん調

“

不明

外市「:淡赤構色 (2 5YR7β )
内nf:淡 赤桂色 (25YR~/3)

3側‖以 ドのイ「英,長 石を含む

第74図  SD― A3-02出土遺物

器極
径

市
日

に 酷ｔｃｍ，
絲
鰤

形態 手法の特徴 色制 ‖i考

1 ±lT/r杯 底都
'卜

はi:口 ほナデ ,日 ほヘラ切

)一ナデ 内面 :ほ十転ナデ
而

画

外

内
栓色 (2 5YR6/8)
けJ赤灰色 (2 5YR″ 1)

lmm以 下の石英,長 石,角 対イイを

含む

第75図  SD― A3-03出 土遺物

器Tl
径

ｎ

日

に 酷ぐｃｎ‐，
絲
くｃｎ，，

形態 手1去の4寺徴 色 Il ‖i,上 備考

1 土師器発口縁剖∫ (31)
外而 :ナデ,ハ ケ
内面 :ナ デ,ハ ケ

′卜面 :橙色 (5YR6rlD)
A面 :にぶい袴色 (5YR″4)

,酬以下の石英,I_石 を含む

2 J:'市 i/犯 日縁帝h (21)
タト桁 :IFltkの 為調整不明

内両 :け lVkの為訓坐不明

十ＩＨｌ

一側

外

内
にぶい女性色 (10R6/3)

黒褐色 (10YR32)
】m耐以 Fの イ「英,氏石を含む

3 に師?i上器鍋 (27)
面

ｈｉ

外

内
貯減の為調と不明

唯減の/4洲整不明

色

色

任

栓

而

面

外

内
(5YR96)
(7 5YR96)

2mm以 下の石,こ ,長 石を含む

4 一坐 54
而

而

外

内
唯減のん ll坐 不明
ナデ

外lu:に ぶい黄橙色 (10YR″3)
内融i:にぶい黄椅色 (10YR6お )

lmm以 下の石英,長石を合も

第77図  SD― A3-04出土遺物

朴Il
符

ｉｎ，

日

に

径

耐

底

ぐｃ

器
‐‐
輸

形態 手法の4+徴 色嗣 ‖台!i 怖考

ユ 土 l ll質 上器耳(llk部 (135)
外而 :撃減の為訓娑不|)↓

内鷲i:「|ほ ナデ
外面 :灰白色 (25Y7/)
内 lll:灰 rH色 (2 5YS/)

やや行

2 上師質 L器鍋日縁都 (145,
クト面:F波の為 I11“不明
内面:け ,tの /j」 洲堆不明

外π耳:に ぶい椅色 (5YR94)
内hi:に ぶい脩色 (5YR伊4)

2酬i以 卜の石英,長石を含む

第80図 Al～ 3区遺構面精査中出土遺物
/Srll

径

市 齢
くｃｎ‐，
絣
衝

形態 手法の特徴 色十〕耐 胎 L 需i考

1 |:hF質 上 /.Ⅲ 14
外面 :肛十ほナデ,に十‖よヘラ
tllり    内血「:FI転ナデ

外而 1浅 Jこ椅色 (10YR8/3)

内ill i浅貰1,色 (7 5YR8/3)
1山‖以下の石央,長 7「を含む

2 i‖市PI町く,ミ吉格 (165)
耐

面

外

内
ナデ,煤化
ナデ

タトni:イ支丈ti色 (10YR8β ,

内面 :|,]赤褐色 (10YR7お )

1 5mm以 ドのイfi英 ,長 イ「,角閃石
を含む

3 封∬市朴ナィく,ミ‖

`

(26)
クト面 :阿 ほナデ,Fは ヘラ
切り  内hi:に ほナデ

外hi:橙 也 (5YR‐ r。 )
内■i:に ぶい栓色 (5YR,6)

lmm以 ドの石英,長ィfを 含む

4 littjttjIN底 ¶
`

(21)
外

内
い波のん不りJ
Πほナデ

外hi:校 色 (2 5YR6お )
内 lli:栓 色 (2 5YR,8)

】山J以 ドの石英,I_石 を含む

5 管状Ji釘 外面 :ナ デ 外面 :に ぶい貰裕色 (10YR94) lrll以 卜のイf文 ,長 イfを 含む

6 単色!L器椀底都 (14)
タト面i:ナデ
内i ll:ヘ ラ房き

外血
「
:に ぶい女椅色 (10YR73)

内耐 :早色 (10YRl″ 1)
術    石央,長 イiを 含む 底都外 li tttt刻 (ヘ ラ記

号?)

第81図  SD― A5-01出土遺物

器種
径

↓ 購
くｃｍ，

一品
い

粋

くｃ‐
形態 手法のll徴 色制 何i考

1 上側
'質

土Fr小冊I 75 56 09
クトれi:堆減のん洞整不明
内面 :'T減の/3訓 輩不り〕

面

�

外

内
灰Iζ色 (10YR82)
灰ドI色 (10YR82)

管

2 土和,ItJi驀ナィ( 225
ク師 |:LIIIナ デ,「 ]転ヘラ

功り   内面 :FI怯ナデ
外■i:浅貰椅色 (7 5YR8 4)

内Wi:浅 黄忙色 (7YR8J3)
2 5mm以 下の石)t,民 石を含む

3 上 1市質上 FllfN 26
外面 :ナ デ

内面 :ナ デ

外面 :i費丈 1ヽ色 (75YR8/tD)

内 i面 :浅 Ji性 色 (10YR873)
llal以 下のイf火 ,Iミ石を含む

Jtmi質 上器14ミ 27
外■F:同 はナデ

内 面:日 1呟ナデ
タト面 1灰白色 (10YR8/1)

内 lll:灰 白色 (10YR8/1)
やや密

5 1を 師質■器ナ不 116
外而 :,」ほナデ

内面 :に十‖オナデ

タトF■ :灰亡I色 (25YVl)
内面 :りて白色 (25Y勘勿

茄m以下の石災.長 石を含む

6 Jit市 質土器llN氏部 72 (16)
外面 :ナ デ,回 はヘラ切り
内 1登 |:ナ デ

′卜面 :灰 白色 (10YRVl)
勺面 :灰 L色 (10YRS/1)

〕mm以 卜の石うこ,長 石を含む

7 上師質上器イ広部 76 (14)
デ

デ

ナ

ナ

面

面

外

内

′卜成i:灰白色 (10YRVl)
有i打 :灰白色 (10YR8/1)

lmm以 ドの石英 長4iを 含む

8 須忠器市底訂, (45)
タトiiF:ナ デ

内而 tナ デ

而

雨

外

内
灰白色 (N7)
灰白色 (N6/)

やや湘

9 上 1市質土器発 207 (57)
外江F:ナ デ,指ユt五L皮
内而 !llkナ デ ハケ 核今痕

外面 :明褐灰色 (75YR″2)
十
jNl而
:に ぶい椅色 (7 5YR94)

4酬 1以 卜の石英 It石 ,Irl閃 石を

含む

土衛F質 上器サ■釜ロキ共

部
(45)
外面i:ヨ コナデ,指 Wri圧狼
内�i:ヨ コナデ,接 合痕

外Iti:に ぶい恰色 (10YR7β )

内面 :に ぶい栓色 (75YR7お )

ln ll以 ドの石うこ、長石を含む 外面煤化

土山,=〔上器足釜日縁

郡
272 (57)

タトlH:ナ デ,指Щ圧痕,似
合痕

内面 :ナ デ,ハ ケ,1芸合オモ

タトlul:にぶいメ:椅色 (10YR7β )
内�i:橙色 (7 5YR6お )

[皿 1以 下の石英 長石を含む 外�i煤化

12 上前
'質

上器足釜 lll都 外山
「
:‖旨ナデ , 外面 :灰 受llJ色 (10YR52) l l1 1以 卜の石文 ,長石を含む

Ji術 ,?i上 器足命 ll町 クトni:指ナテ 外而 :に ぶい貰精色 (10YR,3) 2mm以 ¬くの石英 長イfを 含む

14 Ll市 γ〔土朴足釜脚剤 外而 :指ナデ 外πi:灰褐色 (7 5YR42) 2mm以 ドの石英 長イ「を含む

15 「i洵,Pit器足令 Il刊 外五十:ナ デ,指」〔「[皮 外 F「 :に ぷ
・ ヤヽ女橙色 (10YR‐73) 2mm以 下の石ウと,k石 を合む

16 他 焼■ (98)
外 V耳 :ナデ,1旨 Jill痕 ,タタキ

内�F:ナデ タタキ 外面 !灰色 (NV) やや密
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第84図 A5区 遺構面上部堆積層出土遺物
/ilT

径

ｎｌ，

日

化
酷
鰤
柿
鰤

形態 手法の特徴 色調 ||十 1!: ‖,考

〕
ilttPi上 器足金日縁

部
(34)

デ

デ

ナ

ナ

画

面

外

内

獅

面

外

内
灰褐色 (5YR4尼 )

にぶいJ(4金色 (10YR6/3)
h‖1以 ドの石英 長石を含む

第88図  SK― Bl-05出 土遺物

器種
径

耐

日

くｃ
購
くｃｍ，
絲
くｃｍ，

形態 手法の特徴 色 ll 胎 七 備考

弥上土器尭
デ

デ

ナ

ナ

而

面

外

内
クトF所 :)天 白色 (10YR″ 1)

llNl面 |,天 亡1色 (10YR8,)
やや常     l～ 2mmの 石英
民石,チ ヤー トを含む

半伐竹告紋

第96図  SK― Bl-07出 土遺物

第124図  Bl区 包含層出土遺物

器種
径

耐

日

に
齢
鰤
絲
ぐｃｍ

形態 手法の特 lJK 色司1 ‖台■ 何i考

1 弥生上器ユ: 150 (28)
”側
而

外

内
ナデ
ナデ

一剛
�

外

内
浅貨橙色 (10YRV3)
■椅色 (10YR816)

やや粗     1～ 3酬1の石英
長石,チ ヤートを多く含む

lll穴

2 弥生土器屯 162 (40)
外面 :ヘ ラ磨 き

内而 :ヘ ラ座 き '卜

面 :浅貨椅色 (10YRV4)

有両 :明黄掲色 (10YR76)
やや符     1～ 2mmの 石英 ,

長石,チ ヤー トを多く含む

3 祢r,上 器発 200 (72)
外�F:ナデ

内而 :ナデ
外面 :|'J黄褐色

内 llH:り]黄褐色

10YR6お )
10YR夕 6)

やや密    1ヽ 2mmの 石英 ,

長石 チヤー トを多く含む

旅生 七器五 (67)
外

内
lFxナデ+ナテ
ナデ

一Ш

〓山

外

内
浅士Iと色 (75YRV3)
灰白色 (7 5YR8′ 1)

竹    1～ 3側1の石英,長石
チャー トを多く含む

5 拘ヽ生上器鉢 420 (44)
クトlh:ナ デ
内iFH:ナ デ

�

両

外

内
浅貨怜色 (10YR8 4)

灰〔1色  (10YR8/1)

やや竹    ユ～3mmの 石英 ,

長石,チ ヤー トを多く含む

第108図  SKl― B5-20出 土遺物

器純
径

ｍ，
購
鰤

吊

ｃｍ，
形態 手法の1守徴 色調 ,�考

± 1市器発日縁部 (28)
而

面

外

内
ナデ
IF波の為訓雛不明

外面 :明 赤掲色 (5YRV6)

内面 :i党丈It色 (10YRS13)
l lnl以 下の石英 ,長 石を含む

2 Jホ」i上器発底部 (46)
�

面

外

内
利削との /1調 整不明

刑耐:の為耐整不明

両

面

外

内
明赤褐色 (2 5YRV6)
にバい女T2J色 (10YR5μ )

2mm以下のイf英 ,に石 rl閃石を含

も

第112図  SD― Bl-05出 土遺物

器種
径

ｍ，

日

てｃ
酢
鰤
絲
輪

形態 手法の1キ徴 色訓 研t考

1 れて¬Ⅲ附瑞碗底都 64 (16)

外πi:ナデ  内hi:ナ デ
兄 ,△みll線 による allt2粂 ,

ハ リ文え

断ni:灰 白色 (10YR7/1)
釉 :緑釉

街

2 L曲 F器イ(ll.都 (21)
夕朽師 :IⅢ波の /・JI祠整不明

内hi:け 減の為 J耐 イ猪くり1
外面 !崎色 (2 5YR″ 6)

内ni:4,色 (2 5YRi16)
lmm以 ドの石英,長 石を含む

第117図  SD― Bl-11出 土遺物

器種
径

ｍ，

日

ｔｃ

径

‐１，

底

に
絣
ぐｃｎ‐，

形態 手法の特徴 色 ll 備考

1 須恵器lTNH縁部 (15)
外�千:flは ナデ

内ねfiF転ナデ
タト面 :灰白色 (75V71)
内面 :灰 ¬色 (NV)

rZ

2 itttPili器 )イコミ部 76
クト商 :ナ デ

内面 :ナ デ

面

面

外

山
明褐灰色 (75YR″ 2)
ljlllJ色 (7 5YR5κ )

05硼‖以 ドの石災,長 石を含む

3 押∴色 L淋椀底刊
`

内外にi:晴波の /j」 調粋不明
内 IT:接合痕

面

面

外

内
にぶいに色 (7 5YR7/4)

里色 (25Y″ /1)
1‖m以 下の石英 長石を含む

imittl t底 ‖
`

73 (10) 外ri:回 憶ヘラ LIJり
面

前

外

内
性色 (2 5YR,8)

i党丈精色 (10YR,3)
0 5mm以 下の石災,長十fを 含む

土印FttJ4N日縁都 (145) 内敵i:ナ デ
面

面

外

内
怜色 (5YR,8)
灰亡色 (10YR92)

lmm以 下のイ1英 ,長石を含む

6 ■IVttII(底 部 (11)
而

面

ナデ

ナデ

面

面

外

内

にぶい怖色 (10YR,3)
にがい i_・ 色 (7 5YRV4)

密

7 ± 1市器j4N底 3` (07)
外正i:ナデ

内IF iナ デ

タト而 :灰 白色 (10YRV2)

llNltti 1 1を 色 (7 5YR7お )

密

8 Lmi質上器界広都 61
外商 :ナ デ

内 T耳 :ナデ
外面 :に がい黄1とi色 (10YR″4)

内Fn tに ぶい赤栓色 (5YR5μ )

lmm以 ドの石共 ,長 石を含む

9 Ji衛ぱt Lttj4(底 刊
`

(10)
而

面

外

内
す減の/nJ調率不り]

貯波の為 rl坐不明

外 lli l'天 声I色 (10YRV2)
内面 :黒色 (10YR2/1)

lm出以 下の石英,長石,雲 母を含
む

器 fl
径

耐

日

くｃ

径

ｍ，

底

に
縞
耐

形態 手法の特徴 色 ll

'「

考

! 古磁碗日縁部 (30)
外 lli tり 1オ リーブ灰色 (5CY71)
断 lli:灰 白色 (N7/)

篭

2 須忠器ナ不+1ホ水部 (285)
面

面

外

内
」転ナデ

l ll!ほナデ

而

面

外

内
灰色 (Nα )

灰¬色 (Nη )
やや密

3 「THIttrl ⅢとllR都
断

'f:り

1樹灰色 (75YR72)
TI:灰 白色 (2 5Yη l)

葎

4 L師質 li器椀底¬
`

72 (22)
デ

デ

ナ

ナ

面

而

外

内 1チ合痕

而

而

外

内
灰白色 (10YR92)
i支貰笹色 (7 5YR8P4)

3側n以 下のFf英 ,長 石を含む

■mf賃上器枕底都 (21) 内Il:1妄 合 ,そ
画

面

外

内
にぶい黄色 (25Y,4)
にぶいJⅢ権色 (10YR94)

lmm以 下の石史,長 石を含む

6 1を冊
'T〔

L器 1尤 llk剖
`

(12)
外

内

灰白色 (25Y71)
灰白色 (25Y,1)

3m以 下のイ千英 長石を念む

付】大に飾 外而 :ナ デ ′卜而 :灰 ltJ色 (7 5YR,り lmm以 ドの石災を少量含む
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8 上 1市器光 (85)
外 F∬ :ナ デ,ハ ケ
内市F:ハケーナデ

�

而

にぶいJt椅色 (10YRη3)

にぶい貰俺色 (10YR73)
)5血 i以下の石英,長 石を含む

9 針1,見  洪武 iむ宇 1互イモ23
三さ

29g

第125図  B2区 ピット出土遺物

第128図  SK― B2-02出土遺物

第138図  SK― B2-13出土遺物

器イt
径

耐

日

に 聴くｃｎ‐，
騎
耐

形態 手法の1キ徴 色 」l 胎土 ‖,考

1 上師掃羽傘日縁部 (62)
外面 :指 II l圧 痕 ,ハ ケ
内面 :ナ デ

外面 :明褐灰色 (75YR脅 2)

内面 :にぶい惜色 (7 5YR7/4)
lmm以 下の石英,長石を含む

器和
径

耐 陥
くｃｎ‐，
納
ぐｃｍ，

形態 手法の特徴 色刊∬ 】台士 術考

土師器lTN日縁部 112 (15)
デ

デ

ナ

ナ

両

面
外面 :橙色 (25YR‐ 8)

内面 :浅貰橙色 (7 5YR871)
やや術

2 上師器不日縁古ト
外商 :ナ デ

内面 :ナ デ
外面 :にぶい橙色 (75YR/4)
内面 :茂大笹色 (7 5YR8 3)

驚

3 土側
'器

llN日縁郡 (25)
外両 :ナ デ

内面 :ナデ,接 合痕
外而 :橙色 (5YRσ6)

内面 :にぶい |す色 (5YR7/―I)
lmぃ以下の石英 ,長石を含む

4 須恵器舅(日縁都 (145)
外巨i:灰 白色 (5Y8/1)
内面 :灰 白色 (5Y8/1)

Vj

5 土師器打fI縁都 (285)
面

面

外

内
ナデ

ナデ

面

間

外

内
灰白色 (7 5YRV2)
1支黄憶色 (7 5YR811)

やや密

6 上 1市器ナ1(底 I・ 78 (18)
蘭

繭

外

内
ナデ

ナデ

而

面

外

内
性色 (7 5YR6お )

橙色 (7 5YR6/6)
やや猪

7 L師器郭底剤
`

72 (13) 外面 :ナデ
外師 :橙色 (5YR帥 5)

内面 :灰 白色 (7 5YRV2)
―F

8 土師質上器J4N底 部 (15,
外面 :に ぶい橙色 (5YRη4)
内商 :に ぶい柿色 (5YR″4)

lmm以 下の石英,長 石を含も

9 土

“

F質土器イ(底部 (18)
面

而

外

内
同ほナデ

「J転ナデ

面

繭

外

内
灰白色 (10YR8 2)

浅黄橙色 (7 5YR8/3)
)5酬n以 ドの石英,長石を含む

Jil市 器発日縁都 (45)
クト面 :ナデ

内面 :ナデ.ハ ケ
面

面

外

内
灰褐色 (7 5YR52)
灰掲也 (7 5YRor2)

lmm以 ドのそi英 長石を含む

11 土師器発日縁部 (95)

クトLi:ナ デ,指頭
「
Lオこ,タ

テハケ 内面 :ナ デ,指頭
日と痕 ヨヨハケ 接合痕

面

面
明掲灰色 (75YR,2)
にぶい精色 (75YR7お )

やや街

角閲石を少景含む

器種
径

ｍ，

日

ぐｃ
唯
ｍ
絲
イｃｍ，

形態 手法の4手徴 色調 備考

1 ■衛,器
jI(日
縁 ll (34)

外面 :摩滅の/1洲惟不り],
ナデ 内面 |ナ デ

外面 :灰 白色 (10YR82)
内「百 1に ぶい橙色 (7 5YR7た )

な

2 と印

'器

14N底 部 (15)
外面 !ナ デ

,

ヘラ切り

面

面

外

内
にぶい橙色 (7 5YR7/4)

,天 白色 (10YR9り
希

第143図 B3区 褐灰色砂質シルト層出土遺物
器種

径

ｎ，

日

ぐｃ

径

耐

底

ぐｃ
絲
くｃｍＪ

形態  手法の4寺徴 色嗣 lm考

1 須恵器 IIミロ縁訂
`

外Li:回 ほナデ

内面 1回転ナデ

一Ｗ
面

外

内
妖白色

灰白色

η

η
密

2 須恵器不ll~部 (12)
外面 :灰 白色 (5Y7/1)

内面 !灰 白色 (5Y7/1)
密

3 上m'器 lfN底部 72 (155'
面

面

外

内
精色 (7 5YR6rO)

にぶい大精色 (10YR74)
1 5all以 下の石英,長 石を含む

上tv質 Jitt」 lN底都 (1 動

面

引

面

外

黒

内

眸激の為I服と不明 ,

チデ

クト面 :灰 白色 (25Y8/1)
内而 :灰白色 (2 5Yyl)

2mm以 下の石英,長 石を含む

5 須恵器乳日縁部 212 (44)
而

商

外

内
回!ヒナデ
に1:l・ ナデ

面

而

灰白色

灰「R色

Ｖ

η
ややオit

第147図  SB― B5-01出土遺物

器TrJ ｒ
耐

径

ｍぅ

底

てｃ
絲
師

,形態 手法の特徴 色訂‖ ‖台上 ‖,渚

1 巣色土器椀日縁部 (30)
面

面

外

内
ナデ
ヘラ嘴き

色

色

竹

里
い

面

面

外

内
(5YRη8)

(75Y21)
lmm以 ドの石英 ,長 石を含む

2 ■ll質上 Fi rJ l日 縁部
外面 :ナ テ

内面 |ナ デ

外hF:灰 iB」色
面 :灰大掲色

7 5YR62)

10YR62)
15m以 下の石ri,長 石,角 F/R石
を含む

3 に,lj賃土器阻底部 (13)
タト面 :に はナデ,回転ヘラ
切り  内lu:巨 I怯 ナデ

外 llH:ⅢI掲色

内而 :里褐色

10YR3/1)

10YR3/1)
lmm以 下の石英,k石 を含む

4 上師./.llk底訂
`

110
而

而

外

内
ナデ

ナデ
外百i:に ぶい橙色 (5YRη3)
内面 :灰 白色 (10YR82)

宿

5 土衝V=i上器川〕
‐
l 外而 :ナ デ,指狽圧痕 外而 :灰コセ色 (25Y″ 2) lmm以下の石うこ,長 石を含む

6 移動式往焚き日都
外lll:ナ デ,1妾 合痕

内蔵i:ナ デ
外面 :i支 黄1,色 (75Y瑚 3)
内而 :椅色 (2 5YR6お )

2ml以 下の石英.長布を含も 焚きLl― 煤イ寸若

第149図  SB一 B5-02出土遺物

器れ,
径

ｎ
日
やＣ
鮪
鰤

高

↓

器

てｃ‐
形態 手法の特徴 色訓 サIFi ti 備考

1 ■lV質 |:器 J・ fN 144 外 ri:回 転ナデ

内而 iF「l転 ナデ
外両 :灰 白色 (10YRyl)
1句
「れi:ナ天ヒ色 (10YR8/1)

2 ml以 卜のイ「文,長イf,lfl閃 イ「を
含む

-284-



第151図  SR― B-01出 土遺物

器TT
符

耐

日

くｃ
購
くｃｎ‐，
柿
くｃｍ，

形態 手法の特徴 色司H lrl:Ji 怖考

黒色上器椀底部 1 (12)
クトIs iナ デ

内F何 :ヘ ラ勝き

外面 :褐灰色 (10YR6rl)

内而 :褐灰色 (10YRVl)

llln以 下の石え,長石,角 問石を

含む

2 土 l端尭日縁部 318 (52)
外面 :ナ デ ,J旨頭

'王

痕 ,ハ ケ

内面 :ナ デ ハケ
外面 :にぶい笹色 (7 5YR‐ 73)

内面 :にぶい黄橙色 (10YR,3)
lm以 下の石英,長 石,角 問石を
含む

第155図  SD― B5-04出 土遺物

器種
径

ｎ

日

に 離くｃｍ，
絲
鰤

,レ態 手法の特徴 色調 ‖,考

1 Ji師 質上器冊l日 縁郁 (12)
外 lH:回 転ナデ

内面 :同怯ナデ

クト面 :灰 自色 (10YR8/2)

内両 :灰 向色 (10YRV2)
31nltt Fの 石英,長 石を含む

2 工師質土器イロ縁部 127
本ア
デ

ナ

ナ

面

面

外

内

クト面 :浅 11橙色 (75YRV3)
内面 :灰 白色 (7 6YR8/1)

lmm以 下の石英 長石を含む

3 須恵器椀llk部 (12) 外面 1回転ナデ
面

面

外

内
灰白色 (N8/)

,天白色 (Ny)
密

4 須恵器枕吹部 (14)
外面 :灰色 (7 5YID l)

内直i:'天 色 (75Y6/1)
やや川|

5 L師質上器llN日縁都 (26)
外面 :ナ デ

内面 :ナデ

′卜面 :浅丸橙色 (7 5YR8 4)

勺面 :i党 黄橙色 (7 5YR8′ 3)
密

6 上師F!【土器イ[」秩部 126
外 R~:ナ デ

内面 :ナデ

面

面

外

内
灰」色

灰白色

10YR8/1)

10YR82)
lmm以 下の石英,長 石を含む

7 土側j質上器不日縁

“

(29)
デ

デ

ナ

ナ

画

面

外

内

夕1両

内面

色

色

白

白

灰

灰

10YRV2)
ア5YR872)

〕mm以 下の石英,長 石を含む

8 ■ 1市質 i器杯 151
外面 :回転ナデ

内 mi:ナ デ

而

早

凹

外

内
i莞黄橙色 (7 5YR8r4)

灰白色 (10YRV2)

4mm以 下の石英,2硼‖以¬ヽの長石

雲母を含む

9 上師質上器ネ

タト面 :回ほナデ,団嗽ヘラ
切り→1灰ナデ

内而 :]転ナデ

タト積i:灰 白色 (7 5YR8/2)
内而 :粒色 (7 5YRη 6)

3則n以 ドの石英,長石を含む

10 押単色 卜器椀 138 (57)
外hi:ナ デ

内面 :ナ デ,ヘ ラ勝き
面

面

外

内 '天

白色 (N87)

暗灰色 (N3♪
r

底部―高台貼付 llに ヘラ

によるキズ痕

11 往焚きH部
デ

デ

ナ

ナ

十四
面

外

内

クト磁F:IS色 (2 5YR6/6)
内面「:橙色 (2 5YR6お )

2mm以 ドの石英を含む

12 と師質平瓦
長

‐９
幅142 厚さ27

山面 :紀叩き痕

WI面 :布 日痕

外面 :明 褐灰色 (75YRη 2)

内而 :明協灰色 (7 5YRη2)
!mm以下の石光,長石を少とと含む

第166図  SD― B5-15出 土遺物
径

耐

日

ぐＣ

径

け

底

に
絲
ｍ

形態 手法の特徴 色訂‖ 胎土 引i考

1 土廊,∵〔土器llN
タト面 :[転ナデ, 』‖ムヘラ
t/Jり →ナデ

内蘭i:J偕サ デ

而

面

外

内
灰白色 (10YR92)
灰賞褐色 (10YRV2)

2nnl以 下のイ「英 ,長石,角 円石を

含む

2 [師質 上器 ll(
外 ll i回 転ナデ,に1怯ヘラ
tJ」 り

内面 :同 H呟ナデ

外 rII I灰 自色 (10YRV2)
内面 :灰 白色 (10YRV2)

lmm以 下の石英,It石 を含む

3 黒色上器 F/L底部 156
外面 :ナデ,底部に接合反
内而 :ナ デ ヘラ磨き

色

色

白

灰

灰

暗

而

面

外

内
(10YR8/1)

(N3/)
名

4 黒色 ■器椀底部 (20)
外面 :ナデ 内面 |ヘラ熔き
riR面 :ヘ ラ嘴き

而

而

外

内
灰白色 (10YR,2)
黒色 (10YR241)

密 ミ而一翌Juあ り

第168図  SD― B5-16出 土遺物

器極
径

ｍ，

日

くｃ
購
ぐｃｎ‐Ｊ

舗

ｃｍ，
形態 手法のキ子ljx 色 冊 ‖;考

1 上側i質土器 J IN日 縁 lT (16)
外面 :ナデ

内而 :ナ デ

面

面

外

内
栓色 (5YR‐ rO)

橙色 (5YR,6)

Inal以 下の石英,長 石,芸 けを含

む

第172図  B5区 南半鋤溝群出土遺物

器 fT
日径

(enl,

径

ｍ，

底

くｃ
絲
鰤

形態 手法のイヤ徴 色昴1 備老

1 瓦器 17L底 部 (08)
色

色

灰

灰

画

面

外

内
(5Y4/1)

(5Y4/1)
驚

2 須忠器ナィ(底部 (20)
外而 :阿 lIナ デ

内面 :」転ナデ
外而 :灰 白色 (2 5Yη l)

内面 :灰 白色 (N‐ /)
密

3 白磁碗底都 (22) 内 F「 :蛇の日釉ハキ
断 ll i灰白色 (75Y8/1)

平山:灰 亡1色 (2 5CYS/1)
やや衛

第173図  SR一 B-02出土遺物

器/T
径

れ

日

でｃ

径

ｍ，

底

化 絲ぐｃｍ，
形態 手法の特徴 色訓 備考

1 弥生J:洛止日l」 部
面

而

外

内
摩波の為 Il整不り1

摩武の為洲Jと不明

外両 :明褐色 (75YR剛 3)
内面 :明褐色 (7 5YRV6)

Imm以 下の石災 長石を含む

2 サホ■■器光日縁部 (36)
外 Fほ :ナ デ,指弧

'■

摸

内hi:ナ デ,指】Jモ狼
外面 :灰女褐色 (10YRV2)
内而 :灰黄褐色 (10YR'2)

1出 n以 下の石英,長 石,角 円石を

含む

3 弥J=L器市日縁帝h (11)
外血i:〕F成の角訓整不り1,
ll線3粂

外,F:怜色 (7 5YR6/6)
内面 :椎色 (7 5YR,0

1山Ⅲ以刊`の長石,殉 因石を含む

4 独 :よ器 ll〔日縁刊
`

(22)
外面 :ナデ

内耐 :□ lIナ デ

而

商

外

内
灰色 (N6/)

灰白色 (N7)
密

5 須〕よ器llNH縁刊
`

(35)
外面 :]1項 ナデ

内 Π :FI怯 ナデ
I「 R:灰 白色 (N7)
対llI:灰 色 (Nα )

やや密

6 im'質 Ji朴イ(日秩都 (25)
外

内

LIはナデ
□ほナデ

外 ll:灰 白色 (10YR,2)
勺面 :灰 白色 (10YR8 2)

ll1 1以 卜の石史 長石を含む

-285-



7 須志器郭日縁都 (30)
外面 :回転ナデ

内面 :ナ デ
外rll:灰 白色 (N,)
内にi:灰 白色 (Nη

名

8 土師質土器杯
「
1縁部 (29)

外面 :ナ デ

内面 !ナ デ

面

而

外

内
灰白色 (10YR82)
浅 J〔性色 (10YRV4)

密

9 上師質上器 ml (12)
タトTl i回転ナデ,回転糸切り

内山i:阿 lrナデ
面

面

外

内
にぶい貰橙色 (10YR物9
にぶい橙色 (7 5YRη 3)

lmm以下の石英,長石を含む

10 殊生上器底部
外面 :摩減の為調整不明
内面 :唯減の為 Tl整不明

面

面

外

内
明掲色 (7 5YR5お )

iLJ色 (7 5YR4/4)
m‖以 Tの 石英.長石を含む

11 な生上器底部 (29)
クト面 :P・I減の為調整不明

内面 :指頭圧痕

面

面

外

内
明褐色 (75YR「Dr6)

明赤褐色 (5YR96)
以下の石英,長石を含む

12 ホ生七器底部 (19)
外面 :摩 lftの /1調 整不明
内hi:指 碩圧皮

面

面

外

内
赤揚色 (5YR578)

構色 (75YR00
lmm以 下の石英,2mm以下の長石
を含む

13 土師質土器辱底部 (16)
外而 :回転ナデ

内面 :眸波の為 Tl整不明

トコ :責橙色 (7 5YR7/8)
勺耐 !橙色 (7 5YR618)

〕‖m以 下の石英.長 石を含む

上師器打ヽ底部 (16) 外面 :回転ヘラ切 り→ナデ
′卜面 :にぶい橙色 (7 5YR6/4)
勺面 :にぶい栓色 (7 5YR7β )

lnm以 下の石英,長 石を含む

15 須恵器椀底都 (10)
′卜面 :灰 F3色 (5Yη l)

勺面 :灰 白色 (5Y91)
密

16 七師器不底部 (12)
面

而

外

内
ナデ

ナデ

7卜面 :赤掲色 (2 5YR7/6)
有面 :橙色 (2 5YRη6)

密

17 管】犬土錘 外面 :整減の為調整不明 外面 :i費 貰色 (25Y々 3) ri

棒】犬上蝕 外面 :摯減のん ll整不明 外面 :り ]黄掲色 (10YR6お )
4耐m以 下の石英,211n以 下の長石

角閃石を含む

19 弥生土器訴日縁部
外 rr i摩 減の為訓整不明

内面 :眸減の為訓整不明

クト商 :明赤掲色 (25YRV6)
内面 :明赤掲色 (5YR5浴 )

2側n以下の石英 長石を含む

吹生上器発日縁部 201
面

前

外

内
貯減の為 J4稚不明

指ナデ
外面 :橙色 (7 5YR6お )

内lu lに ぶい黄桁色 (10YR6/4)

とIn以下の石共,Ft石 ,角 月石を

含む

21 な生上器発日縁部

外面 :ナ デ ロ縁端部 :円
線2条 ,押 TI突′‖子文 内南 :
ナデ

外面 :橙色 (7 5YR6お )
内面 :橙色 (7 5YR6お )

2nlnl以 下の石英,長 石を含む

上師器羽釜日縁部 (35)
外雨 |ナ デ

内前 :ナ デ
外肘i:にぶい黄橙色 (10YR餅 4)
内面 :黒褐色 (10YR3犯 )

Ittn以 下の石史,長 石を含む

土師賓土器羽釜H縁
きL

外面 :ヨ コナデ

内面 :状 1曲との/J〕‖惟不明
外面 40色 (5YR‐rO) 1酬1以 下の石英,長石を含む

上師質土器羽釜日縁

部
(55)
外 rl:ナ デ,ハ ケ
内面 :ナ デ

外面 :にぶい橙色 (7 5YR,3)
内面 :にぶい黄橙色 (10YR‐ 3)

lrnl以 下の石英 ,長石を含む

土師質土器把手付針 240
外面 :ナ デ,タ テハケ
内lrl:ナ デ

色

色

廿
Ｆ
Ｆ
ｉ
駒

浅

灰

画

面

外

内
(2 5Yη3)

(10YR,2)
lmm以下の石英,長石を含む 接合戻

土師質土器幡鉢底剤 (37)
面

面

外

内
ナデ

ナデ
外面 :灰 白色 (2 5Yηl)

内面 :灰 向色 (25Y‐/1)
2側n以 Fの石英,長イfを 含む

第177図  SD― B3-04出土遺物

器種
径

ｎ，

口

ぐｃ

径

耐

底

でｃ
絲
イｃｍ

形態 手法の料徴 色訓 lJ考

1 橋 鉢 312 136 131 外面 :明赤 ItJ色 (2 5YR6お )

内 fI:明 赤褐色 (2 5YR93)
やや密

第184図  SK― B3-01出土遺物 ユ

器T屯
径

ｍｌ

日

てｃ
離
イｃｍ，
絲
鰤

形態 手法の4キ徴 色調 備考

1 土師質土器オヽ皿
デ

デ

ナ

ナ

両

面

面

而

外

内
にぶい橙色 (75YR,3)
にぶい性色 (7 5YR73)

拷

2 上師質上器小皿
7卜商 :ナ デ 底部 :糸 切 り
勺面 |ナ デ

外面 :灰丈色 (25Y7″ )
内面 :灰 白色 (25Y82)

行

3 土Pll質土器小皿 61 38 12
タト面 :ナ デ 底部 1糸切り
内面 :ナ デ

面

面

外

内
にぶい EL俺 色 (10YRη2)

にぶい貴橙色 (10YR7r2)
留

4 土師質 と器椀 74
面

而

ナデ

ナデ '卜

面 :灰自色 (25Y8/1)

勺面 :灰 白色 (25YVl)
やや粗    2mm以 下の石英 ,

It石 を含む

5 と師質上器小皿 42 外面 :ナ デ

内面 :ナデ
クトFII:浅 黄橙色 (10YR8/3)

内両 :i☆丈椅色 (10YRV3)
瞥 ]転糸切り

6 上師質土器小皿 34 10
クト耐 :ナ デ

内商 :ナデ
外面 :灰女色 (25Y~72)

内而 :灰 どヽ色 (25Y7/2)
竹

7 土師質土器j4N
クト而 !ナ デ 底訂

`:|]怯
ヘ

ラ切 り

内而 :ナ デ

外面 :灰 白色 (75Y92)
内面 :灰 白仕 (25Y92)

lmm以下の石英 ,長 石を含む

8 旬器盃 外而底部 :砂 目ftみ痕
釉 :灰 白色 (10Yvl)
lll面 :淡赤橙色 (2 5YR″ 4)

富

9 肥前系磁器碗 47 外
監f:圏線4条
内面 :F_線2粂

釉 :透明釉

断而i:灰 白色 (NV)
棋様 :呉須

密

10 肥前系磁器皿
rl:透 明釉
断面 :灰 白色 (N8か

模llt:呉須
侑

ll 陶器碗 63 外内面 :全体に賞入
釉 !明緑灰色 (75CY,1)
断帝i:にぶい赤褐色 (5YR,4)
棋様 :呉須

密

12 肥前系秘器碗 61
外 hi:|]報 高台2条  内商 :

圏徹底部 l条 ,日縁都2粂

Tl i長 石釉,石灰釉
断臣
「:灰 白色 (NV)
棋 l rt:呉 須

ll竹

13 肥前系能器碗

和t:透 り]釉
」「面 :灰「 I色 (NVl)

快様 :呉須

常
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14 】じ前系脱器碗 40
れh:透明釉
Uini:灰 白色 (NV)
|え llt i呉須

常

15 打L前系随Fi鉢 174 81 72
釉 :透明釉

Ll πi:灰 白色 (N8/)
模 l rt i呉 須

省

16 lL前系 //器 lyt 45 タト内面:困 lk5条
釉 :白 洸色

断耐i:灰 白色 (5Y7/1)
模Iti青

密

17 肥前系磁器碗 110

和 :透明釉

断面 :灰 白色 (NtR7)

使様 :呉須

常

18 肥前系骸器林

クト面 :中化文,表銘変形年
(18c後 ～率末)
内両 :1〔 文

釉 :透明釉

断面i!灰 白色 (NV)
模様 :呉須

密

転鉢
外 TR:ナ デ,ヘ ラケズリ
内面 :ナ デ す りH

而

山

外

内
個灰色 (7 5YR4ゼ )

灰貨 lJ」 色 (10YR42)
3anl以下の石英 ,長石を含む

鉄製 鎌

上側
'質

■器莞[縁音F (113)
面

面

外

内
ナデ
ナデ

タト面 :に ぶいF〔色 (25Y93)
内面 :に バい女色 (25Y6β )

2mm以 ドの石英 長石,雲 け,fll
閃石を含も

第185図  SK― B3-01出 土遺物 2

器fT
日径

(cln)
陥
くｃｎ‐，
納
くｅｎ‐，

形態 手法の4寺 TFk 色澗 ‖,考

瓦質上器は路 (32)

外hi!ナ デ,1帝■1圧痕,接
合痕

内πi:ナデ,ヘ ラ猪き ?

面

面

外

内
黒色 (Nl・D/)

褐灰色 (7 5YR4/1)

lmm以 下の右英 ,k石 ,角 閃イfを
含む

瓦質土器情烙

外面 :ナ デ,指頭圧戻,1妾
合戻

内面 :ナ デ

ホ面 1黒色 (10YR2/1)

勺面 :貰灰色 (25Y91)

1州 n以 下の石英 長石,角 閃4iを

含む

L師質土Pr焙賂
クト面 :ナ デ,I旨頭庄狼

内rl:ナ デ
外面 :黒色 (N2/)

内ig i褐 灰色 (10YR91)
lmmtt Fの 布英 ,長石を含む

瓦質■器賠路 (46)
外面 !指弧圧痕
内 i¶ :ナ デ 核合痕

外 mi:灰 色 (N4/)
代面 :灰色 (N4ハ

驚

■帥?i「 L器賠賂
面

面

外

内
指頭ナE皮
ヨコナデ

外面 :褐灰色 (7 5YR4/1)

内 rli:灰 白色 (10Y71)

ゃゃ竹    l �l以下の gi日 ,

を少hi含む '卜

Eli〕劣t化

瓦質■器焙賂 (31)
面

画

外

内
指顕「こ狼

ナデ

ヤＷ
而

外

内
黒色 (N〃 )

灰色 (N4/)
をmmtt Fの ま Flを 含む

克 !:IP.情 賂 (51)

外 hi iナ デ,指
jl‐

圧痕 ,接
合痕

内面 :ナ デ,ハ ケ

而
〓
側

外

内
単色 (5Yη l)

陪灰色 (N3/)
lmm以 下の石英 ,長石を含む

瓦質Ji器帖路 (51)

面

痕

面

外

合

内

ナデ,指 t li圧痕 ,板
ロイI端部 :円孔24凹

ナデ,接合痕

面

而

外

内
黒褐色 (10YR3/1)
にぶいJ!怖色 (10YRη 2)

lmm以 ドの石ウと、長石,角 閃石を

含む

弓JF i製 品
タト「
「
:ナ デ

内而 :ナ デ,ハ ケ
外 ll i灰白色 (25Y82)

賠賂鍋把手引
`

外西i:指ナデ,ハ ケ,ヘ ラ
ケズリ

内面 :板ナデ

而

而

外

内
灰貨褐色 (10YR,2)
にぶいJtiEJ色 (10YR身3)

宮

第186図  SK― B3-01出 土遺物 3

件穫
日径

(cm)

径

耐

底

くｃ
絲
鰤

形態 手法の特徴 色調 胎上 備考

商

３０

幅

７２

奥行き

402 内
VI:ハ ケ

外 Fi:に ぶい黄褐色 (10YR5/3)
内面 :に ぶい黄惟色 (10YR6/1)

2 wl以 ドのイf丈 長石を含む

第187図  SK― B3-01出 土遺物 4

器みL
H径
(cm)
鮒
ｔｃｍ，
絣
鰤

形態 手法の ll徴 色 F開 lm考

帽
:平
九

デ

デ

ナ

ナ

両

面

外

内

面

面

外

内
暗灰色 (N4/)

暗灰色 (N3/)

九IL
′卜7百 :/xl F‖

A而 :ゴザロ, コビキ狼

面

面

外

内

オリーフⅥヽ色 (10Y4/1)
オリーブ耳R色 (10Y4/1)

Ⅲ十九瓦
外面 :晴灰色 (N4/)

内而 :暗灰色 (N4/)
語 チイ(文 ,巴文

牛F丸瓦
外πi:灰白色 (Nη )
内ml:灰 亡色 (N7/)

宿 珠文 三巴文

37 F丸瓦
クト面 !暗青灰 (5B,1)
内臣iil占 青灰 (5B5,1)

密 昧文

‖iFttIL
タト面 :灰色 (N4/)

内面 :灰色 (N4/)
宙

九瓦 内而 !ゴザ H
外面 :暗灰色 (N3/)

内面 :暗灰色 (N〕 )

第193図  SK― B3-02出 土遺物

器純
径

耐 聴
くｃｎ‐，

締

ｃｍ
,レ態 手法の特徴 色訓 備考

1 I巴れt系陸稼洋染ll希 72 27
¬1:jι りJ琴山

断lm:'天 白色 (75YVl)
棋llk:呉 須

常

2 肥前系磁器身tイ寸碗 72 33
釉 :iとり]TH

四千面 :灰 に色 (N8♪

悦様 :呉分i

竹
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3 肥前系磁器柴 ll附 [ 130 (21)

釉 :透明釉

断l� :灰 |¬ 色 (5YVl)

快様 :呉須
密

BL前 系随器染付皿 91 54
釉 :透明釉
断 lal i灰 白色 (NV)
模 llt i呉須

密

第194図  SK― B3-10出 土遺物

器 ft
径

ｍ，

日

イｃ
酢
ｔｃｎ‐，
絲
鰤

形態 手法の特徴 色調 備考

1 冗賓培路 (33) ム面 :ナテ
面

而

外

内
it色 (NI V)

灰色 (75Y6/1)
lmm以 下のイイ英 ,金色雲母を含む 外面煤化

第195図  SK― B3-11出 土遺物

器種
径

耐

日

イｃ
嘩
ｔｃｎ‐，
綿
イｃｍ‐

形態 手法の特徴 色調 備考

1 肥前系磁器染付碗 104 55

外FF:体古卜 矧線2条 2ヶ 所 ,

商台―問li2条

内面 :日縁耐
`―

]線 1条 ,体
都 圏線 1条

TI:透 り]袖
Wi面 :灰 白色 (NV)
悦様 :呉須

密

2 肥前系磁器染イ可17L 61
釉 :透明和
四千11i:灰 有色 (N8♪

快様 :呉須

竹

3 肥前系磁器染付皿 3] 41
釉 :透明釉

断llu:灰 白色 (NV)
模様 :呉須

常

4 肥前系確器染付碗 19
釉 :透明釉

断Π
「:灰士色 (NV)

模ll:呉 須
常

5 上師質規炉 162
クト竹f:にぶい貰崎色 (10YR93)
内而 :灰黄褐色 (10YR62)

2mm以 下の石共,長 石を含む

6 瓦賢上 17r焙烙 430 (67)
外面 :黒色 (75Y野 1)

内商 :灰 向色 (25Y″ 1)
腎

角閃石,雲母を含む

第198図  SD― Cl-01出 土遺物

器極
E十径
(cn)
購
ｔｃｍ，

一局

↓

朴

くｃ‐
形態 手法の4子徴 色〕〕‖ 肝卜た 備考

1 土師器羽金日縁‖
`

270 (61)
一剛
面

外

内

ヨヨナデ,ハ ケ
ヨコナデ

外�i:灰〕【色 (25Y,2)
A面 :灰黄色 (2 5Yη 2)

lmm以 下の石英,長 ィイを含む

2 土師質上器皿 52
外II:日 ほナデ,にIほヘラ
切 り  内lD:回 はナデ

タトIIi:桂色 (5YR96)
内lll:栓 色 (2 5YR96)

1硼i以 下の石英,長 石を含む

3 須
'よ

器椀底都 54 (13)
外hl:回 転ナデ
内面 :板ナデ

外面 :灰 白色 (5Y,1)
内面 :灰 白色 (5Y″ D lm側以 ドの石英,長石を含む

第199図  SD― Cl-02～ 04出土遺物

器極
径

ｍ，
睡
鰤
絲
鰤

形態 手法の1+徴 色嗣 備考

1 土師質 に器皿
外lll i tRは ナデ

内面「:|」‖ほナデ
タト面 :淡 14色 (5YRY8 3)
内而 :淡性色 (5YR8 3)

lmm以 下の石英,長 石を含む

2 土fll質 土器舅(底 部 ″0 (11) 外 lI :ヘラ切 り
外而 :にぶい黄椅色 (10YR6μ )

内面 :にぶい褐色 (7 5YR54)
lmm以 下の石英,長 石を含む

3 土師質上器イ底部 (21)
面

面

外

内
に|ほナデ

仮ナデ

一四
面

外

内
浅女袴色 (10YR873)

灰白色 (10YR82)
lmm以 ドの石英,長石を含む

第204図  C3区 包含層出土遺物

器ft
径

耐

日

てｃ

径

ｍｌ

底

ぐｃ
絲
やｃｍ，

形態 手法の4寺徴 色調 椰,考

1 土師質上器杯口縁部 (24)
一Ⅲ
前

外

内
同ほナデ

Llほナデ

而

而

外

内
にぶい惟色 (7 5YRろ牲,

灰白色 (10YR8_9)
2mm以 下の石英,長石を含む

2 ■師箕土器イ
「
縁部 (21)

ｍ́

ヤШ

外

内
ナデ

ナデ

画

面

外

内
灰白色 (25Y92)
灰白色 (5Y8/1)

lmm以 ドの石英,長石を含む

3 黒色上器椀底部 (13) 内面 :ヘ ラ磨き
外両 :にぶい丈橙色 (10YR64)
内面 :責灰色 (25Y4/1)

lmm以 下の石英,長 石を含む

4 土師質土器椀底部 64 (14) 外面 :ナ デ
クト面 :灰 亡1色 (2 5CYVl)
内面 :,党 Iヽ色 (26Y8/3)

lmm以 下の石英,長そfを 含む

TRT4陶 器腕底部 70 (12)
面

面

外

内
施 T4

施釉

クトTH:オ リーブ責色 (75Yα 3)
内而 :オ リーブ女色 (76Y6お )

宿

6 須志器椀底部 (24)
クトmi:|]‖ぢナデ

内面 :縦、lv方向のヘラ廃き
外面 1灰色 (N餅 )
内商 :灰色 (N6ハ

留

7 上師器llN日縁部 173
面

而

ナデ

ナデ

�

面

外

内
i莞黄色 (2 5YV4)

貰色 (25Y876)
1硼以 ドの石英,長石を含む

8 il市器14N日 縁部 (37)
外面 :浅女竹色 (7 5YR8 3)

内 Fl iイ支責4そ色 (7 5YR8 3)
竹

9 土師質土器椀底部 54 (24) タト面:ヨ コナデ
色

色

■
十
日

浅

灰

面

面

外

内
(2 5Yη 4)

(2 5YS/_2)
仔

10 須志器イ底部 (19)
タト而:Fほナデ,ヘラ切り
大1釉f:ナデ

色

色

白

白

灰

灰

而

面

外

内
(5Y,1)

(5Y7/1)
密

11 須 )よ器 llミ底部 (15)
一山

り

外

切

「lほナデ,底帝[ヘ ラ
内Fi:回 :恒iナデ

一ｍ
画

外

内
灰庄I色

灰白色
イ

12 須忠器恙のツマ ミ
生llN径

23
外西
「:ナ デ

内 iほ :ナ デ

外

内
灰色 (N‐ /)

灰色 (N7♪
符

13 須恵器ヽ日縁郡
外面 :紫灰色 (5Pvl)

内面 :+灰色 (5PB5/1) で

-288-



14 Lmi質土器犯 156 (45)
外而i:昨波の為謝坐不明
内hi:ナ デ,ヘ ラケズリ

外両 1灰 女褐色 (10YR92)
1有 hi:掲 灰色 (7 5YRyl)

lmm以 下の石英,長石を含む

束藩系分f恵器‖鉢に

縁部

クト市i:ナ デ

内面 :ナ デ
外all:灰 白色 (N7♪

内面 :灰 卜1色 (N″ )
密

‖i側
'器

羽金日縁都 244 (47)
外面 :ナ デ,指頭肛痕 ,核
合反  内Hi:ナ デ

外

内
褐灰色 (10YR守 1)

灰ゴ:褐色 (10YR4/2)
〕mm以 ドの石英,長 石を含む

17 上獅質上器鍋 I縁 訂 462 (34)
一側
面

外

内

ナデ,指頭月:痕
昨減の為洲 1を不明

而

面

外

内
浅 fI構 色 (10YR8P4)

にがい掲色 (7 5YR5μ )

3m以 下の石英,長 イイ,Ill PNl石
を含む

第210図  SB― C4-03出 土遺物

器極
径

――，

日

ぐｃ

径

ｍ，

底

に

一渇

ｎ，

器

くｃ
形態 手法の4+徴 色訓 肝ェ

=
備考

土師質上器 11
外面 :ナ デ

内面 |チ デ

外 nf:灰 白色 (7 5YR8尼 〕
内面 :灰 白色 (75YRV2)

密

第212図  SB― C4-05出土遺物

洛Tl
径

耐

日

てｃ
唯
鰤
絲
くｃｎ‐，

形態 手法の特徴 色調 備考

移動式他日縁部 (l17)
クト百「:*Hヤ ハヽケ

内面 :ハ ケ
外両 :にぶい貰橙色 (10YR7/4)

内面 :妖黄掲色 (10YR92)
2anl以下の石英,長イf,角 円石を

含む

第214図  SD― C4-01出 土遺物

器種
径

ｍｌ

日

てｃ
鮪
そｃｍ，

縞

ｃｍ，
形態 手法の特徴 色調 胎上 備考

上師器llNEI縁 部 26
画

面

外

内
ナデ

ナデ

色

色

俺

性

十剛
面

外

内
(7 5YR96)
(7 5YR6お )

1出 m以 下の子イ英,長石を含む

2 J:肺器羽釜日縁都
デ

デ

ナ

ナ

而

面

外

内
タト面 :にぶい黄性色 (10YR7β )

内面 :にぶい士椅色 (10YR,3)
ややオに    3硼 1以下の石英,

長石を少量含む

第217図  SE― Cl-01出 土遺物

器TL
径

ｍｌ

日

に
離
鰤
絲
くｃｍ‐

形態 手法の特徴 色訂H 胎土 備考

瓦質片路
外千灯 :ナ デ

内而 :ナ デ

”側
面

外

内
黒色 (N2♪
‖士灰色 (N3/)

llul以 下の石英,長石角凶布を含

む

第221図  SD― D3-01出土遺物

粋lt
径

耐

日

くｃ

径

ｍ，

底

でｃ

一ｈ

出，

洛

ぐｃ
形態 手法の特徴 伍訓 打合+ 備考

1 須志 FII]ミ 夕樹∬ :底都ヘラケズリ
外∬:灰 白色 (N5/)

内直i:灰 Fl色 (N4ア )
啓

第223図  SD― Dl-03出土遺物

第225図  SD― Dl-02出土遺物

洛オ1
径

ｎｌ，

日

くｃ
購
鰤
符
くｃｍ

形態 手法の特徴 色調 ‖,考

1 上m'器ナィミ底‖
`

82 (23) 外面 :ナ デ
タト面 :灰白色 (NV)
内� :淡黄色 (2 5YV3)

lmm以 下の石英 長石をひむ

器 Ff
径

ｍ，
陥
くｃｍ，
絲
ぐｃｎ‐，

形態 手法の特徴 色調 胎上 lll考

■1市賓土辮lfN日稼部 (27)
外面

内 llll

デ

デ

ナ

ナ

面

面

外

内
■4全色 (10YR8お )

,士士俺色 (10YR844)
〕剛以 下の石英 長石を含む

2 ■ i市質土器杯日縁訂 116 (22)
外百i:昨炭の為 fl整不明
内面 il・

t激の /J●科]確不り]

外面 :浅黄橙色 (7 5YR873)

内商 :浅責栓色 (7 5YR8 3)
密

3 土ⅢF質上器郭底都 (23)
外面 :LIはナデ,回 ilrヘ ラ
切 り  内正i:LIほ ナデ

外面 :灰 白色 (25Y8/1)

内両 :浅コi脩色 (7 5YRV4)
lmm以 下の石英,長石を含む

第236図  SHP― El-213出土遺物

器fI
径

ｍ，

日

化

径

ｍ，

底

くｃ
絲
くｃｍ，

形態 手法の特徴 t_調 Л台土 柿考

1 Jホ州=L器五底部
唯耗 肝、■12-21こ 類似

共

志

にぶい丈11,色 (10YR6お )

遣元色
径1-2石 英 長石含

第239図  SD一 El-201等 出土遺物

器fT
径

ｍ，

日

ぐｃ

径

ｍ，

底

くｃ
絲
くｃｍ，

形ft 手法の4+徴 色調 十F岳考

I 上獅質発日縁部 260 (30)
外面 :ナ デ,ハ ケ
内面 :ナ デ ハケ 指工t圧痕

外面 :灰白色 (5Y7/1)

内i∬ :灰大色 (25Y7/2)
イモ1-2石 央 長石含

2 弥生Iイ:発 ,ミ部 (41) 唯耗 胎fi7-Hこ 頻似
而

面

外

内
赤色 (10YR「38)

lLJ灰 色 (75YR7/1)
径1-3石 英 長石 a

第245図  SD一 E2-201～ 209出土遺物

器ff
径

ｎ

日

に

径

ｍ，

底

イｃ
絲
師

形態 手法の4r徴 色 Fl ‖台「i 付i考

I i師 質上 ,こ先形 長径58 ・・j径42 ri厚36
長側辺 女れ押圧
浩外而ナデ

夕(帝i:灰 白色 (10YRS/2) やや竹

2 須忠器,償氏‖

`

底‖
`外

川に高台形成

外祗iナデ 山 市に1‖ぢナデ
タトlhl i t'天 色 (5PB6/1)

内耐i:古灰色 (5PB6/1)
密

3 卜冊,質ナィ(復 元完形 122
厚手 内外而ナデ
底部[1ほヘラ切り

外ifT:灰 白色 (5YRV2)
内而 :淡檸色 (5YR874)

2側‖以下の石英 長石含

1 lill i!:羽命卿部 口径31 (104) J旨ナデ 勺FるF:浅 J!:怜 色 (7 5YRy3) 2mm以 下の石夫 長石含
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束滞系 ?韓 i鉢底部 (23)
外hiナ デ

'■

春ヒ 条i性 4以 |

耐

而

灰色 (N6/)

灰貰色 (25Y62)

第246図  SE― E2-201出 土遺物

器 ll
徒

耐
陥
鰤
絲
鰤

形態 手法の特徴 色調 備考

l ‖平瓦瓦J4片
世J面布 日

山 ll恢 ナデ

席i行曽 Ⅲ文

[1面 :灰 丈褐色 (10YR6尼 )
よ hi:灰 貰褐色 (10YR6P)

以 ドイfウこ 長イi Ct日 :含 施文

形骨夕化

2 平VLA
世 4「石jと |

凸ihi縄 ¬

世hi:灰 1lξ褐色 (10YR62)
,h止i:灰黄lL」 色 (10YR02)

;n呻 以 ドff英 質石 ζ:母含

8 平寛片
,1「五i布日
PI面翠七日

色

色

掲

憫

貰

世

一人

一人

両

面
(10YR62)
(10YR6尼 )

6硼 1以 卜石央 k石  よ日:台

4 冗質先日献都 (74)
外術ナデ幣 r日 い‖き

内面嘴具丁〔/板ナデ
夕樹れ,:情 灰色
内而 |‖手灰色

Ｖ

９
1 5mm以 ドイ「央 長石含

5
上側i質 ■器II鉢川H
部

270 (55)
外正Fナデ,指頭圧痕
内而ナデ,条浩4単十立

色

色

ャ火

一火

画

面

外

内 1■ 5m以 ドti英 長石含

6
土mi質 土器ll ttH縁

部
(66)
外面ナデ,指】WE皮
内 lHナ デ 粂澁2以 Ii

色

色

灰

灰

外

内

，

α
4硼i以 卜石英 kF「 含 条滸4か ?

上 1市質 に朴 pl l傘 日縁

部
(41)
クト市ill tヽ ハケ

内而ナデ.鍔 kf少化
クト

“

F:灰 lLJ色 (75YR02)
内T「 :レ〔黄掲色 (10YR02)

1 2mm以 下石英 長石含

8
土mi質 上器羽金H椴
剤
`

(61)
外血Fヨ コナデ,711ド 部煤

内前ナデ,指」〔LiT〔
面

�

外

内

にぶい情色 (7 5YR7β )

にぶい黄僚色 (10YR″3)
lШl以 卜石)こ  提石含 鍔    21比 】叩li

9
in,=i土 Fr711tt Iネ 共
m`

(51)
外 llハ ケ,ナ デ,1旨頸圧痕
内而ナデ

クト「五flナ天ゴ:IB色 (10YR62)
内hi:灰 大個色 (10YR62)

l mi以 ド1「英 kイ i 角月イf含

にれ,質 [/.羽 金 引縁

刊
`

外hi指頸肛痕 ,坊 t,1坊
夕樹市 :にバい樹色 (7 5YRy3)

内 lli:に ぶいfrj色 (7 5YRth 3)
lmm以 ド石人 民石角閲石含

第247-1図  SE― E2-201出 土遣物
朴Tl

径

耐

日

ぐｃ
聯
くｃｎ‐，

， 凸
↓

器

イｃ‐
形態 手辺(の特徴 色訓 備考

11
:冊 i『〔L器羽↑11協
部

(64)
外十市ハケ,ナ デ,指」(圧痕
内監iナ デ 器吐薄い

�

�

外

内

にぶいず〔椅色 (10YR6お )

にぶいJtl,色 (loYRV3)
13山‖以トイ「うこ k石 含

12 丘山,!〔■器兆H縁刊! 228 (18) タト1内「Ftil■ ,モ 外的
「:に ぶい貰下テ色 (10YR6 2)

内 II Iにぶい貴怖色 (10YR5/1)
2 3mm以 卜石た It■ i含

13 ∴洵,質上器」llH縁都 (58,
′卜illタ テハケ, 1帝】山ill
勺fA「 ヨコハケ

タトhi:灰 白色 (75YRV2)
Itt lr:灰 白色 (75YRV2)

lmm以 ドイ「ウと lt石 含 ケヽ    6条 /ol

14 にhぱi:器釧H縁‖
`

336 (30)
ホ山iナデ,ハ ケ,lL」 (ナ 1痕
勺耐Fナデ,器単やや「/め

一―ＩＩＩ
�

外

内
灰賛褐色 (10YR92)
灰貰 ltJ色 (10YR73)

12山 1以 トイ「英 kイ千含

15 Iil市 質■器 Ill ll'‖ ∫ 勺外市iナ デ クトhi:灰 )[イb色 (10YR6/2) lm‖以 ドィiえ  長イ「含

16 I!m,質 |:朴鮒 pll部 勺夕樹Πナデ  妹刊若 タトhF:灰 Jl褐色 (10YR62) 1 5mm以 トィTtt l_ィ T含

17 L師 ,質 Ji器釧脚‖
`

夕ヽ血Fナテ
灰羹色 (25Y92)
にぶい11'色 (5YR64)

3mm以 卜lf)こ  kイ「含

18 |:h,子 iに器鍋川,‖
`

夕樹�ナデ ′卜�F:ltJ灰 色 (10YR,1) 」硼J以 トィ「英 長イf含

ill l質 十i器鍋 lJ都 内外的Fナ デ 外�「:賛灰色 (25Y6/1) lmm以 トィ「丈 とこィ「含

上mi貨 J17r/11tt lll¶ 内外曲
「ナデ 外■i:にぶい lLJ色 (75Y,3) lmm以 卜石丈 k石 含

21 lil市 質土器 14(
内外hi[ほナデ
成J「 !やや‖放化

外面 :ワ(r色 (10YRS2)
内�f:灰 白色 (10YR82)

やや名

JinF写 i■ i器 11(二十縁‖ 117 (22) 内クト而ナデ
タトFFl i☆Ⅲtl,色 (7 5YR8れ )

内�i:浅〕tl■色 (7 5YR8β )

常

■mi賃 Ji器 l lN (21)
外拍
「
にl1/ナ デ,ヘラ切り

内面[Jはナデ

タトll:i曳 黄情色 (75YR8お ,
内而 :灰 白色 (75YR,2)

常

土‖1ぱ〔:器ナィ( 110 (23) 内タト市iに はナデ
クト「ni:に うヽセヽ橙色 (5YR〃1)
lll lli:に おヽ 1ヽ4色 (5YR‐ 4) η

■洵,質 上淋llN 118
ltに 近い形態
内クト而FI転ナデ

タトhi:'(白 色 (10YRVl)
内� :灰 白色 (2 5YVl)

lml以 卜石英 k石 含 ナミ1lFに ワラたに丁(

須忠質lイ(底 郡 (13)
外面ナデ

内 i前「 1はナデ

外

内
占
:灰
色 (5B年 1)

古灰色 (5B6/1)
常

27 L師星i土器釧日秩部 内タトV∬ナデ
外

内
‖色 (10YR2/1)
にぶい!亡橙色 (10VR6月 )

2前1以 ¬`石うと 長十F含

2S II前「質 I淋鍋日縁刊
`

(37)
外 ,∫ ナデ

内而ナデ,ロホ衣部ハケ
外市f:にぶい)t憶色 (10YR″3)
内πf:にぶい■橙色 (10YR7″ )

3血‖以 下石英 kイ i含

器イ1未詳瓦rT片 外而ヘラケズリ,ナ デ
一山
面

外

内
灰色 (N4D
灰色 (N4D

やや竹 ,名
lll寺卜か?

第247-2図  SE― E2-201・ SE― E2-202導水溝出土遺物
朴fい

径

ｎｌ，

日

イｃ

llk符

(cln)

器

化 形態 手法の特徴 色耐 怖考

〕 J=,こ片 外径64 内径26 内外Iiナ デ クトT師 :″ (ド 色 (10YR82) 1咄Ⅲ以 ドTTtt Iこ 石含

2 に錘 (大 )先形 ‖1170
'亨

さ60 ナデ,1肯
jJ‐

圧】 クト山i:'天亡1色 (10YRVl) 1 2mm以 ドイf英  長 lf含 1,Fド下分,同 369宮

3 J■L(小)先形 Ⅲlさ 40 60 1坂 ナデ クトhi:に ぶい椅色 (7 5YRY,3) 2mm以 千石ウと 長イ「 角州准i含 断 iπ分Ⅲl103 g
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第248図  SD― E3-203～ 216出土遺物

器TT
径

れ

日

くｃ
蹄
鰤
絣
くｃｎ，

形態 手法の特徴 色制 lFf考

1 七削i箕上器IIN日子ゑ3Ⅲ (19)
外 lHヨ コナデ

内面ナデ,炭 化物
外ll i灰 白色 (10YR8 2)

内 F¶ :灰 白色 (10YRV2)
lmm以 下石英 長石台 灯り]‖n

2 上師質土器 |イ(日縁訂 (19)
勺タト面ナデ

有面炭化物

一側
面

外

内
灰白色 (2 5YVl)

灰白色 (2 5YS11)
lm出 以 ド石 )と 長石含

3 imi質上器イロ縁都 112
外�回転ナデ

内面ナデ

7卜面 :灰 白色 (10YR811)

内hi:灰 白色 (10YR82)
やや符

4 IiHll質 と器釧日縁都 (21)
タトittiナデ

内lhハ ケ
外而 :灰 lLD色 (7 5YR62)

内Fi:に ぶい貰橙色 (10YR,2)
lwn以 下石英 長Tf含

5 土師
=i羽
命日縁剤

`

(42)
タト面ナデ 指頭圧痕

内 llナ デ,ハ ケ
外面 :灰黄掲色 (10Y RI尼 )

内面 :に ぶい貰佃色 (10Y R‐ T2)
1‐ 2 Шl以 ドの石英 長石を含む

6 [:師 質土器イ底部
内外面ナデ

底部ヘラ切 り離 し

外 伍 :灰白色 (25Y92)
内 fほ :怜色 (5YR96)

lmm以 下石丈 長石含

LII l質
=L器
小皿 内外而ナデ

クト面 :浅支性色 (75YR83)
内面 :浅どに椅色 (7 5YR8β )

やや密

8
I師 質上器小皿日縁
部

(1 1) 内外面ナデ
面

面

外

内

にぶい):構 色 (10YR,2)
にぶい女性色 (10YR72)

やや密

9 上師7〔土器鍋脚部 中径36 ナ デ 外血 :栓色 (5YR7お ) lllnl以 ド4「 丈 民4f含

10 上徹,質 上器鍋日縁部
外臣iナ デ

内面ナデハケ

外面 :にぶい黄笹色 (10YR,2)
内 lTl iに ぶい☆栓色 (10YRη3)

lwn以 下石英 長石含
ケ6条 /cm

11 土師質土器I fN日 縁 (23)
外而にll rナデ

内 i■ナデ,炭化物
外
「
灯 :灰 白色 (10YRV2)
内而 :灰 卜色 (10YR8/2)

常

12 土miダ :上器jTNEI縁甘
`

(16)
外 llナ デ

内�i伯 ll rナデ

外 F� :褐灰色 (10YR4/1)

内面 :褐灰色 (10YR4/1)
inlfl以 卜石英 長石含

13 L肘 F賃 に器イロ縁』! (19)
′卜山
「ヨコナデ

勺Iliナ デ

外面 :明赤灰色 (2 5YR,2)

内面 :り ]赤灰色 (2 5YRη2)
やや術

14 L印 ,質 ittllNl●H部 (15,
′卜藤i:灰白色 (25Y91)

勺 ll i灰 白色 (2 5YS/1)
やや常

15 上師
=〔

土器羽盆脚訂∫ ナデ,指Щナに痕 ′卜ri:褐 灰色 (7 5YR72) 2mm以 卜の石火 長石を含む

16 上h,質 L器羽盆 ll'Il ナ デ 外‖i:にぶい橙色 (5YR6μ 】 lanl以 ドの石英 長石を含む

17 独恵早こ」lく fI羊衣苦b (22) 内夕樹面ナデ
タト而 :肯灰色 (536′ 1)

内面 :古灰色 (586/1)
lmm以 下のイi文 長石を含も 火 i締系

上師質 1:/.IINEI縁 訂 121 (16)
クト而ヨコナデ

内,けデ
外山i:灰 に1色 (10YR8尼 )

内伯F:itt ft僚 色 (10YR,3)
密

rL!:鉢 氏部 160 貯耗
外励
「:灰 に色 (5YVl)

内Jll:灰 白色 (5Y8/1)
lmm以 ド石夫 長石含

20 [削
'質

上器鍋日縁部 (26)
クト�「指J」 [皮

内l�ハケ

面

前

外

内

にバい褐色 (75YRフ 4)

灰貰褐色 (10YR6お )

2mm以 卜の石え |こ石 r ll el石を

含む
ケヽ5条/cm

21 に1市質土器イ 67 (38)
外血iい 転ナデ

内 i“ ナデ 底耐
`llx日 '「

ザ廷

外hi:灰 に1色 (10YR8Z)

内ri:灰 白色 (10YR舒2)
やや常

第249図  SP― E3-201・ SK― E3-201出土遣物

器 fl
日径

(cnl)

径

ｍ，

底

ｔｃ
絲
ぐｃｍ，

形態 手法の4寺徴 色洲 備考

I Imi質 上器鍋日縁部 (24)
外 ilナ デ,指弧 1■皮
内而ナデ ハケ

而

耐

外

内
性色 (75YR,6)
にぶい静色 (7 5YR74)

lmm以下石)こ 長石含

2 封F夕 iに器 ll(EI縁吉ト (16)
面

面

ナデ
ヨヨナデ

色

色

灰

灰

招

褐

外

内
(10YR4/1)

(10YR4/1)
ltul以 下石英 +ミ 石含

第250図  SD― E3-301出 土遺物

No i/rFF
径

‐ｎ，

日

イｃ
陥
師

一れ

ｎ，

器

イｃ‐
形態 手法の特徴 色刊‖ 打台三i 備考

1
上飾「質土朴羽徐日縁

部
(33)
外 ll:タ テハケ, ヨコナデ

内而 :ヨ コハケ,ナ デ
外両 :に がい黄精色 (10YR7/2)

内面 :に ぶいⅢ主橙色 (10YR72)
lm‖以 ド石え 長石含 日縁 ヨコハケ

2
illl質 土器羽金日縁

部

クト面 :liいハケ,指頭圧痕
1勺面 :ナデ,板ナデ

タトi百 :にぶいJ(椅色 (10YR6 3)
内lli:灰 ず:褐色 (10YR02)

1 3anl以下石英 長4i含 外商煤

3 と
'市
=〔

■1器飢 (126)

外 hi:タ テハケ,ヨ コナデ

指頭 )工痕,格
「
‖き

内而 :タ テ/ヨ コハケ,指頸

『
:痕

外面 :″く白色 (10YR8r2)

IA面 :灰 日色 (10YR92)
やや竹 外面蝶

4 rim'質上器釧 (142)

外祗i:ナデ,指 rltl l痕 ,格
子‖‖き

内lll:ナ デ イJといハケ
外而 :にぶい性色 (5YR7μ ) 13m以下石共 長石含

5 上mi質 上器鍋 (102)
画

面

外

内

ハケ,ナデ,指・H圧皮
ヨコハケ

外雨灰 iLJ色 (7 5YR4/2)

内面 :に ぶい精色 (7 5YR6μ )
1 2mm以 ド石英 長石含

6 にll質十器羽傘 (137)
面

叩

外

十

ナデ,指頭圧痕,幣
1有 社F:ツ ケヽ

面

面

外

内

にぶい1金色 (7 5YR7/4)

にぶい椅色 (7 5YR7μ )
12m出 以 下石英 長石 al閃石含

上前,質上器鍋 ll刊
`

外

内

ナデ,指 rri圧狼
ナデ

タトni:どt灰色 (25Y4/1) 1 2mm以 卜石英 k准「 角閃石含

8 緑 釉 (灸 ) nlt底耐∫ 107 (30)
外止i:施仙
内面 :回転ナデ

和面

而

外

内
:オ リーフ黒色 (10YV2)

褐灰色 (7 5YRVl)
12州 1以 下石英 長石含

9 Jを miT:L器小皿 77 (12)
勺外柏i:ナ デ

勺面 :'t化物

面

面

外

内
灰に色 (10YR8カ

にぶい1■色75YR,4)
やや術

10 Ll市 子iL器 小Ш[ 勺外 lliナ デ
面

�

外

内

にぶい竹色 (5YR‐ 4)

にぶい淡椅色 (5YRA/4)
やや省

11 に冊
'質

IP.小 ‖L (10)
クト而ナデ,底訂

`「

転ヘラ

内�ナデ

クトfl t,天 白色 (10YR3 2)

内面 :灰 十1色 (10YRV2)
やや猪
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12
十ini′ ti/.小Ⅲl日縁
‖
`

58 (12) 有外hi:ナ デ
タトれF:灰「 色 (25Y82)
内T∬ :'天 白色 (10YRS2)

lmm以 ドイ「英 長石含

13
=|:俯 '!i IP舅

( (24)
外面 :ナ デ,Jほヘラ /1」 り
内 rll:旧 T・iナデ

外にi:浅〕I栓色 (7 5YR8お )
内市i:浅 ll怜色 (75YR8お )

lml以 ドイi英  長石含 l● ‖
`llt H痕

14 ■1市質上器
jI(

(34)
クト酌i:ナ デ,回転ヘラ切り
内hi:L11■ ナデ

外�i l灰 Fl色 (25Y8/1)

内面 :灰 白色 (25Y8/1)
lml以 ドイitt k石 含

15 上側iT:I朴ナィく日縁部 112 (29) 内外FH:臣十ほナデ
外面 :灰 白色 (10YR82)
内面 :灰白色 (2 5YS/1)

やや密

16 に1市質土器Iイ ( 110 内外�F:回転ナデ
クト面 :灰白色 (2 5YVl)

内� :灰 白色 (25Y‐ 41)
1 2mn以 下石ウt長 石 角閑石?

17 に印

`JR LFrll(日

稼部 (25) 勺外面 :ナデ
外而 :橙色 (5YR96)
内 Π :に ぶい黄橙色 (10YR,か

lmm以 卜rf英 長石含

第251図  SD― E4-100,105。 SP― E4-107出土遺物

器種
符

齢

径

↓

底

くｃ

絲
くｅｎ‐

形態 手法の4寺徴 色 IFl 備考

1 ittj質 羽釜H縁部 (75)
外耐fナ デ指Jt圧痕

内面仮ナデ+J岳ナデ
外面 :に ぶいlBJ色 (7 5YRα 3)

内にi:に ぶい丈牲色 (10YR″3)
とmm以 下7f英  長イ「含

2 上師貨鍋 rll都 ナ テ
外面 :に ぶい憧色 (7 5YR6れ )

llNl面 :に ぶい14色 (7 5YR6μ )
2ml以 下石英 長石 角囚石含

3 上師質
jlN

ナ デ
外面 !灰白色 (2 5YVl)

内面 :灰 白色 (25Y7/1)

第252-1図  SK― E4-101 1層 出土遺物

器極
径

耐

日

に
購
鰤
絲
イｃｍ，

形態 手法の特徴 色訓 胎土

1 須志質椀
器厚2山〕,日縁に迄ね脱 き痕

脱成良狂Fttllk

面

前

外

内
灰白色 (Ny)
灰白色 (N8′ )

やや緒

2 土巨,質 lfN 内外而回f7ナ デ
外面 :灰 白色 (25Y8/1

内商 :灰 白色 (10YR8/
Jmm以 下Ti央  長石含

3 土師質 J・lil縁部 120 (27) 内外 IIFI」怯ナデ
クト面 :灰 日色 (25Y871

内面 1灰白色 (10YRS/
1帥れ以下石英 長石含

4 上側i質ナィ(日縁帝ト 112 (25) 内タト商回転ナデ
′卜面 :灰白色 (5Y8ィ )
勺rl:灰 白色 (25Y8/1)

2mm以 ¬ヽ石丈 長石含

5 須忠器イロ縁都 (23) 1勺外 lTヨ コナテ
′卜腕i:灰 1色 (25Y82)
対面i:灰白色 (2 5YV2)

lmm以 ド石英 k石 含

6 上 R市質杯llN部 (17)
内外正
「
ナデ ,小 Jl tt1/1(ll朝

か

′【市|:灰白色 (10YR82)
勺面 :灰亡1色 (10YR82)

密

上師質小 HL 内タトl llナ デ
外 lll:灰 白色

内面 :灰 白色

25Y91)
10YR8′ 1)

2硼i以 ¬ヽ石英 長イf含

8 !と師質小Ⅲt 51 10
有外面]はナデ
ミ部ⅢJ転ヘラ切り

外面 :に ぶい1に 14色 (10YR72)
内ni:灰 白色 (25Y7/1)

やや宮

9 |モ 鰤質小川t 70 57 勺外 llナ デ
クトロ「:灰白色 (2 5YVl)

1対 面i:にぶい橙色 (7 5YRη l)
Imm以 ド石英 長 Tl含

上I・

'質

小 Ju 11
勺外直iナ デ

ミ都

“

I‖呟ヘラ切 り
外� :浅女竹色 (7 5YR811)
内面 :浅黄橙色 (7 5YR8た )

1酬以下石英 長イ千含

上師質小ⅢI 12 lNl外面ナデ
外面 :灰 白色 (25Y8/1)
ljNl面 :灰 白色 (10YR8rl)

ややlll

12 ヒ師質飢日縁都 内外而ナデ,指Щll狼
タト面 :黒 lEJ色 (10YRVl)
内 rl:灰 〕【褐色 (10YR92)

lmm以 ドィi丈  長石含

13 土

'1'質

鍋 ll部 指ナデ
外 ∬ :灰白色 (25Y871)

内面 :橙色 (5YR6/6)
inm以 下石英 長石含

第252-2図  SK― E4-101 1 Ⅱ層出土遺物

Pr極
径

耐

日

化 鮪鰤
絲
イｃｍ，

形態 手法の4手微 色 lll 引台 1 ll考

1 青厳碗日縁郡 171
外面片刃彫ll連 弁文

内 Fi賞卜文    竜泉窯
胎上 :灰 ヒ色 (N8/)

釉 :オ リーブ灰色 (10YR52)
�,史

2 背l_碗 142 外顧i片刃彫鍋迪弁文 内面
無え 施釉厚lmn 竜泉年

胎 i:灰 白色 (N8♪
れI:明線灰色 (10GY7/1)

密 粘良

3 宏〔忠質liN (39)
外面ヘラ切り謝tし ,糸 日痕
内面ハケ,焼成墜叔

Ｖ

Ｖ

色

色

自

白

灰

灰

両

面

外

内 やや密 成型端 正

4 須!よ質)不 132 (31)
日縁重ね焼痕 外内面巨|ほ
ナデ 底部板ナデ

画

面

外

内
灰白色 (NV)
灰白色 (N8/)

密

5 Jill,写 1'不 |¬ネ表吉[ 148 (37) 内外而
「
Iはナデ

外 Fa iに ぶい性色 (7 5YR7μ )

内脈 :掲灰色 (7 5YR5/1)
lmm以 下石人 員石含

6 にlI P〔 lT 内外 n「回転ナデ '卜

両 1灰白色

勺而 :灰 11色

10YR8だ )
10YR82)

ややllt

7 上

`市

質ナ不日縁都 (20)
外師ヨコナデ

内山け デ  器И・千
而

面

外

内
灰白色

灰白色

10YRV2)
10VRV2)

D5mm以下長石含

8 ヒ

'‖

j質坪 no
夕H何 :ヨコナデ,指芽〔ナ[皮 ,核
合痕 内IJI:ヨ ヨナデ 板ナデ

クト正i:浅責橙色 (7 5YR8P4)
内面 :灰 白色 (10YR勘2)

1 5wl以下石英 kttf含

9 L印「!ill( ■ 0 (31) 内外面ナデ
クト面f:灰 白色 (10vR92)
内1■ :,天白色 (10YRS/1)

やや行

Jih,fi1/｀ 114 70 (31)
タト而ナデ .llk部にJ ttiヘ ラ切

り,板 H  内 F“巨Iほナデ
外 ul:灰 に1色 (2 5YVl)

内面 :灰白色 (2 5YVl)
やや
‐
r

1ユ L“ ,質 14( 112 (32) 勺夕ヽ ll十 二H上ナデ
面

両

外

内
灰白色

灰白色

10YR8/1

10YR8 2
1硼1以 卜な文 長石含

12 Ii山 FjR llN 110 (27)
クト面回転ナデ

内面ナデ

外

内
灰ド1色

灰白色
Ｖ
訊

lnm以 ドィitt kイ f含

13 上削i質イ(底謝
`

72
クト面ナデ,底都巨Iほ ヘラ切り

内耐id転ナデ
而

前

外

内
浅貨怜色 (75YRV3)
灰卜色 (7 5YR82)

25n」l以 F石文 長イT含

-292-―



lJ に附,Tiイ ( 108 (29) 勺外直FLIは ナデ
外 hi:灰 白色 (7 5YRV2)
内πi:灰 卜1色 (75YRS Z)

Zmm以 下石ウこ 長イ「含

15 須忠質llN (36)
ll嘲∫はhiイ寸成型・

・

`分

から刹肪を

内外 niナ デ

外千何:灰 ¬色 (10YR8 2)

内hi:灰 白色 (10YR8T2)
やや猪

Ll市チ〔l・ t底部 (11) 内外 hiナ デ
クトni:灰 臼色 (5Y5Vl)
llklni:に ぶい1金色 (5YR,3)

やや符

17 上師質小Ш 74 (12)
山クトnfナ デ
イミ都同転ヘラ切り出にし

色

色

白

白

灰

灰

�

面

(25Y8/1)

(25Y92)
1 5mm以 下イイ英 兵イf含

18 J=師 質小 111 68 (] 1)
内外 lliナ デ

底部LI転ヘラ tJ」 り向にし

外面 :灰 白色 (25Y871)

内 lR:灰 ビ1色 (25V8/1)
I ITH以 ド石災 長石含

I‖市写[羽 金 Hイ状部 (35)
内外 lliナデ

クトhitt jI圧痕

外 i「 :にぶい黄椅色 (10YR~3)
内面 :にぶい黄橙色 (10YR73)

1 2mm以 ド石英 k石 含

土師 !〔鍋日縁刊
`

216 (27) 内クト面ナデ
外 T何 :にぶい橙色 (75YR~/4)

内mi:i隻 黄惟色 (75YR8 1)
lmm以 卜石うこ k石含

21 上ll質鍋日縁日
`

(62)
外面ナデ,指Щttll,1/ktt li

内面ナデ ハケ l旨頭圧痕
面

由

外

内

にぶい使色 (7 5YR74)
にぶい黄橙色 (10YR72)

indll以 下ιf英  長石含

Lll質船 H秩部 292 (103)
外顧fハ ケ,指プ1,こ痕 ,接 合痕

内面ハケ,指頭「と痕

一剛

中１１１１

外

内

明 lLJ灰 色 (75YR‐ 9)

にぶい栓色 (75YR,4)
lmm以 ¬ヽィ「英 長石 TRl囚 石含

上mitt llh f11部 (94)
一聞

一側

外

内

にぶい桂色 (7 5YR~74)

にぶい橙色 (7 5YR9 1)
1 5ml以 ド石英 民石含

れ(石
長

野
I幅68 75

使用狼3面  主量3 0Kg
材 ri アルコース砂岩か

クト面 :灰 白色 (7 5YVl)

内■:灰 I」色 (75Y8/1)
3111以下の石え 長イfを含む 中低

第253-1図  SK― E4-101 Ⅲ層出土遺物

/.イこ
径

‐ｎ，

径

ｎ，

底

くｃ
絲
イｃｍ，

形態 手法の ll徴 色謝 備考

1 ■ ll質イ(日 Tj部 110 (32)
外面ヨヨナデ  内面ナデ
逝ほしイ梅の刊能‖:

2 上冊f質ナィ(日縁部 112
外面 :ナ デ

内面i:[怯 ナデ
クト雨 :灰 白色 (10YR8尼 )

内面 :灰 白色 (10YR871)
lmm以 ド石英 受石含

3 分(忠器尭日縁部 426 内外 1こナデ ゴマ状白然釉
荷

面

灰白色 (Nη )

灰色 (NV)
やや密

土和F質 小皿 72 12 内外 hiナ デ 同Hiヘ ラ切り 外山F:灰 向色 (10YRVl)
内面 :灰 Iヨ 色 (10YRVl)

やや常

5 二li4F,質 /卜 1‖ 72 内夕,■lナ デ 臣1ほヘラ切り 外�i:灰 白色
内帝i:灰 白色

10YR8尼 )
10YR8Z)

12耐 1以下石英 長石含

6 にmil―ttt Ш 73 53 11 内外面ナデ に1憶ヘラ切り 外
社「:灰 十ζ色

内 iΠ :灰 白色

10YRV2)
10YR5/1)

lmm以 F石英 長石含

土制
'質

小 mと 70 内外 hiナ デ [十 転ヘラ切 り
外πi:,党コi橙色 (75YR8 4)

1勺而 :灰 白色 (10YRVl)
12耐 m以 ド石光 【石含

8 L師質釧日縁  1「1刊
`

(97)
外イΠ枚ナデ,特」tlu痕 ,Π P
き日内F∬ハケ+仮ナデ

外面 :灰黄侶色 (10YR642)

内hi:に ぶいⅢt橙色 (10YR,2)
lmm以 下石火 長石含

9 上衛,質 鍋 J縁‖
`

(56)
クトMiハケ,指】〔圧痕
内術ハケ

一――――
面

外

内
灰J`鶴色 (10YR,2)
にぶい員橙色 (10YR7尼 )

須忠質
jl 7]

外面 :側 ほナデ 瓜部ヘラ
切り  A面 巨I転 ナデ

外 億 :灰 |コ 色 (7 5YR82)

内而 :,天 卜1色 (7 5YR82)

第253-2図  SK― E4-101 V層 出土遺物

器椎
径

耐
底径

(cnl)
桐
ぐｃｍ，

形態 手法の特徴 色 洲 胎土 lif考

1 二tih,子 i14く 120
外 luナ デ,底部ヘラ tyJり ,

llA日 痕  内‖Fナ デ
外に,:灰 白色 (5YR8/1,
内面 :灰 亡色 (5YR,2)

やや密

■側
'Pi鍋
日縁部 クト内i�ハケ十ナデ

タトFにi:にお:ヤ 赤ヽ褐色 (2 5YR5/3)
内面 :掲灰色 (5YR5/1)

第254-1図  SK― E4-101 Ⅵ層出土遺物

器種
符

ｎ

径

‐ｎ，

底

に
絲
鰤

形態 手法の特徴 色 調 ‖羊,1 備考

1 須恵質 14N「 縁部 内外 llittlrナ デ
面

面

外

内
灰白色 (NV)
灰白色 (Ny)

lm以下石災 長石含

2 LhI『 Iナ不 107
外 lFl日 転ナデ,底 部厘1転ヘ
ラ明り  内面iLIほ ナデ

外耐i:にぶい橙色 (7 5YR‐ 73)

内而 :に ぶい椅色 (7 5YR73)
やや
‐
r

3 ill ltttlTN 65
外面臣1は ナデ,底部に|ほへ

ラ切り  内面日|エナデ
外面 :灰 白色 (2 5YR8 21

内面 :灰 白色 (2 5YRV2)
やや常

4 li宙,質 Il( 110 内タト面lf Ⅲサデ
外面 :灰 に色 (10YR8/1)

内 RI:灰にI色 (10YRVl)
やや竹

5 ―Ll市
=〔

舅( 106 内クトLiナ デ
外而 :明 ltJ灰 色 (7 5YR‐ J2)

内mf:明褐灰色 (7 5YR,2)
密

6 iF,質 /1ヽ 111 13 内外「hiナ デ
色

色

白

白

灰

灰

画

面

外

内

(10YRη l)

(10YR71)
やや lll

7 瓦器休片日部
タト而ナデ,指 JpF痕
内面ヨコナデ

外

内

灰色 (N6/)

灰止1色 (N8ハ
やや密 lll鉢か27属 03こ 酷似

8 須 !よ器充 IJネオヽ用 (167)
タトallkナ デ

内‖iナデ

面

両

外

内
灰色 (N9)
灰色 (N6/)

l wi以下石英 長イイ含

第254-2図  SK― E4-101底面出土遺物

No
径

れ

日

イｃ

径

ｍ，

底

に
1形態 手法の特 lJ7t 色 ,1 備 考

牙iFよ器 37
外面ヘラ切り,仮 H ll・
内 ll H縁 用 ,」二ね tt皮

外 ni:灰色 (N4/)
内�i:灰 白色 (N″ )

,ぃm以 下石光 長石含

2 須忠器 152
外而八都[|ほヘラ LT」 り

内hi日縁用辺■ね焼痕

外

円

灰白色

灰白色

７

７
符

-298-



第255図  SD― El-101～ 109出土担物

第256図  SD― E2-102出 土遺物

第257図  SD― E2-102,102-2出 土遺物

第258図  El区 1面包含層出土遺物

器FT
径

ｍ，

日

κｃ
晰
鰤
絲
ぐｃｍ，

形態 手法の特徴 色 Ill ‖「考

1 陶製茶入れ ?日縁乱∫ (19) 奈 ?内外 Fllナ デ Td:Ⅱ帝赤褐色 (5YR34) 密

2 土獅質上鍋 lll都 中位26 (70) 外面ナデ 外面 :灰 )二 lF」 色 (10YR62) 石英 長石含

3 瓦質焙賂口縁部
外面媒 ,指頭圧痕
内面 llxナ デ

夕lrff:ォ リーブ単色 (5Y3/1) 石英 受布含

4 備前焼徳利底部 (27)
火欅

底hi窯 印 ヤマ上該1印 ホ商 :褐色 (7 5YR4/_.) 宿

5 土製土哲 外径83 内径60
外面ナデ

内面ハケ
外面 :灰黄褐色 (10YR92) lt■

「含 雌側有段

6 土製 に管 外径83 内径55
′卜面ハケ,ナ デ
勺面ハケ

外両 :灰丈掲色 (10YR6β ) 長石含 H:ll漏 斗状

7 土製■管lB側瑞部 外径97 内径70 型抜 きナデ タトuI 椅色 (5YR6′ 6) 語 有段 li斗状

器種
径

耐

日

くｃ
随
鰤
絲
くｃｍ

形態 手法の1キ徴 色調 胎土 備考

J 瓦質賠烙口縁都
外面指頭上L痕

内面ナデ

外面 :掲灰色 (10YR5/1)

内面 :灰 白色 (25Y91)
lmm以 下長石 妥母含

2 青骸染句皿底部 (24)
Iヽ台内に形骸化した「渦
福」 見込五弁花

TI:り ]緑灰色 (10GY71)
内直「:呉須柴fl

驚 一Ｗ

3 土師質llN日縁部 (49)
外Fi』 はナデ

内而ナデ

外祗i:'天 白色 (10YR82)
内面 :灰 白色 (25Y91)

lm以 ド石英 長石 芸け含

4 土製浅鉢 312 (110)
外面ナデ,無文,it足
内面ナデ,ハ ケ指 ll庄 痕

外商 :灰 A褐色
内面 :灰貰lEJ色

10YR,2)
10YR62)

tmm以 下石英 長石 角円石含

5 土製円形起 ?日 稼部 510 (190)
外面ナデ,顕刊

`弁

1格子文

内面ナデ,ハ ケ,蝶付着
面

而

外

内
り]lteJ灰色

明褐灰色

75YR,ワ )
75YR72)

lln tt F石 英 丁こイ「 rl閃 石含

6 土 .Al円 形冠 ?日 縁日
`

478 (■ 2) 内外面ナデ  煤皮跡
クト血i:灰女褐色
内面 :灰☆招色

10YR52)
10YR42)

lmm以 卜石英 長石 FFj閃 石含

■製発日縁部 (101)
外面ナデ,頭部押型文
内面ヨコナデ

外面
「
:i支どに色 (25Y7β )

内面 :浅賞色 (2 5Yη 3)
llli以 F布英 長石 角閃石含

器 lF
径

１，

日

くｃ

径

耐

底

に 絲κｃｍ，
形態 手法の特徴 色訓 lFD考

8 土以発日縁部 402 外而 ヨコナデ,押
'モ

貼ll文

内面ナデ

外 al iに ぶい袷色 (7 5YR94)

内面 :にぶい椅色 (7 5YR6μ )
lTa以 ド4「共 長石 FJl円 石含

9 土製発口縁部 内外面ナデ
クト猛i:灰責色 (25Y62)
内面 :黄灰色 (25Y5/1)

lmm以 ド石t/1 長石 rll閃石a

10 Flメ t瓦4/5 珠文常左l_三 巴文 ′卜面 :灰色 (N4の 常

11 J千丸瓦12 120 珠文帯右捲
=巴
文 外πi:灰色 (NV) 常

器種
径

耐

日

くｃ
略
くｃｍ，
絲
くｃｍ，

形態 手法の1手徴 色訓 1合土 lF考

ユ 祢生北器発底部 (42) どlt 外hi:褐 色 (7 5YR4お )
内祗
「:格色 (7 5YR6お )

,出 n以下石英 長イF含

2 須憩器杯 74 33 内外 F“回‖iナ デ,火欅
外面

内面

げ

α

色

色

灰

灰
12‐

3 土師質羽盆日縁都 265
外Hけ デ,指頭圧痕
内面板ナデ

外面 :構色 (7 5YRげ 6)

内�i:lLJ灰色 (10YR4/1)
�m以 下ti英  長石含

4 土師質羽釜 ?Vl〕部 (92) ナデ 外面 :に ぶい栓色 (7 5YR6 4) 1 2mm以下石英 民石含

5 上師質発日縁都 摩耗

一ｌＨｌ

，
凶

外

内

にぶい丈褐色 (10YRV3)
にバい rl褐 色 (10YR93)

3mm以 下石英 ミ石含

6 土育[質空日縁部 (45) 貯耗
夕【f爺 :49色 (5YR伊6)

内面 :に ぶいhi椅色 (10YR6お )
4rnl以 下石災 長石含

7 備前焼茶入底部欠
外面ナデ, ゴマ状斑点在

内πiナ デ.指押え 外面 !明赤褐色 (2 5YR3/1) lmm以 下石英 長石含

8 瓦質焙烙日縁部 (16)
内外 fΠナデ

焼成良好,型散
外面 :灰褐色 (7 5YR,2)

内 灯 :灰 白色 (25Y8/1)
やや竹

9 サヌカイト刀器片 厚11 188g

第259図  El区 2面包含層出土遺物

器 fr
径

ｍ，

日

ぐＣ

径

耐

底

くｃ
綿
鰤

形態 手法の特徴 色訓 肝,土 怖考

1 須忠器不蓋日縁部
内外面に1ほ ナデ

かえり矮小化

Ｖ

Ｖ

色

色

灰

灰

面

面

外

内 やや密

2 須忠器イと日縁部 (19) 内外Li J怯 ナデ
而

面

外

内
灰色 (N6/)

灰色 (Nα )
竹

3 須志器第(底士【 111 (11,
外澁FIJほ ヘラ切り

断面「コ」宇形高台貼イ」

而

洵

外

内
灰色 (Nα )

灰色 (N6ハ
密

4 須恵器辱liR刊

`

101 (19)
外社Fに 1呟ナデ 内hiナデ
山「「al「コ」守:形 I■十、貼付

外前 :灰色 (5Y7/1)

内面 :灰色 (5Y7/1)
t4
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5 須ナよ器ナィ(ナ氏出∫ (21)
外hi tt fIナ デ
大�Fナデ

外‖
「:灰 色 (NFOr)

内正i:オ リーブ灰色 (5CY6/1)
密

Ll lttiナィ(底 許b 勺外 i llナ テ
外而 :灰 白色 (25YV
内 1伍 :灰 白色 (2 5YS/

1酬1以 ドの石英 長石を含む

7 土洵Fユ iナィ(「ョ縁‖
`

外正iナ デ

内而ヨコナデ

雨

面

外

内

にぶい貰性色 (10YR6お )

にぶい褐色 (7 5YR6β )
1硼1以 下の石英 長石を含む

S に師質光日縁部 246
外 i五ナデ,1旨頭庄痕

内面ナデ

外南 :にぶい支性色

内 ll:に ぶい黄構色
10YR7/3)

10YR7お )
1 2mm以 ドの石英 長石を含む

9 in'質尭十縁‖
`

(35)
外ini 41色

内面ハケ ナデ
外面 :灰〕〔色 (25Y7/2)

内�F:にぶい笹色 (7 5YR6り
2田m以 下の石英 長石を含む

土tW質光口縁‖
`

(27) 内外面ナデ
外面 :にぶいJt桂色 (10YR73)
内雨 :に ぶい栓色 (75YR‐ ru)

lmm以下の石英 長石を含む

上l・ 質斐日縁部
タトhiい井[
大IIuハ ヶ

2mm以 下の石英 長石を含む

12 上師質菱に]縁椰 内外 IJナ デ
タト面 :にぶい褐色 (7 5YRV4)

内

“

:にぶい14色 (7 5YR64)
15酬m以 下の石英 長石を含む

13 土

'市

賞鉢ロキ丈部
外面ナデ,指

jI庄
痕

片 |¬ 吉bか ?器形Иく辞

クト前 :にぶい掲色 (7 5YRV2)

内面 :明 rlJ色 (7 5YR3/4)
1 3mm以 ドの不f英  長石を含む

14 il市質Ilh脚 祁 (100) 昨耗 I wi以 ドの石え,長石を含む

第260図  E2区 1面包含層出土遺物

第261図 E2区 2面包含層出土遺物

第262-1図  E3区 1面包含層出土遺物

器Tl
日任

(cln)
蜻
ぐｃｎ‐，

器高

(em)
形態 手法の特徴 色洲 備考

1 独志器斐旧献部 内外止Fナ デ
クト血i:灰 色 (75Y4/1)
内面 :灰色 (75Y6/1)

符

2 須忠器史「]縁部 (65,
外面ナデ,板ナデ,格 子W「 き

内 F『 ナデ

外πi:灰色 (5Y6/1)
内面 :灰 向色 (10YR76)

1 3mm以 下の不i夫 ,長 石を含む

8 引i前五底部 (74) 内外 ll Fl転 ナデ
色

色

灰

灰

褐

褐

面

面

外

内
(7 5YR5/1)

(7 5YR5/1)
やや密

土師写〔鍋ロイ求部
外hiハ ケロ,ナ デ
内由iハ ケロ

クト面 :灰賞褐色 (10YR62)
内 FΠ :にぶい女愉色 (10YR~/4)

2側‖以 ドの石英,長 石を含む

5 上milt鍋 川〕都 ナ デ 外面 :にぶい橙色 (75YR~/4) 2削n以 下のイ「央.長 石を含む

6 L師質鍋脚部 ナデ,指・4圧狼 クトhi:にぶい貰構色 (10YR614) lmm以 下の石英 ,長石を含む

陶質月純台部 (54) 日H云ナデ.底部回転糸切り
クトlli:にぶヤヽ橙色 (7 5YR7/1)
lit�
「:赤灰色 (25YR,1)

密

8 虚器引i底‖
`

外 lll色絵白町11文 近代

9 丸丸
長
(118)

(68)
1竹 |「「合川郡慎紙ll辰□Jtti
世I面□□皮3粂

タト面 :灰色 (N4/)

内藤f:灰色 (N4/)
化

日符

(cm)
財
ｔｃｍ，

品

ｃｍ，
形態 手法の特徴 色湖 l‐ /y

1 外〔恵器Чミ 120 (40)
内クトIliロ セiナテ

高台

外耐
「:灰色 (NFDr)

内「S:灰色 (N勁
やや4[

2 須恵器鉢日縁杵h
片日部片

内外hiナデ
灰色 (NO) 日縁都鮒両自然釉

3 IL質■日縁 ,肩 刊
`

(73)
外耐ナデ格 FWFき

内而 llkナ デ 亀I焼
外面 :f4灰色 (N3/)

内面 :灰色 (10Y4/1)
lmm以 下の石え lt4「 を含む

J 瓦質発日縁都 (50)
外面ナデ格子Π‖き

内タト,Fナ デ 亀 l ljt
面

而

外

内

Π帝
'天

色 (N3/)

灰色 (10Y4/1)
lmm以 下の石文,長 石を含む

5 L冊
'質

lt鉢日縁都 295 (57)
クト面ナデ,指頭チ■痕
内面ナデ

画

面

外

内

1計

'天

色 (N3/)

灰色 (N4/)
lnt以 下のオf英 ,民石を含む

6 冗優括休「J縁部
外面ナデ,指虫

「
:収

庁耗

クトV百 !灰 白色 (25Y7/1,

内hi:灰 Jf色 (25V,21
311m以 下の布英,長石を含む

X色土器lt底部
内外,fナ デ

高台外反

タト百
「
:灰 白色 (2 5YVl)

内11「 :無色 (25Y2ノ 1)
やや筈

8 土 l「質羽全国縁部 (45)
内外 Fi:ナ デ

摩粍

色

色

白

内

灰

灰

面

前

外

内

(2 5Yb/1)

(2 5YVl)
3mm以 下の石英,長石を含む

9 引i缶,賃 鍋 ll都 (■ 7) 指ナデ こがいコ〔褐色 (10YR「D3) lan以 ドの石英,民 riを 合も

器4Ⅲ
H径
(cn)

径

・１，

成

に
綿
ぐｃｍ，

形態 手法の牛子徴 色 ll 1台「 i 備考

1 f磁倫lik浄
`

(16)
営入あ り

μFifi三 角形 ,'I台
り撒 灰色 (10CYη l) 宙 龍万t空

2 蜘磁血H縁部 4(文 明緑色 (75GYVl) 密

“

∩入品

3 青白舷 Ⅲ[H縁 部 (22) 無文 「)Jれ t'天色 (10CY8/1) 管 玲入品

サヌカイ H胡
(長 )

18
(‖!巌 )

14
(厚 04)
μl雄式

4電 え期か ?
筈

第262-2図  E3区 2面包含層出土遺物

rrfl 「
1径

(cll)

径

耐

氏

に
絣
飾

形態 手法の特徴 色 ll 備考

1 矧磁れヽ コ縁刊
`

(41)
Jr文

H総玲部れ【Tl
灰白色 (7 5Yyl) I.Z
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2 怖前焼発 H松部 (35) 内夕lhFナ デ
外 mi:陪 灰色 (N3/)
内hi:,天 色 (5Y6/1)

tmm以 ドの石英 ,民ィfを 含む

3 土 ,市質釧日縁劇, (48)
外面ナデ,ハ ケ
内 rliナ デ

面

面

外

内
にぶい赤 lLJ色 (2 5YRV4)

灰白色 (10YR~/_9)
lrl11以 卜の石英,民イfを 含む

4 土師質小皿に I衣部 68
外耐|」‖ぢナデ

内i� ナデ

外

内

ぶい情色 (7 5YR7/4)
ぶい栓色 (7 5YR″ 4)

密

5 上師質小 Ll口 縁部 外 lalナ デ
外

内

ぶい俺色 (7 5YR‐ 71)
ぶい褐 (75YRV2)

lml以 下の石央,k4「 を含む

6 小児平 下駄
長

３

回
』

―木造 り    柾旧」Itり
,[地  庭 ド駄形式小五」‖|

杉カ

第262-3図  E3区 3面包含層出土遺物

器種
径

■，

日

化 離�
綿
でｃｎ‐，

形態 手法の特徴 色〕司 1合土 常i考

1 須恵箕鉢日縁都
内クト面ナデ

束播系捏鉢

クトFll:灰 向色 (2 5YVl)

内|「 :灰 白色 (25Y~11)
2mm以 下の石英 ,長石を含む

2 ■師質/11金 ビ稼都 229 (26)
外面ナデ 指・R庄痕

内商ナデ ロ縁lr考 に内 llF
外面 :に ぶい貰橙色 (10YR93)
内面 :灰貰 tgJ色 (10YR6/2)

2 ШI以 Fの石英 長石を含む

3 :L師質羽金日縁部 210 (105) 内外面ナデ
外面i:灰 白色 (10YRV2)
内れ「:灰 自色 (10YR8厖 )

,Inl以 下の石英,長 4「を含む

4 土帥質羽釜脚部 (45)
ナデ

瑞部・l・存
にぶい笹色 (7 5YR~71) 〕ml以 下の石え,長石を含む

第262-4図  E4区 包含層出土遺物

器極
径

ｍ，
随
でｃｍ，
絲
ぐｃｍ，

形態 手法の特徴 色訓 1台土 備考

1 il磁碗口縁音ヽ (25)
外面線描進弁文 (ややlL放 )

内面迫存部分無文
l VN灰色 (75CYα l) 鴬 龍泉索

2 染付磁器皿1日縁訂
`

87 (24)
外面無文

内面染付 (■文一謝∫分 )
オリーブ灰色 (10Y,2) 密 輸入品

3 青磁碗体郡 (30,
'卜

面 i ljlオ リーブ灰色 (5GYη l)

4 土師質交日縁都 250 (51)
夕樹αナデ   内面横ナデ
指頭圧痕 ,接 合痕

′卜商 :灰 LI色 (10YRVl)
勺画 :灰 白色

やや密

5 ±1市質鍋脚部 (56)
ナデ

先端部遺存
にぶい黄粧色 (10YR03)

lmm以 下の石英,長 石,雲母を含
む

6 北師lR鍋脚部 ナ デ 金色 (7 5YR6お ) 3mm以下の石英 長石を含む

7 上師質鍋脚部 (41)
ナデ

先端椰すと存
二ぶい貢栓色 (10YR6お )

lmm以 下の石英,長 石,雲 母を含
む

8 土師質羽釜 lII刊
`

(59) ナ デ 造色 (5YR6お ) 15硼J以 ¬ヽの子f英 ,長石を含む

9 サヌカイ トI‐l鏃 伺
２８

口
０５

長五角形平氷式

弥生期であろう   13g

第264図  SB― Fl-01出 土遺物

第266図  SD― Fl-02出 土遺物

第268図  SD― Fl-03出土遺物

器極
径

ｍ，

日

ｔＣ

底径

(cnl)

縞
耐

形態 手法の特徴 色 .Fl 胎 土 li考

土師質土器皿 57 1]
外面 :灰 とI色  (10YR8/1)
内llH:灰 白色 (10YR8/1)

やや衛

2 土師質土器皿 62 13 外面 1灰 白色 (10YR82)
内面 :灰 白色 (10YR82)

やや密

3 土師質上器日縁部 (415)
外面 :ナ デ

内面 :ハ ケ
外両 :灰色 (5Y4/1)

内而 :灰山褐色 (10YR6尼 )
1酬 以 Fの石英,長石を含む

器fI
径

ｍ，

日

化 晰‘ｃｎ‐‐
縮
イｅｍぅ

形態 手法の特徴 色 rl 胎土 備考

】 賠路 (16)
外商 :ナ デ,指頭旺皮 ,円孔
内面 :ナ デ

外面 :黄灰色 (25Y6/1)

1勺血 :I音灰〕こ色 (25Y41_2)

lmm以 下の石英,長 石,雲 母を含
む

器種
径

浦

日

ぐｃ

底径

(cm)

一凸

ｎ，
形態 手法の特徴 色 lll 備考

1 土師質」:器日縁部 192 (54)
タト而 :ナ デ

内面 :ナ デ ハケ
面

Ｈｉ

外

内
灰白色 (N卵
灰色 (N4/)

やや緒

2 土師質土器 H縁部 278 (62)
画

面

外

内
ナデ

ナデ ヨコハケ
面

而

外

内

にぶい貰橙色 (10YR72)
黒掲色 (10YRVl)

1 5mm以下の石 )と ,長 石を含む

3 備白i系陶器摘鉢
画

面

外

内
ナデ
ナデ,4[日

外 lll iに ぶい赤掲色 (5YR「D4)

内而 :にぶい褐色 (7 5YR58)
循

4 焙 路 (32)
面

而

外

内
ナデ

ナデ
外而 :灰 ¬色 (10YR8/2)

内面 :灰 白色 (2 5YVl)
密
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第35図  A6区 包含層出土石器

鬼無藤井遺跡出土石器観察表

第10図  SX― Al-01出土石器

出上位置 器種 長さ (cm) 中覇 (cm) 厚さ (cm) 三 さ 石羽 備考

Sl SX― Al-01 使用痕のある剥 h 46 173 サスカイト

S2 SX― Al-01 打製石斧 1940 サヌカイト

第30図 外環濠出土石器 ユ

出上位置 器種 長 さ 中笛 (cm) 厚 さ (CEI) fLさ 石刷 備考

SD― A5-05 石 鏃 07 サヌカイト |」基式

SD― A6-01 石鏃 サスカイト 木製品

S6 SD― A5-05 石鏃 サヌカイト

SD― A5-05 楔形石器 71 サヌカイト

S7 SD― A5-05 石 鍬 14 175 サヌカイト 先端都 :摩茂,摩擦

S8 SD― A5-05 石鍬 サヌカイト

S9 SD一 A2-02 石鍬 13 サヌカイト

第31図 外環濠出土石器 2

出 L位置 器極 長さ (cm) 幅 (cnl) 厚 さ (cm) 重 さ 石材 備考

SD― A6-01 楔形石器 17 サヌカイト

S ll SD― A5-05 スクレイパー 45 サメカイト

S12 SD― Al-02 スクレイパー

SD― A6-01 楔形石器 (打製布斧 ) 51 15 サヌカイト

SD― A5-05 71 サヌカイト 則縁部に狭 り

第32図 外環濠出土石器 3

出上位置 器 III 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ (g) 石 材 備考

SD― A5-05 スクレイパー 14 サヌカイト

SD― A5-05 磨石,敲石 3446 砂岩

第33図 内環濠出土石器 1

rl上位置 器TP 長さ (cm) ‖属 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ 石期 備考

S17 SD― Al-03 石鏃 14 サヌカイト 平基式

SD― Al-03 スクレイパー サヌカイト

SD― Al-03 スクレイパー 42 222 サヌカイト

SD― Al-03 たたき石 6613 砂 岩

第34図 内環濠出土石器 2

出上位雷 器種 民さ (cm) ‖試(cn) 厚 さ (cm) 重 さ (g) 石材 備考

SD― A2-06 楔形石器 45 10 239

SD― A2-06 スクレイパー 07

S23 SD― Al-03 石鰍 17 サヌカイト 眸減,光沢

SD― A5-06 打製石包丁 13 1064 サヌカイト 両側縁に狭 り

出上位置 器ft 長 さ 幅 (cm) 暉 さ (cm) 重 さ (g) 石材 捕考

S25 A6区 包含居 石鏃 18 サスカイト 凹基式

A6怪 包含層 石鏃 16 10 01 サヌカイト
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A6区 包含Π 石 鉱 サスカイト 凹基式,側縁に狭 り

A6区包含層 有鈍 サメカイト

S29 A61X包含fPu 石鏃 サヌカイト

A6区 包含層 石斧 37 12 結品片岩

第46図  SK― A2-05出土石器

第52図 A区出土石器 2

第53図 A2区 遺構上面精査中出土石器

出上位置 器種 民さ (cm) l rF(cal) 暉 さ (cm) 重 さ (g) 石材 ‖,考

SK― A2-05 石槍先端 ?

SK― A2-05 石鏃 (木型品 ) 41

SK― A2-05 スクレイパー

S34 SK― A2-05 石鏃 27 14

S35 SK― A2-05 オ]製石包 丁

第51図 A区出土石器 1

No 出土位置 器種 長 さ (cn) 中冨 (cm) 厚さ (cn) l● さ 石材 備考

S36 SP― A2-01 素羽刊片 2200 サスカイト

BI上位置 器fT 長さ (cm) 中扁 (cm) 厚 さ (cnl) ユ さ (g) 石材 備考

S37 SK― A2-09 石鏃 サヌカイト

S38 SP― A2-67 石鏃 17 05 12 サスカイト 円基式

S39 SK― A2-01 石鏃 18 サスカイト 来製品

SK― A2-03 石鉄 10 サヌカイト 未成品

S41 SP― A2-44 石飯 サスカイト 平基式

SK― A2-08 4f鏃 24 サヌカイト LR基式

SD― A2-16 石鏃 17 サヌカイト 尖乞【式

SP― A2-02 楔形石器 15 サヌカイト

SK― A2-09 打製石包 丁 11 サヌカイト

SP― A2-67 打製石包可 43 12 サスカイト 背面,上 面は自然面を残す

出上位置 器極 長さ (cm) 中高 (cnl) 厚さ (cI) 竜 さ (g) 石材 備考

A2区遺構 L面粘杢中 石鏃 21 サヌカイト 平基式

A2区遺 lrl上而精 r.・中 石鏃 15 サヌカイト 平基式

A2区選構上面精介中 石鏃 15 サスカイト 平基式

S50 A2LX ttlll上 面粘査中 石鏃 15 サスカイト 平基式

A2区 遺構ユ面精査中 石鏃 サヌカイト 平熟式

S52 A2区通雑 上 H‐精企中 石鏃 (米製
『

) 16 13 サヌカイト 干渉式

A2区 選帖 i ll精査中 石鏃 11 サヌカイト J基式,側縁に狭 り

S割 A2X遣 構 L面精査中 石鏃 05 14 サスカイト 「F基式,側縁に狭 り

A2XIl■ lVJ上面lH仝中 石鏃 16 サスカイト P4基式,側縁に快 り

A21■遺捕 二面精企中 石鏃 19 サヌカイト 平基式

A2区造権Ji面精企中 石鏃か石雛 (米製品 ) 17 サヌカイト

A2区遺llll「面IF査 中 石艶 サヌカイト

S59 A21Xttltl ttmi精 査呵 桐/t石包 J 12 サヌカイト 側松に狭 り,摩 /1k,光沢
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鬼無藤井遺跡出土木製品観察表

整llE番 号 出上位置 品 日 長さ (cm) 1幅  (cm) 厚 さ (cm) 備考

Vヽl SK― B3-01 l普底板
脚接合の為の滞   側板
接合皮 (木旬)   黒うるし

郡「 2 SK― B3-0よ 27

W3 SK― B3-01 桶 (26) 12

Vヽ4 6 SK― B3-01 籠 (163)
内,上半に切 り目を入れ屈曲
下端に結合の為の穿孔 黒うるし

7ヽ5 SK― B3-01 漆器椀 日径117 器高 (25)
単色の漆椀

'卜

面に赤色の文様が残る

,V6 SK― B3-01

Vヽ7 SK― B3-01 桶 (120)
外側中央部に紙の当たつた痕

うるし

Vヽ8 4 SK― B3-01 曲げ物 (177)
倒部に底 (譲 )と 接合 した2箇 ll■″

釘穴

パヽ「 9 SK― B3-01 出1デ物 高さ86 (197) 外径 183
稗板を使用 し内側となる方に切必

みを入れまるく桜度で綴 したも¢

すヽ10 SK― B3-01 力Π工木 (197) 側郡に丸例痕

覇「 11 SK― B3-01 加工木

ヽヽ「12 SK― B3-01 加工木 (105) II

Vヽ13 SK― B3-01 加工木 (177) (16) (10)

7ヽ14 27 SK― B3-01 加工木 (191) 10 llk材

ヽヽ「15 2 SK-33-01 1折敷
各辺3笹 i所の桟 (木 )の皮
裏面に44の接合痕

甲F16 SK― B3-01 加工木
淡戻位置 (間 隔)と 材より26と 核
合か ?        表面炭化

Ⅲ「17 SK― B3-01 加工木 275 窓状に加工,28と接合か ?

Aヽ/18 SK― B3-01 杭 (381) 徒

■ヽ9 SK― B3-01 lJn工木 (174) 径

郡「20 SK一 B3-01 ガΠ工木 (172) 密

部「21 SK― B3-01 引
`材

13

一端は尖らせ,他の一端を釘頚状
にする

VV22 SK― B3-01 杭 (176) 径 (23)

,V23 35 SK― B3-01 加工木 (123)

lA124 9 SK― B3-01 都材 (17) 13 先端部に柄状の突起

Vヽ25 12 SK― B3-01 力Π工木 15 両蔵iに 切断痕

Tヽ26 7 SK― B3-0〕 履 き物

一木づ くり

歯をもたない草履状

台は丸形

耶「27 11 SK― B3-01 加工木 (152) 両 lm~に 切断痕

2ゞ8 14 SK― B3-01 加工木 548 径62

Tヽ29 SK― B3-01 カロヨ匡刀く 御 8 径72

Vヽ30 SK― B3-01 建築部材 径57
一側面を平lHに し,先端に柄をも
うける

郡F31 8 SK― B3-01 杭 径59

Vヽ32 SK― B3-01 加工木 (687)
断面三角形状になるように削り出

す

ふヽ/33 B3区 ピット伴 柱羽 (100) (77) 6

VF34 17 B3区 ピット群 柱材 (100)

邪「35 B3区 ビツト群 杭 (260)

3 331Xピ ツトtl 柱材
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SD― Al-01

Al区南半部

Al区水田跡



図版 2

ゞ禦    SD― Al-02
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SD― Al-03

環濠遺物出土状況



図版 3

SH一 A2-01

SH一 A2-03

SB一 A2-01
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図版 4

SD― A2-06

A2区中央部

SK― A2--05
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SD― A2-07

SD― A2-02,04
(A3区 より)

SD― A3‐-09


